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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第五十七話　魔ま界かいからの逃とう亡ぼう者しや







〈九月二十八日──追記〉





　視し界かいが青白い光に染そめあげられた直後、無重力の空間に投げ出されたように上下の感覚が消失した。


　自由落下なら空気の抵てい抗こうを感じるはずだがそれもない。床ゆかが抜ぬけて無む限げんの闇やみの底に落ちていくようでもあり、惑わく星せいの引力を振ふり切って宇う宙ちゆうに飛び出していくようでもある。イメージの抱いだき方によってどうとでも解かい釈しやくできる奇き妙みような感覚。下手にあれこれと想そう像ぞうを働かせると恐きよう慌こうに陥おちいる危き険けんがあるため、いつものように目を閉とじ、心を空からにして変化を待つ。


　ほどなくして足の裏うらに平へい坦たんな床の感かん触しよくが戻もどってくる。続いて重力が全身をとらえる。五感が周囲の空間を知覚する。


　久ひさ々びさの異い世せ界かい召しよう喚かん──しかし、目を開くより先に異い状じように気付いた。


　肩かたが重い。全身が石と化したように感じた。


　肉体の変調？　いや、違ちがう。これは重力の作用だ。


　異世界ソルバニアは地球上に比くらべて重力が小さい。月面に立ったことはないが体感的にはそれに近いだろう。だが今回降おり立った場所はソルバニア市街ではなく、逆ぎやくに地球の倍ほども重力の強いエリアだった。


　田舎いなかの商店の錆さびついたシャッターよろしく重たいまぶたを押おし開けて最初に視界に入ったのは、ピアノを思わせる真っ黒で滑なめらかな床。視線を水平に戻すと不知火しらぬいのごとくゆらめく青白い光の波が地平線を縁ふち取っていた。その地平線は大きく弧こを描えがいている。月面の写真を見たことがあるが、地平線の湾わん曲きよくはそれ以上にきつい。直径にして数キロ、あるいは数百メートルほどの、磨みがき上げられたように滑らかな球状の天体──その上に立っていると考えるのが妥だ当とうだろう。球体ではなくお椀わんを伏ふせたような半球状という可か能のう性せいもあるが、何にせよ恐おそろしく重たい物ぶつ質しつでできた天体だ。


「──ようこそ、イェネンの鬼き神しんよ」


　と、毎度お馴な染じみの棒ぼう読みの定型句くが背はい後ごから聞こえてきた。


　声の方に振り向こうとして、俺おれは慎しん重ちようになった。高重力のためもあるが、ついさっきまで絶対安静の重じゆう傷しよう患かん者じやだったのだ。復ふつ活かつしたばかりでリハビリもしていないためバランス感覚が少々心こころ許もとない。すり足で身体からだごと方向転てん換かんし、背後に目を向ける。


　声の主──ソルバニアの鬼神召喚士レイハは数メートル先にいた。どうしたわけか地面に仰あお向むけに寝ねっ転がっている。人を呼よびつけておいてその態たい度どはどうかと思ったが、レイハが横着をしているわけでないことはすぐに分かった。


　紅こう玉ぎよく色の虹こう彩さいをもった瞳ひとみが動いて俺を見た。


「攻こう撃げきを受けています」


「誰だれが？」


「レイハが攻撃を受けています」


　俺は周囲を見回した。動くもの一つ見当たらない。敵てきの影かげが見えないということは、遠距きよ離りからの攻撃か──あるいはすでに見えているかのどちらかだった。


「ここは何だ？　いつもの場所とは趣おもむきが違うようだが」


「星の中心核かく……」


　意外にも答えが返ってきた。しかし相変わらず意味の方はさっぱりだ。言葉通りの意味だとするなら、ここは地球でいえばマントル層そうよりも深い場所ということになる。


「いつものソルバニアの街の地下深くってわけか」


「まだできていない」


「……どういうことだ？」


「新たなる大地の卵たまご──」


　無表ひよう情じようなのでよく分からないが、しゃべり方がどこか投げやりなところから察するに苦しんでいるのかもしれない。


「攻撃を受けていると言ったな。敵はどこだ？」


「…………」


　またいつものダンマリだ。敵の正体が分からないのか、俺には言いづらいことなのか、あるいは単にここから見える場所にいないからか。


「とりあえずそっちに行くぞ」


　俺はそう宣せん言げんしてからレイハの方に足を踏ふみ出した。高重力の影えい響きようは思っていたよりも大きく、体重が倍加したように感じる。交こう互ごに一歩ずつ足を運んだ時点で、さらなる異状を感知した。重力がさらに強まったのだ。もう半歩だけ足を前に出す。すると明らかに全身の負ふ荷かが増ました。レイハに近付くほどに重力の作用が強まるらしい。


　これ以上レイハに近寄よると動けなくなるおそれがあった。すり足で後こう退たいすると、全身を覆おおう鉛なまりのスーツを着込こんだような異様な感覚は次し第だいに弱まっていった。高重力はもともとこの天体に備そなわった性せい質しつではなく、おそらくレイハを捕とらえるために敵が仕し掛かけた罠わなに違いない。重力というよりは生体に作用する強力な磁じ力りよくといったものかもしれない。


「おい、俺はどうすればいい？」


「…………」


　俺の力をアテにして呼び出したはずなのにレイハは沈ちん黙もくしたままだった。指し示じをもらわないと動きようもないが、そうかといって単たん独どくで敵を探さがしてこの黒い天体上を右う往おう左往するのは御ご免めんこうむりたいところだ。


　さてどうしたものか──などと呑のん気きに考え込んでいる暇ひまはなかった。


　足元の地面にモザイク状じようの光が走ったかと思うと、とたんに凄すさまじい重力が襲おそってきたからだ。


「ぬうっ!?」


　俺は地面に膝ひざをつき、両りよう腕うでを突つっ張ぱって上体を支ささえた。


　実じつ際さいに何かが身体にのしかかってきたわけではない。だが体感で三百キロはあろうかという荷重だった。少しでも力を抜ぬけば地面に突っ伏したまま動けなくなりそうだ。


　ほどなく全身の毛け穴あなから汗あせが噴ふき出した。歯を食いしばりながら顔を持ち上げ、視し線せんを頭上に向ける。


　四つの黒い影が宙ちゆうに浮うかんでいた。ついさっきまで姿すがたの見えなかった〈敵〉に違いない。いつ、どこから現あらわれたのか、まるで気配を感じさせなかった。黒いフード付きのマントをかぶった小こ柄がらな人影に見える。おそらく人の形はしているだろうが、果たして生身の人間なのかどうか──そう疑うたがいたくなるほどに、生命の息吹いぶきが伝わってこない。


　おそらくはソルバニアの神官であろう四つの影は、レイハを囲む正方形の頂ちよう点てんの位置に浮かんでいた。胸むねの前で閉とじ合わされていたマントの隙すき間まから左手が現れ、前方に向けられる。四人の動作は完全に一いつ致ちしていて、百分の一秒の乱みだれすらない。マントの下は袖そでの大きく広がったローブを着ているらしい。袖から出ている手首から先は褐かつ色しよくの肌はだ色をしていた。手首は細く、指は長いが華きや奢しやだった。瘦やせた少年の手だ。


　四人の左手の指がフレミングの法ほう則そくを示しめす形になった。つまり親指と人差し指と中指の角度がそれぞれ直角になっている。電流の方向を示す中指は真下に向けられていた。


　目の前の光景に歪ゆがみが生じた。まるで分ぶ厚あついレンズ越ごしに見るように。


　四つのフレミングの左手を上面の頂点とする立方体の結界が形作られていた。結界に捕らえられているレイハの身体からだがゆっくりと浮ふ上じようし、ちょうど立方体の中心付近で静止する。グラスファイバーのような銀ぎん髪ぱつや巫み女こ衣い装しようを思わせる服が、まるで水中にいるように膨ふくらみ、揺ゆれてたゆたう。


　いや──そうじゃない。水の中にいるような、というのは間ま違ちがいだ。実際に、結界内は水とは屈くつ折せつ率りつの異ことなる無色透とう明めいの液えき体たいで満たされている！


『〈イクサノミコ〉を因いん数すう分ぶん解かいせよ──』


　四神官が左手を押し出すと、立方体の結界がわずかに縮しゆく小しようした。それとともに水すい圧あつが高まったらしい。レイハの口から空気の泡あわがあふれ出す。苦く痛つうを感じているのかどうか表情からは読み取れないが、間もなくレイハの身体に異い変へんが生じた。


　レイハの衣装が解けていく。


　しかし酸さんによる溶解とは異なる現げん象しようだった。まるで手て編あみのセーターが解ほどけて一本の毛糸に戻もどるように、端はしからほつれていく。糸状にほつれた衣装は細切れになって結界を満たす液体に溶とけて消えていく。


　あれこれ考えるまでもない。こいつはかつてないヤバさだ。どんな魔ま法ほうかは計り知れないが、神官たちはレイハを分子レベルで解体しようとしている。


　可か及きゆう的速すみやかに反はん撃げきに転じる必要があった。もちろんそのための準じゆん備びを怠おこたってはいない。〈神威カムイの拳けん〉の呼こ吸きゆう法により練り上げた高圧の龍りゆう気きが全身に満ちていた。体内で龍気が増ぞう幅ふくされるに従したがって重力の作用もいくぶん弱まっているようにも感じられる。


　レイハの衣装の輪りん郭かくが崩くずれ、露ろ出しゆつした身体の末まつ端たんが同じようにほつれはじめた。もはや限げん界かいか。


「──むぅん！」


　体内に蓄たくわえた龍気の一部を外に向かって放つと、神気の斥せき力りよくが身体を地面から浮かせた。


　俺の身体が太陽を思わせる輝かがやきを放っている。神気がはっきり光として目に見えるのはソルバニア特有の現象だ。


　全身を包む力場を介かいして地面を蹴けった。エアホッケーのパックのようにわずかに浮きながら地表を滑かつ走そうし、立方体の結界に接せつ触しよくする。両手に龍気を集めて結界表面に触ふれると、分ぶ厚あついアクリル板でできた巨きよ大だい水すい槽そうのような結界がビリビリと震ふるえ、黄こ金がね色の波は紋もんが広がる。


　結界は一いつ瞬しゆんにして音もなく砕くだけ、光の粒つぶとなって飛散した。内部に満たされていた液体が器うつわを失って四方に流れ出る。その流れをかき分けるようにしてレイハのもとに駆かけ寄よると、その華奢な身体を左ひだり腕うでに抱かかえた。


　火事場の馬ば鹿か力ぢから的なパワーもここまでだった。分厚い鉛なまりの拘こう束そく衣いを着せられたように身体が重くなり、耐たえきれずに地面に膝をつく。四神官を倒たおせばこの重力の魔法も解かい除じよされるのかもしれないが、神官たちと闘たたかうことは最ハ初ナから考えていなかった。


　右手に握にぎり込んだ青い石のペンダント──召しよう喚かんの秘ひ石せきの感触を確たしかめた。


　俺が地球上ではない異世界ソルバニアへの召喚を承しよう諾だくしていた理由の一つは、最大の懸け念ねんに対する保険があったからだ。それがつまりこの秘石だった。秘石は俺を地球からソルバニアへと転てん移いさせるアイテムであると同時に、その逆ぎやく──帰き還かんのための魔力も封ふうじ込められている。そしてそれを解放する方法は極きわめて単たん純じゆんだった。


　ビキッ。


　右手の中で秘石が砕けた。


　直後、手指を透とう過かして青白い閃せん光こうがほとばしり、視し界かいをホワイトアウトさせる。


　身体を縛しばっていた重力の鎖くさりが消失し、俺は再ふたたび上下の感覚を喪そう失しつした。


　これが最後の時空転移となることは間違いないだろう。だが俺はまだ気付いていなかった。レイハを連れて地球に帰還することが何を意味するのかを──





　　　　一





「──関係のない者は保健室から出て行きなさい！」


　烈飛鈴リー・フエイリンの凜りんとした声が響く。声こわ色いろに苛いら立だちが隠せないのは無理もなかった。大挙して押しかけた生徒たちが保健室の中にも外にもあふれているのだ。だが飛鈴の言葉に従う者はいなかった。


「お言葉ではありますが、この件けんに関する限かぎりにおいて我われ々われは誰一人として無関係ではありません！　むしろ全員が当事者かと」


　三年生の男子生徒が反はん論ろんする。その意見は生徒全員の総そう意いでもあった。


　生徒たちが帰るに帰れないのは、保健室に担かつぎ込まれた二人の人物が原げん因いんだった。


　異世界から校こう舎しやの屋上に帰還した二年Ｂ組担たん任にん教きよう師し──南な雲ぐも慶けい一いち郎ろう。


　そして、慶一郎が異世界から連れ帰った少女である。


　二人は隣となり合ったベッドに横たえられていた。二メートルを超こえる巨漢の慶一郎は足の先がベッドからはみ出している。


　慶一郎がミイラよろしく全身に巻まきつけている包帯やカーテンの残ざん骸がいと、少女が身に着けている巫み女こ装しよう束ぞくを思わせる白と朱しゆの着物は半ば溶解して糊のり状じようになっていた。見た目だけなら中華のあんかけ風である。その服を脱ぬがせていいものかどうか誰も判はん断だんがつかずそのままベッドに寝ねかせたが、今のところシーツが溶け出したりはしていない。


「この少女がレイハ──つまりソルバニアとかいう異世界に南雲君を召喚していた張ちよう本ほん人にんだというのかね？」


「いかにも」


　藤とう堂どう校長の問いに、涼りよう子こは腕組みしたまま武ぶ士しじみた口調ではっきりと肯定する。


「南雲先生から話は聞いていましたが、実じつ際さいに会ったのは一昨日が初めてです。確かにこの子でした」


　涼子は気を失っているレイハを穴あなの空くほど凝ぎよう視しした。見れば見るほど美しい少女である。だがそこには生身の人間が持つ瑞みず々みずしさはない。磁じ器きのように透明感のある硬こう質しつな素そ材ざいで作られた、極めて精せい巧こうな人形を思わせた。


「ふむ……奈々子君！　南雲君は飛鈴君に任まかせてこちらを診みてくれたまえ」


　どちらが慶一郎を診しん察さつするかを巡めぐって飛鈴とにらみ合いをしていた菱ひし沼ぬま奈な々な子こは、校長に呼よばれて渋しぶ々しぶレイハのベッドにやってきた。レイハの手首を取り、首くび筋すじと鼻の下に手を当て、着物の胸むねをくつろげて耳を押おし当てる。レイハの目ま蓋ぶたを開いてペンライトで紅あかい瞳ひとみを照らす。


　やがて顔を上げた奈々子は、何とも言いがたい奇き妙みような表ひよう情じようを浮うかべていた。


「どうかしたのかね？」


　藤堂が訊きくと、奈々子は唇くちびるをアヒルのように尖とがらせて首を傾かしげた。


「ん～とね～、それが～、なんて言っていいか～……」


「はっきりと言ってくれたまえ。何が問題なのかね？」


「問題はね～……まず脈がないでしょ～？　息もしてないし～、心しん臓ぞうが動いてなくて～、ついでに身体からだがとっても冷たいのよね～」


　戦せん慄りつのうめき声が波は紋もんのように広がった。


「それは……つまり──」


「率そつ直ちよくにぶっちゃけて言っちゃうと生きてないってことよね～」


「し、死んでいる……だと!?」


　校長は慌あわててレイハの脈を取り、顔面蒼そう白はくとなった。涼子もレイハの首筋に手を触ふれてみて、石のような冷ややかな感かん触しよくに思わず手を引っ込こめた。今しがた死んだばかりというよりは、解かい凍とうされたばかりの冷れい凍とうマグロ並なみに芯しんから冷え切っている。なぜ運び込む際に気付かなかったのか。


「唯ゆい一いつの生き証しよう人にんだぞ!?　ただちに蘇そ生せいだ！　私が心臓マッサージをしている間に電気ショックの用意を──」


「救急病院じゃないんだからそんな器具あるわけないでしょ～？」


　奈々子に冷静に反論されるくらい校長は動転していた。それでもレイハの鳩みぞ尾おちのあたりに両手を当てて心臓マッサージを試みる。しかしすぐに異い状じように気付いて眉まゆをひそめた。


「むう？　何だ……この感触は？　内臓が──いや、中身がない!?　まるで硬かたいゴムかプラスチックでできたマネキンのような……」


「そんなバカな！」


　涼子はレイハの二の腕うでをつかみ、指に力を入れてみた。柔やわらかさと弾だん力りよくはある。しかしそれは明らかに人体のそれではなかった。皮だけで中身が空くう洞どうになっているソフトビニール製せいの人形を連想する。


「まさか地球の環かん境きようが合わなかったのか!?　南雲君の話が確たしかなら、ソルバニアの重力は地球よりも弱いそうだな？　大気の組成も違ちがうとすれば──窒ちつ息そく死か!?」


「だったらあっちに召しよう喚かんされた南雲先生だって窒息するはずでは……？」


「とりあえず落ち着いてください！」


　大だい作さくのひと声が、浮き足立つ校長と生徒たちの注目を集めた。


「体温が低いのも心臓が動いてないのも、異世界人ならもともとそうなのかもしれないじゃないですか。ここはまず南雲先生を起こして事情を訊くのが先では？」


「た……確たしかにその通りだ！　南雲君の容よう態だいはどうなのかね？」


「呼こ吸きゆうと脈みやく拍はくは正せい常じよう、ですが──」


　慶一郎を診察していた飛鈴が口ごもる。その理由は慶一郎の様子を見れば明らかだった。皮ひ膚ふの表面が干ひ上あがった川底の泥どろのように乾かわき、全身にひび割われが広がっている。


「はわわわわ～～っ！　先生が干からびてる!?」


「水だ！　早く水をかけろ！」


「いや、この場合むしろ水は弱点なのでは!?　確かそんな怪かい獣じゆうが──」


「ジャ〇ラかよ!!」


　慶一郎の身に起きている怪かい奇き現げん象しようを目まの当あたりにした生徒たちは騒そう然ぜんとなった。当然ながらこんな事態に対たい処しよできる者がいるわけもなく、ただ右う往おう左さ往おうするばかりである。


「う……む……」


　慶一郎がうめき声をもらした。


　左手が持ち上がり、右腕の肘ひじのあたりをつかむと、爪つめを立ててポリポリと搔かいた。ひび割れた皮膚が剝はがれ落ちる。何度か搔くと痒かゆみが治まったらしく、左手を元の位置に戻もどすと再ふたたび寝ね息いきをたてはじめる。


「…………」


「…………」


「…………？」


　保ほ健けん室を包む緊きん迫ぱくした空気が一転、白々しいものに変化した。窓まど際ぎわに立って事の成り行きを見守っていた静しず馬まが口を開く。


「こいつ、気き絶ぜつしてるんやのうて……ホンマは寝てるだけとちゃうんか？」


　皆みなの脳のう裏りに浮かんだ疑ぎ惑わくを代だい弁べんした発言だった。全身の皮膚がひび割れ現象を起こしているというのに、なぜか当の本人から危き機き感が伝わってこない。


「これは……!?」


　飛鈴は慶一郎の左腕に注目した。本人が寝ね惚ぼけて（？）自分で搔いた部分である。乾かん燥そうした泥のような表皮が剝がれ落ちてできた隙すき間まに、新しい皮膚の色が見えた。試ためしにその周囲の泥皮を剝がしてみると、数ミリの泥の層そうの下はまったくの無む傷きずだった。


「ハサミ……誰だれかハサミをちょうだい！」


　飛鈴は生徒から受け取ったハサミを開き、刃は先さきを慶一郎の手首のあたりの包帯の下に差し込んだ。そこから肩かたに向かって泥の皮ごと包帯を切り開いていく。慶一郎の腕を覆おおっていた泥の層は最も厚あついところで一センチ近くもあった。


　肩まで切ったところで泥で固まった包帯をタケノコの皮よろしく剝がす。その下から現あらわれたのは健康そのものの右腕である。飛鈴は同じように慶一郎の左腕と上半身、そして顔の包帯を泥と一緒にハサミで切り、剝がしていった。こびり付いた泥をオシボリで拭ぬぐうと、まるで赤ん坊ぼうのように瑞みず々みずしいピンク色の肌はだが露あらわになる。全治数か月の重じゆう傷しよう──それも満身創そう痍いといっていい状じよう態たいだった身体からだは完治していた。左腕の骨こつ折せつも治ち癒ゆしている。右足も同様に治っていると考えてよさそうだ。


　慶一郎の怪け我がの状態を知っていたのはこの場では飛鈴だけである。怪我が完治していることに驚おどろいているのは飛鈴一人だったが、居合わせた生徒たちも微び妙みような反はん応のうを見せた。


「ちょう待てや……こいつ、ホンマに南雲か!?　よう似た別人とちゃうやろな？」


　静馬がベッドの傍そばまでやってきて慶一郎の顔をしげしげと覗のぞき込み、誰にともなく訊たずねた。静馬でなくとも一いち応おう確かく認にんしたくなるほどに慶一郎の外見は大きく変わっていた。まず筋きん肉にくの量が明らかに減へっている。現状でも逞たくましい身体つきではあるのだが、筋肉の鎧よろいを身に纏まとっているような圧あつ倒とう的な量感にはほど遠い。頰ほおの肉が落ちて人相はよりワイルドになり、なぜか髪かみが異い様ように伸のびていた。下ろせば胸むねの辺りまで届とどきそうな長さだ。行方ゆくえ不明になって二週間も経たっていないのに、戻ってきたら何年も床とこ屋やに行っていないかのごとく髪が伸び放題に伸びているという怪現象は静馬と共通している。


「確かに南雲先生本人ですよ。面おも影かげがあります」


「マジでか？　筋肉ダルマにしてはだいぶしぼんどるやんけ」


「しぼむというよりは若わか返がえってる感じじゃないですか？」


　大作がそう結けつ論ろんを出しても静馬はまだ半信半疑の様子である。


　ゴロゴロゴロゴロ…………


　低い轟とどろきが空気を震ふるわせる。窓際の生徒が外に目を向けたが、空は晴れていた。


「雷かみなりかと思ったけど違う？　じゃあこの音は何だ？」


「地下鉄の音みたいだけど」


「三み田た線は地上に出てるだろ。にしてもこっからじゃ遠いし。そこの高こう架かをデカいトラックが走ってんじゃ──」


　グゥルルルルル…………


　音が変わった。今度のは明らかに雷らい鳴めいではない。大型の肉にく食しよく獣じゆうが喉のどを鳴らして唸うなっているような不気味な音だ。


「気持ち悪っ！　これスピーカーから出てんのか？」


　校内放送用のスピーカーの近くにいる生徒が耳を澄すましてみたが、謎なぞの音はスピーカーから出ているのではなかった。


　クゥ～～～ン……キュルル……


　さらに別の音に変化した。今度は響ひびきにどこか愛あい嬌きようがある。


「おっ!?　今度は子こ供どものアザラシが親を呼よんでるような──」


「あの白くて可愛かわいいやつか!!　どこだ!?」


「いや、さすがに校内にはいないと思うが」


　生徒たちは音おん源げんを探さがして周囲を見回す。不意に静馬が大声を出した。


「分かった！　この妙みような音は……犯はん人にんはこいつや！　こいつの腹の虫が鳴っとるんや!!」


　静馬が指さしたのは慶一郎の腹だった。奈々子が慶一郎の鳩みぞ尾おちあたりに聴ちよう診しん器きを当て、すぐに笑い出した。


「あはは～ホントねえ～。グールグル鳴ってるわよ～」


　それを聞いた飛鈴が、出口付近にいる生徒たちに向かって命じた。


「料理対決で私わたしの作ったお弁べん当とうの残りがあるでしょう？　誰か取ってきてちょうだい」


「はい、ただちに！」


　生徒たちが我われ先さきにと飛び出していく。それにゼロコンマ五秒ほど遅おくれて静馬も保ほ健けん室を出て行った。


　およそ五分後──他の誰よりも早く、駆かけ足で戻もどってきたのは静馬だった。右手に砂さ漠ばく用の迷めい彩さい服ふくのような色をした謎の液えき体たいで満たされたジョッキ、そして左手にはなぜか漏じよう斗ごを持っている。


「大作！　南雲の顎あごつかんで口開くんや。早よせえ！」


　有う無むを言わさぬ勢いきおいに気け圧おされた大作が従したがうと、静馬は漏斗の先を慶一郎の口に突つっ込み、ジョッキの中の液体をドボドボと流し込んだ。


「い……いかん！　奴やつを止めろ！」


　入り口の方から声がかかる。飛鈴に頼たのまれて弁当を取りに行った生徒たちが、なぜか足腰こしがガクガクの状じよう態たいで現あらわれた。互たがいに肩かたを貸かし合い、フルマラソンを走り終えた後のように倒たおれ込みながら、手を伸ばして警けい告こくする。
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「そそ、それは！　人が決して触ふれてはならない禁きん断だんの──」


　言い終わらないうちに異変が起こった。慶一郎の身体からだが痙けい攣れんしはじめたのだ。


『ぶるっふぉぁらあああぁ──ッ!!』


　日本語で表記するのが困こん難なんな奇き声せいを発して慶一郎は飛び起きた。同時に口に流し込まれた砂漠迷彩色の液体を吐はき散らかす。


　慶一郎はシーツで口元を拭ぬぐいながら、殺気みなぎる眼がん光こうで周りを睥へい睨げいした。


「俺おれを毒殺しようとしたのは……どいつだ？」


　北極の冷気が吹ふき込んだように、保健室の体感温度が五度下がった。二秒あれば余よ裕ゆうで三人は殺せる男が本気でご機き嫌げん斜ななめの様子だからだ。しかし主しゆ犯はんの静馬と共犯の大作は、すでに壁かべ際ぎわまで吹っ飛ばされて床ゆかにのびていた。飛び起きる際さいに慶一郎が無む意い識しきのうちに突き飛ばしていたのだ。


　怒いかりＭＡＸで目覚めた慶一郎だったが、そのテンションはすぐに急降こう下かした。顔色がみるみる青ざめていく。


「うう、く、口がしびれてきた……水、水！」


　ベッドから床に転げ落ちるように這はい出た慶一郎は、保健室の隅すみにある洗せん面めん台にすがりついて蛇じや口ぐちを全開にし、しつこく何度もうがいを繰くり返した。


　飛鈴が手ぶらで戻ってきた生徒たちに訊たずねる。


「ところで私のお弁当は？」


「そんなん残っとるワケないやろが！」


　答えたのは静馬である。飛鈴はムッとして静馬の持つ空のジョッキを指さし、


「それは何？　いったい何を飲ませたの!?」


「特とく製せいミックスジュースや。ちょうどええ気付けになったやろ。味についての文もん句くは涼子に言え」


「どうしてあたしの責せき任にんになるのよ？」


　急に自分の名前が出てきたので涼子は慌あわてて口を挟はさんだ。しかし前後の状じよう況きようから考えれば導みちびき出される答えは一つだった。


「あんた、それってもしかして……まさか!?」


「お前の作った弁当の残りをまとめてミキサーにぶちこんでできた代しろ物ものや」


　ずざざざっ。


　と、全員が一いつ斉せいに引いた。恐きよう怖ふにおののいたのだ。


「食品を原材料に食べられない物ぶつ質しつを生み出すという逆ぎやく錬れん金きん術じゆつの産物をさらに再さい利り用ようするとは！」


「恐おそろしい……まさに悪あく魔まの所行!!」


　一部の生徒は大いに盛もり上がったが、それも長続きしなかった。口内洗せん浄じようを終えた慶一郎がこれ以上ないくらいの仏ぶつ頂ちよう面づらで涼子をにらんでいる。


「……産さん廃ぱいの味がしたぞ」


「まっ、混まぜる奴が悪いのよ！」


　涼子の錬金術には完成後もなお化学反はん応のうの起きる余よ地ちが残っていたらしい。


　誰かを血祭りに上げない限かぎり収まりそうにない慶一郎の怒りの矛ほこ先さきをひとまず収おさめさせたのは藤堂校長だった。


「そんなことより南雲君、まずこの子をどうにかしてやってくれ」


　藤堂の指し示しめしたレイハを見て、慶一郎は怪け訝げんな顔つきになった。


「彼かの女じよがどうしてここに？」


「君が連れて来たんだろう!?」


「そうでしたっけ」


「寝ね惚ぼけてもらっては困こまる。異い世せ界かいの人間のことはよく分からんが、とにかく生命反応が見られないのだ。対たい処しよできるのは君しかいない」


「なるほど……」


　慶一郎はベッドに横たえられたレイハの顔を覗のぞき込こみながら藤堂に訊ねた。


「起こしてみましたか？」


「起こすも何も脈がないんだ。呼こ吸きゆうもしていない」


「だから起こしてみましたか？」


「いや、そういう風に訊きかれると──」


　藤堂と奈々子が要よう領りようを得ない顔を見合わせる。脈を取ったり心しん臓ぞうマッサージを試みたりはしたが、確たしかにレイハの目を覚まそうとはしていない。慶一郎はレイハに呼よびかけた。


「レイハ──起きろ」


　その言葉に反応して、レイハの目がパチリと開いた。紅こう玉ぎよくの瞳ひとみが慶一郎を視し認にんすると、糸で吊つられた操あやつり人にん形ぎようのように予よ備び動作なしで上体を起こす。あんかけ状に溶とけた上うわ衣ぎがさらに崩くずれ、折れそうなほど細い肩が露あらわになった。


　美しいがどこか尋じん常じようでない雰ふん囲い気きを醸かもし出している異世界の少女に、見守る生徒たちは気け圧おされたように息を呑のむ。しかし何はともあれレイハが生きていたという事実に安心して、次の瞬しゆん間かんには口々に質しつ問もんを浴びせかけた。


「ねえねえ、ソルバニアってどこにあるの!?」


「南雲先生を召しよう喚かんしてたそうだけど、それって勇者として？　それともモンスターとして？」


「召喚魔法以外にどんなことができる？」


「異世界なのに巫み女こさんっぽい服なのはどうして？」


「好きな食べ物は？」


「それよりスリーサイズの方が」


「寝るときはパジャマとネグリジェどっち派は？」


「そんなこと聞いてどーする!?」


「だいたい南雲先生を召喚獣じゆうとして使し役えきするくらいだから相当な強きよう敵てきと戦ってるんじゃないのか？」


「地球にやってきたのは亡ぼう命めい？」


「魔法ってどういう原理なんだ？　邪じや神しんと契けい約やくしてその力を借りたりするのか？」


「ファイヤーボール撃うてる？」


「ぬいぐるみっぽい変なマスコットは連れてないのか？　魔法少女だけに」


「その役が南雲先生じゃねえの？」


「こんなごついマスコットキャラがいるか！」


「巫女っぽいから式しき神がみだろ。それよか魔女っ子に付きものといえばまずステッキだぞ」


「先っちょがなんかグネグネ曲がってる杖つえか？」


「そんなリアルなのは似に合あわんだろ。短くて先せん端たんにスターが付いてるやつだ」


「古いな！　ここは意表を突ついて星は星でもモーニングスターってのはどうだ？　敵の魔法使いが呪じゆ文もんを唱える前にそれでぶん殴なぐるんだ」


「すでに魔法とか関係ねえじゃん。斬ざん新しんでよけりゃ釘くぎバットの方が上だ」


「前ぜん衛えいが南雲先生なんだから自分が前に出る必要はねえだろが。こんな細ほそ腕うでで鈍どん器き振ふり回したところでたいしてダメージ出ねえよ」


「レベルとマジックポイントと使える魔法の一いち覧らん表ひようがほしいな」


「ロープレか！」


「回かい復ふく魔法は使えるの？」


「そもそもパーティを組んで冒ぼう険けんしてるのか？」


「その場合前衛が一人ってことはないよな。一いつ緒しよに戦ってる仲間は？　少なくとも武ぶ器きを使う戦士と宝たから箱ばこを開ける盗とう賊ぞくが必要だし」


「だからそれはゲームだと」


「ソルバニアの住人にはいろんな種族はいないの？　尻尾しつぽが生えてるのとか耳が尖とがってるのとか」


「頭がトカゲのやつとか」


「頭に皿載っけてて相撲すもうが強いやつとか」


「河童かつぱなら地球産だろ」


「実は河童は宇う宙ちゆう人だったんだよ！」


「なにぃぃぃぃぃ──ッ!?」


「それよりＵＦＯ呼べる？　魔ま法ほうで」


「それじゃＳＦだかファンタジーだか分かんないわよ」


「むしろオカルトだな」


「魔法で召喚したＵＦＯには何が乗ってるんだ？」


「火星人」


「近場か！」


「しかもタコみたいなの」


「それはなんかもう一周回って斬新だな」


「もちろん目的は地球侵しん略りやく」


「面めん倒どうくせえよ！」


「いいじゃん。来たら来たで南雲先生が撃げき退たいするだろうし」


「素す手ででか!?」


「怪かい獣じゆう倒たおせるんだから宇宙人くらい余よ裕ゆう」


「それもそうか」


　生徒たちが口にするのは質しつ問もんというよりは暴ぼう走そうした妄もう想そうの類たぐいである。ギギギ、と軋きしむ音が聞こえてきそうなぎこちない動きでレイハは首を巡らせ、周囲の生徒たちに虚うつろな視線を向けた。色しき素その薄うすい小さな唇くちびるが開く。異い世せ界かいからの来らい訪ほう者の第一声を聞きとろうと生徒たちが耳を澄すませた直後、


『ピィィィィ──────ガ～～～～～～～～～～ッ!!』


　チューニングの外れたラジオのようなノイズが大音量で鳴り響ひびいた。鼓こ膜まくに突き刺ささり脳のうみそを搔かき回す騒そう音おんに、全員が耳を押おさえてのたうち回る。慶一郎が音量を下げるように手て振ぶりで示しめすとレイハは口を閉とじた。同時にノイズもピタリと収まる。


「調整しました」


　二度目に口を開いたレイハは正しく日本語を話した。鈴すずを転がすような澄んだ声だが、愛あい嬌きようの要素が一％たりとも含まれていない事じ務む的な報ほう告こくである。第一声では度ど肝ぎもを抜ぬかれたものの、懲こりるということを知らない生徒たちは熱い期待のこもった視線をレイハに集める。それを受け止めるレイハは冷静そのものの口調で答えた。


「質問に回答するには情じよう報ほうが不足しています」


「何についての情報だ？」


「この世界についての──」


　そう言うなりレイハはベッドの上に立ち上がった。見えない糸で吊つり上げられる操あやつり人にん形ぎよう、あるいはビデオの逆ぎやく回転を思わせる不自然な動きである。自前の筋きん力りよくではなく身体からだの外側からの力で動いているようだった。


　半ば溶とけていた衣い装しようがかさぶたのように崩くずれて剝はがれ落ちた。その下から現あらわれたのはむきたてのゆで卵たまごを連想させる滑なめらかで白い素す肌はだである。女らしい丸みに乏とぼしい、少年のような身体のライン。


　衣装を分ぶん解かいした液えき体たいの影えい響きようなのか、腰こしの辺りまであったグラスファイバーのような銀ぎん髪ぱつが毛先から粉ふん末まつ状じように砕くだけていき、おかっぱとベリーショートの中間の髪かみ形がたに変化した。ますます少年ぽくなったが、短くなった前髪からのぞく丸いおでこがなかなか可愛かわいらしい。


　レイハは身体ごと向きを変えて、ふわりとベッドから降おりると、幽ゆう霊れいのごとく床ゆかから足を浮かせたまま保ほ健けん室しつの出入り口に向かった。生徒たちが慌あわてて左右に避よけて道を開ける。


「キャ────ッ！」


　絹きぬを裂さくような悲鳴が上がった。それも一つではなく複ふく数すうである。悲鳴の主に注目した生徒──とりわけ男子生徒たちが目を剝むいた。女子生徒の制せい服ふくが消えていたからだ。


　レイハとすれ違ちがった女子の制服が帯状に分解し、レイハの身体を包むようにまとわりついて袖そでの大きな白い上衣と緋ひ袴ばかまふうのプリーツスカートに変化していく。十数人の女子が同様の被ひ害がいに遭あって下着姿すがたを晒さらすことになり、詰つめかけていた生徒たちの間でちょっとしたパニックが起きた。


　レイハを追って保健室を出た涼子と大作は混こん乱らんする生徒たちに阻はばまれて前に進めない。


「どうなってんのよこれ！　なんで女子だけ!?」


「おそらく制服の色じゃないですか？　セーラー服の上が白でスカートが赤だから」


「オラァ！　どけどけどかんか～い!!」


　背はい後ごからガラの悪い怒ど鳴なり声が聞こえてきたかと思うと、黒い影かげが二人の頭上を飛び越こえた。静馬である。天てん井じように頭がぶつかる寸すん前ぜんまで高く跳ちよう躍やくした静馬は、廊ろう下かを埋うめ尽つくす生徒たちの肩かたを飛び石代わりに踏ふみつけて渡わたるという曲芸スタントを披ひ露ろうした。


「あだっ！」


「酷ひでえ！」


「お、俺おれを踏み台にした!?」


　口々に文もん句くを言ったのは男子だけだった。大おお勢ぜいの生徒の中から男子だけを選んで踏んでいるのだ。静馬は抗こう議ぎには耳を貸かさず、人込みを立体的にスルーしてレイハを追いかけていく。人込みをかきわけて進むしかない涼子たちはすっかり出で遅おくれてしまい、校こう舎しやを出た頃ころには完全にレイハを見失っていた。レイハは衣装の完成後に忽こつ然ぜんと姿を消したらしく、辺りにいる生徒に行方ゆくえを訊きいても要よう領りようを得ない。


「どうしましょう？　校舎の外に出た可か能のう性せいもありますけど」


「こっちよ！」


　涼子は迷まよわず図書館に足を向けた。確かくたる根こん拠きよがあるわけではなくほとんど勘かんだったが、果たして、図書館に着いてみると異変が起きていた。大地じ震しんに襲おそわれたか、そうでなければポルターガイストが団だん体たいで大おお暴あばれした後のように書しよ架かという書架から蔵書が飛び出し、床一面にばらまかれている。その惨さん状じようを前に、床にへたり込んでいる女子生徒を見つけて涼子は駆かけ寄よった。


「ひとみ！　何があったの!?」


　図書委員の結ゆう城きひとみは、呆ほうけた顔を上げて涼子を見た。魂たましいを抜かれたように口は半開きで目の焦しよう点てんも合っていない。


「本が……本が……」


「これってあの魔ま法ほう使いの仕し業わざ？」


「うう……」


　ひとみが手元にあったハードカバー本を涼子に押おしつけた。装そう丁ていは普ふ通つうだが、表紙のどこにもタイトルが見当たらない奇き妙みような本だ。


「この本が何？」


「むう～～～～」


　言葉を覚える以前の子こ供どもに戻もどったようにひとみは唇くちびるを尖とがらせて唸うなると、ハードカバーの表紙を開いて中を見せた。四百ページ以上はあろうかという分ぶ厚あつい本だが、中身は白紙だった。涼子はパラパラとページをめくって最後まで調べてみたが、どのページにも何も書かれていない。


「これって本かと思ったけど……日記帳？」


「違う……活字が……活字が盗ぬすまれた……」


「盗まれた？」


　ひとみが何を言わんとしているのか理解できずに涼子は首を傾かしげる。大作が珍めずらしくうろたえた声を上げた。


「たっ……大変ですよ涼子さん！　本が……本の中身が消えてます！」


「なぬ？」


　大作は床ゆかにばらまかれた本の山から一いつ冊さつずつ手に取っては中を調べ、涼子の方に投げてよこした。文庫本から大おお判ばんの百科事典までサイズの違いはあれど、どの本もタイトルがなく中身は白紙だった。涼子も大作と一いつ緒しよに本の山を調べたが、手に取る本はどれも同じだった。


「これを見てください！」


　大作が年季の入った単行本を持ってきた。日焼けした表紙にタイトルが──正確にはタイトルの痕こん跡せきが読み取れる。文字があった部分だけが日焼けしておらず不自然に白い。活字が盗まれたというのは本当のことらしい。


「まさか……全部こうなの？　図書館の本全部!?」


　涼子は新聞コーナーに向かった。今週分の新聞がまとめて置いてあるはずだったが、どれもただの灰はい色いろの紙の束になってしまっている。


「あっ！　ここだけ文字が残ってますよ？」


　大作が指し示しめしたのはかつて新聞紙だった紙の隅すみっこだった。鉛えん筆ぴつで書かれたメモらしき単語が消えずに残っている。涼子は床に落ちている本を拾い上げ、巻かん末まつにある貸し出しカードを取り出した。本を借りた生徒の名前だけが消えていない。
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「どうやら手書きの文字は残ってるみたい」


「活字だけが消えた──結城さんの言った通りですね」


　不意に怪かい鳥ちようのごときけたたましい笑い声が館内に響ひびいた。


「ウケケケケケ～～～ッ！」


　何事かと声のした方を見ると、一人の女子生徒が白紙になった本の山を漁あさっている。二人と同じ二年Ｂ組の図書委員だった。手て当あたり次し第だいに本を手にとっては開き、白紙だと知ると投げ捨すてて次の本を求めて手を伸ばす。


「活字ィ……活字をちょうだい～～!!」


　その姿すがたは生きた人間の脳のうみそに餓うえたゾンビさながらだった。見かねたクラスメートが背はい後ごから組み付いて止めた。


「気を確たしかに持て！　活字がないからって死にゃあしないんだから」


「いやぁ～死ぬう～～」


　活字欠けつ乏ぼう症しようの症しよう状じようが出ているのは一人だけではなかった。途と方ほうにくれる者、血ち眼まなこになって正せい常じような本を探さがし求める者、白紙の本を開いてそこに印刷されていたであろう活字を想そう像ぞうしてブツブツつぶやいている者──反はん応のうは様々だがおそらくは全員が図書委員かその同類であろう。活字と酸さん素そのどちらかを選べと言われたら迷まよわず活字の方を選ぶ重度の活字中毒者である。ひとみも例外ではなく、印刷された書しよ籍せきを諦あきらめて貸かし出しカウンターの日誌に手を出していた。もはや読めるものなら何でもいいらしい。しっかりしているように見えて相当に錯さく乱らんしているようだ。


「活字でさえあればいいんなら生徒手帳でも読めば……」


　大作の何気ない一言が図はからずも天の声となった。


「生徒手帳──そっ、そうか！」


　読書狂たちが一いつ斉せいに生徒手帳を取り出し、とくに文章量の多い校こう則そくのページを読みはじめた。白紙の本の山を漁っていたさっきの女子もニタニタ笑いながら、血走った目で生徒手帳の活字を追っている。


「ウフフ……活字ィ……イヒヒ……」


「怖こええよ！　いくら何でも喜びすぎだろ!?」


　クラスメートの男子のツッコミにも聞く耳持たずである。涼子は自分の生徒手帳を嬉うれしそうに読み耽ふけっているひとみに恐おそる恐おそる声をかけた。


「あのさ……ひとみ？　読みながらでいいから、何があったのか説明してくれない？」


「……いいよ」


　ひとみは涼子の顔も見ずに答えた。


　レイハが保ほ健けん室を出る直前に口にした『情じよう報ほうが不足している』という言葉から、ひとみはレイハの向かった先が図書館だと判はん断だんし先回りしようと最短ルートを走った。涼子も同じ結けつ論ろんに達してここに来たのだが、ひとみは図書委員の本ほん能のうで危き機きを察したらしい。しかし到とう着ちやくしてみるとすでにレイハは館内に侵しん入にゆうしていて、頭上に掲かかげた左手に黒い表紙の本を持っていたという。


「あれは革かわの表紙の……そう、手作りで製せい本ほんされたようなクラシックなデザインの本でした。彼かの女じよは左手で本を捧ささげ持って──正せい確かくに言えば左手の先に本を浮かべていたの。その本がひとりでに開くと、図書館の本という本から活字が隊列をなして抜け出して──彼女の本に吸すい込こまれていったわ」


　まるで生徒手帳に書いてある小説を朗読するような口調でひとみは語った。


「それでレイハはどこに？」


「あまりに常じよう軌きを逸いつした光景を前にして私わたしは呆ほうけてしまい、ふと気がつくと彼女の姿は消えていたのであった──」


　ひとみの証しよう言げんはそれでおしまいだった。念のため他の図書委員にも訊きいてみたが、ひとみが知っている以上の情報は得られなかった。


　新たな手て掛がかりを求めて図書館を出た涼子と大作は、近道のために中庭を通り抜けようとして思わず足を止めた。本日のＫファイトのためにセッティングされた特とく設せつキッチンで飛鈴が中ちゆう華か鍋なべを振ふっていたからである。


　見事な手て際ぎわで出来上がった黄こ金がね色のチャーハンが器うつわに盛もりつけられ、向かいのテーブルに出される。こんもりと盛られたおよそ三人前はあるチャーハンの山にレンゲを突つっ込み、凄すごい勢いきおいで口に運ぶのは慶一郎だった。テーブルの脇わきに空になった器が積み重ねられているところを見ると、すでに何品か平らげた後のようだ。チャーハンを出した後も飛鈴は複ふく数すうの料理を同時進行で調理している。瞬またたく間にチャーハンを平らげた慶一郎は紹しよう興こう酒しゆの瓶びんをつかんでラッパ飲みした。空になった瓶もすでに三本ある。いったい何人前食べるつもりなのか。


「な……なに呑のん気きにメシなんか食ってんのよ!?」


　豪ごう快かいな食べっぷりに見とれてすっかり忘わすれていた言葉を涼子がぶつけると、慶一郎は悪びれる様子もなく、


「メシぐらいゆっくり食わせろ。なにしろ半月ぶりだ」


　新たに豚ぶた肉にくのから揚あげに色とりどりの野菜が入った甘あま辛からい餡あんをかけた料理がテーブルに出された。器がテーブルに載のっていたのはほんの一いつ瞬しゆんで、慶一郎がすぐに器ごとつかんでレンゲで搔かき込みはじめる。ゆっくり味わうどころか、どう見ても早食い選せん手しゆ権けん並なみのペースである。


「レイハが図書館の本を全部白紙にしちゃったんですよ？」


「そりゃあ魔ま法ほう使つかいだからな。それくらいのことはやるだろ」


「先生が連れてきたんでしょ!?」


「緊きん急きゆう避ひ難なんだ」


「言い訳わけはいいから捜さがすのを手伝ってよ」


「フルチンでか？」


　慶一郎はシーツを器用に身体からだに巻まき付けて服っぽく着こなしていた。足元は来客用のスリッパを突っかけている。当然下着は着けていない。購こう買ばい部にも着られるサイズのものがないためだ。


「着るもの一式はいま手配してるわ。用意してあったものを運んでくるだけだから、ほどなく届くはずよ。以前の体たい格かくに合わせたからサイズが大きいかもしれないけれど……」


　さらに三品の料理──春はる雨さめ入りスープと茄な子すの炒いため物、海え老びのシューマイ（すべて山盛り）をテーブルに並ならべながら飛鈴が言った。


「ひとつ、教えてくださる？」


「俺の身体のことか」


「そう。あなたの怪け我がはどう見積もっても完治に半年はかかる重じゆう傷しようだった──杖つえなしで歩けるようになるにも数週間のリハビリが必要だとも言われていたわ。芍花シヤオフアと苺花メイフアに手伝わせて何かしたそうだけど……」


「〈神威カムイの拳けん〉の超ちよう回かい復ふくの秘ひ技ぎを使った」


　慶一郎はぶっきらぼうに答える。そのやりとりに俄が然ぜん興きよう味みを惹ひかれた大作が横から口を挟はさんだ。


「その超回復って、具体的にどんなものなんです？　差さし支つかえなければ教えてください」


「新しん陳ちん代たい謝しやを加速して怪我を治す──要は突とつ貫かん工事だ」


「細さい胞ぼう分ぶん裂れつを促そく進しんするわけですか？　それってけっこう無む茶ちやなんじゃ……」


　大作が何かに気付いたような顔になった。


「ところで先生が戻もどってきた時……身体じゅう泥どろでパックされてましたよね？　あれは何ですか？」


「超回復の副産物というか、新陳代謝で生じた老ろう廃はい物ぶつだな」


「老廃物ってことは……つまり？」


「簡かん単たんに言えば垢だ」


「うわ、きったねえ!!」


　周囲にいた生徒たちがたじろいだ。


「あの垢あか、集めれば子こ供ども一人分くらいあったんじゃねえか!?」


「そうして生まれた垢人間がやがて成長して本体に復ふく讐しゆうを──」


「あったな～、そんな昔話」


「それ違ちがう！」


　騒そう然ぜんとなる生徒たちに構かまわず、慶一郎は超回復によって失ったカロリーと養分を補ほ給きゆうするべく大量の料理を片かたっ端ぱしから胃い袋ぶくろに収おさめていく。その様子を眺ながめながら大作が感かん歎たんのため息をもらした。


「まるで忌いまわしい記き憶おくを振り払はらおうとしているかのような食しよく欲よくですねえ」


「……上う手まいこと言ったつもりかもしんないけど、はっきり嫌いや味みに聞こえたわよ」


「それはつまりニュアンスが正せい確かくに伝わったってことですね」


「だいたいどんな料理だってミキサーにかけりゃ不ま味ずくなるわよ」


「あれはそんなもんじゃなかったぞ」


　慶一郎はわざわざ手を止めて反はん論ろんした。


「まともな料理なら多少の旨うま味みは残ってるもんだが、あの液えき体たいにはそんな痕こん跡せきは微み塵じんもなかったな。むしろ明確な悪意がこもっていた」


「それは静馬が加えた成分よ！」


「たとえミキサーにかけなくても結果はそう変わらなかったと思いますが……」


　涼子は口の減へらない大作の胸むな倉ぐらをつかんだ。


「言っとくけどね、あたしが不得手な料理を作るハメになったのも、もとを正せばＫファイトに料理対決なんて項こう目もくを入れたあんたの責せき任にんなんだからね！」


「競きよう技ぎ種目によって有利不利が生じるのは当然ですよ。代わりに時代劇げきカルトクイズがあったわけだし」


「やることが極きよく端たんなのよ！」


「そんなことよりレイハを捜しましょうよ」


　もっともすぎる意見だった。中庭の近くにいる生徒たちは右往左往しているだけでレイハの行き先について有力な情じよう報ほうを持っていそうな者は見当たらない。図書館の惨さん状じようについての話題がようやく伝わり出した頃ころである。


「図書館の次に狙ねらわれそうなところといえば……」


「視し聴ちよう覚かく室だな」


　不意に会話に割わり込んできたのは三年生の伊い福ふく部べ吉よし光みつだった。伊福部は骨ほね張ばった顔の輪りん郭かくからはみ出す大きな眼鏡めがねを光らせると、


「彼かの女じよは地球の情報を求めている。図書館で文字情報を得たとなると、次は映えい像ぞうとくるのが順当だ」


「……とりあえず行ってみますか」


　半はん信しん半はん疑ぎながら新校こう舎しやの三階にある視聴覚室に向かう。途と中ちゆうで出会った生徒たちに訊きいてみても誰だれもレイハの姿すがたを見ていないと言うため、視聴覚室に着く頃には一信九疑くらいの気分になっていた。ノックもせずにドアを開けて中を覗のぞくと、十数人の男子生徒が三十二インチモニターを注視している。


「何よ、とくに異い状じようは──」


　なさそうね、と言いかけて涼子は思い直した。モニターを見ている生徒たちの呆ぼう然ぜんとした表情に気付いたからだ。


　あらためて確認してみるとモニターに映うつし出されている映像は砂すな嵐あらしだった。操そう作さ担たん当とうの生徒が、モニターの下に置いてあるビデオデッキのテープを交こう換かんして再さい生せいボタンを押おす。観賞中の生徒たちの間から嘆なげきのため息がもれた。次に映し出されたのもやはり砂嵐だったからだ。


「……これが最後です」


「全ぜん滅めつ……全滅か！」


「我々が蒐しゆう集しゆうしてきた秘ひ蔵ぞう映像の数々が──」


　何のビデオかは知らないが、テーブルに積み上げられた数十本のビデオテープの山からすると、図書館での悲劇がここでも起きたらしいことは容よう易いに想像できる。


「ところでこいつら何者？」


「映研の方たちですよ。Ｋファイトのカメラクルーの人もいますし」


　そう言われれば知った顔も混まじっている。念のため何人かにレイハの行き先について訊いてみたが実のある話は聞けなかった。


「しまった！　我われながら何と迂う闊かつな!!」


　伊福部がいきなり両手で頭を搔かきむしった。


「文字の次は映像だと思ったが発想が少々飛ひ躍やくしすぎた。途中の段だん階かいをひとつすっ飛ばしてしまったようだ」


「どういうことです？」


「記録媒ばい体たいの進歩の歴史に鑑かんがみるならば文字の次は音──つまりレコードやＣＤだ。音楽室が危あぶない！」


　伊福部のテンションの高さに乗せられた涼子たちは駆かけ足で旧きゆう校舎に移い動どうし、三階にある音楽室に突とつ入にゆうした。


「遅おそかったか……」


　床ゆか一面に散らばったクラシックのアナログレコード盤ばんやＣＤを見て伊福部が嘆たん息そくをもらした。手にとって確かく認にんするまでもなく、盤面に刻きざまれた溝みぞが消えてツルツルの丸まる坊ぼう主ずになってしまっている。


「ＣＤはどうなんでしょうね？　見たところ溝は残ってますけど」


「いや、よく見てみたまえ」


　伊福部がＣＤを傾かたむけて光を反はん射しやさせてみせる。


「虹にじ色いろの光こう沢たくがないだろう？　プレイヤーにかけてみないことには断だん言げんできないが、おそらく記録されていたデジタルデータは消えているはずだ」


「じゃあ今流れてるこの曲は……？」


　大作に指し摘てきされて、涼子は初めて音楽室にピアノの曲が流れていることに気付いた。音はスピーカーからではなく、実物のピアノから奏かなでられている。そしてそれを弾ひいているのは──誰あろう、涼子たちよりも先にレイハを追っていったあの男だった。


「静馬!?　あんた、こんなとこで何を……」


　席に着いている大おお勢ぜいの生徒たちが涼子の方に振ふり向き、険けわしい顔つきで立てた人差し指を口に当てた。演えん奏そうの邪じや魔まだというのだ。


　静馬がピアノの演奏を続ける。騒そう々ぞうしいキャラに似に合あわぬ繊せん細さいで穏おだやかな曲調──


「この曲はあれですよ。ベートーヴェンのピアノ・ソナタ第八番」


「それはどうでもいいけど、いったい何がどうなってるわけ？」


　涼子の疑問に、大作はポンと手を打って答えた。


「つまるところ図書館における生徒手帳と同じですよ。これは僕ぼくの想像ですが、レコードやＣＤの音楽が消えたのを嘆き悲しんでいる生徒を見て、静馬さんが『レコードなんかのうても自分で弾いたらええやんか』みたいなことを言ったんじゃないかと」


「んで、リクエストに応こたえて弾いてるわけ？」


　その通りだとすれば粋いきな計らいと言えなくもない。静馬の演奏は音楽好きの生徒たちを魅み了りようしつつ滞とどこおりなく進行し、ほどなく一曲を弾き切った。


「ブラボ──!!」


　生徒たちが熱ねつ烈れつなスタンディングオベーションで静馬を讃たたえる。静馬がしたり顔で席を立ちピアノの蓋ふたを閉とじようとすると、とたんに賞しよう賛さんの声が別のモードに切り替かわった。


「──アンコール！　アンコール!!」


　静馬は追加演奏を求める声に面食らった様子だったが、オマケ程てい度どならいいだろうと思ったのか、再ふたたびピアノの前に座すわり速はやいテンポの曲を弾きはじめた。


「ショパンですね。子犬のワルツ」


　演奏はほんの一分少々で終了した。音楽に関してはずぶの素人しろうとである涼子が聞いても一いち分ぶの隙すきもない見事な演奏であり、聞き入っていた生徒たちは今度もスタンディングオベーションで誉ほめ讃えた。


「アンコール！　アンコール!!」


　今度こそ帰ろうとする静馬だったが、音楽に餓うえた生徒たちはそれを許ゆるさなかった。有う無むを言わさぬ圧あつ力りよくで静馬に次の演奏を要求してくる。ケンカなら売られてなくても買い占める静馬だが、この場合は腕うでずくでどうにかなるものではなかった。


　静馬が助けを求めるように涼子と大作の方をチラ見した。


「どうやら引っ込こみがつかなくなったようですね」


「リサイタルの邪魔しちゃ悪いし、次行きましょ。次」


　涼子は底意地の悪い笑えみを浮うかべると、大作と伊福部を促うながして音楽室を出た。


「さて次はどこを捜さがしましょうか」


「あたしに考えがあるわ」


「伺うかがいましょう」


「次の行き先はズバリ、写真部よ！」


　涼子は胸むねを張はって断言した。


「写真部──ですか？」


「正直、それはないと思う」


　大作は申し訳わけなさそうに首を傾かしげ、伊福部は真顔ではっきりと却きやつ下かした。自信満々の意見だっただけに涼子は少なからぬ衝しよう撃げきを受けた。


「なっ……どうしてよ!?」


「写真なら図書館の本に含ふくまれてたじゃないですか。百科事典に載のっていた写真や絵画なんかも活字と一いつ緒しよに消えてましたし」


「でも写真だって立りつ派ぱな情じよう報ほうでしょ？」


「それはそうだが、生徒が撮さつ影えいした写真にはわざわざピックアップするほどの価か値ちがないのではないか？」


「ですよねえ」


　どうやら大作と伊福部の間には共通の認にん識しきが出来上がっているようだった。涼子は自分だけが重要なルールを知らされずにゲームに参加しているような居い心地ごこちの悪さを覚え、即そく座ざにむくれた。


「どういう基き準じゆんでそう判断できるのよ!?」


「そこが問題なんですよねえ」


　大作は頰ほおに手を当てて難むずかしい顔になった。愛くるしい美少年の顔に秀しゆう才さいの面おも影かげがあらわれる。


「図書館でも疑ぎ問もんに思ったんですが……どうして活字が消えて、手書きの文字は残ったんでしょうか？　活字と手書きの文字の違ちがいは？」


「ふむ。おそらく……複ふく製せいされたものと、そうでないものの違いだな」


「そう、その通りです」


　伊福部の指し摘てきに、我わが意を得たりとばかりに大作は人差し指を立てた。


「本やレコード、ビデオなんかの記録媒ばい体たいは大量に複製されることを前ぜん提ていに作られている……つまり大おお勢ぜいの人間が情報を知識として共有するための機き能のうですよね。レイハはこちらの世界における常じよう識しきというべき情報を効こう率りつよく集めるために、複製された媒体を選んでいると考えられます。写真だって複ふく数すう枚まいプリントされることもありますが、多く見積もっても三桁けたはいかないでしょう？　優ゆう先せん順位からいえば本なんかよりずっと低いわけです」


「では次の標的になるのは何だ？　リアルタイムに多くの情報を得られる媒体といえばテレビやラジオといった放送だが」


「テレビならさっきの視し聴ちよう覚かく室にあったわよ」


「むしろ音を聞くように電波を直ちよく接せつ受信しそうだが」


「じゃあ屋上のアンテナにでも行ってみる？」


「待ってください。複製される媒体のセンでもう少し考えてみましょう」


　伊福部が腕うで組みしながら指先で眼鏡めがねを押おし上げる。


「複製に適てきした媒体といえば、やはりアナログよりはデジタルだな。デジタル情報を扱あつかうメディアといえば──」


「パソコンですね」


「しかしうちの高校が保ほ有ゆうしているデータベースなんて些さ細さいなものだ。図書館の方がずっと情報量が多い」


「ちょっと待ってくださいよ」


　大作は重大な事実に気付いたように頰を強こわ張ばらせた。


「ＰＣ教室のパソコンならインターネット回線につながってますよね……」


「まさか、異い世せ界かいから来た魔ま法ほう使つかいにコンピューターが理り解かいできるのか？」


「ＣＤから直接データを抜ぬき取ってるんですよ？　下手をすれば世界中のネットワークから情報を集めたりして──」


　言うが早いか大作と伊福部は駆かけ出した。涼子もすぐに後を追う。渡わたり廊ろう下かを通って再ふたたび新校こう舎しやに戻もどり、ＰＣ教室に踏ふみ込んだ。


　パソコンの基本的な操そう作さを学ぶために導どう入にゆうされた特別教室である。三十台以上のデスクトップパソコンが並ならんでいるが、インターネット回線に接続されているマシンは予よ備びも含ふくめて三台だけだった。申しん請せいすれば誰でもパソコンを利用できるが、回線使用料が高額なためインターネットへの接続は担たん当とう教きよう諭ゆの許きよ可かが必要となる。パソコン研究会所属の生徒であっても自由に利用できるものではなかった。


　すべてのＣＲＴモニターが点灯し、蛍けい光こう灯とうの消えている教室内をぼんやりと照らしていた。パソコンの電でん源げんはオンになっていて、動作中であることを示しめすインジケーターが忙いそがしげに点てん滅めつしている。画面の中では無数の光る文字の列が滝たきのように流れ落ちていた。


　教きよう壇だんの横のデスクに設せつ置ちされているインターネット専せん用ようパソコンの前に、白い上衣とキュロット風緋ひ袴ばかま姿すがたの少女──レイハが立っていた。レイハはモニターに見入っているようだが、教室の後ろの扉とびらから入ってきた涼子たちからは背せ中なかしか見えない。


　三人は息を殺し、物音を立てないように忍しのび足でレイハに近ちか寄よっていった。三メートルほどの距きよ離りまで近付くと、何かつぶやいているらしいかすかな声が聞こえてくる。テープレコーダーを早回しにしたような、小鳥のさえずりにも似にた奇き妙みような声だった。キーボードを叩たたいたりマウスを操作するような音は聞こえてこない。


（彼かの女じよは機械語を直接入力しているんじゃないのか!?）


　伊福部が小声で言ったが、涼子にはその意味がよく分からなかった。


　レイハの奇妙なつぶやきはすぐに止やんだ。同時に超ちよう高速で画面上を流れていた文字も止まり、モニターは黒一色になる。


「情じよう報ほう処しよ理り能力が貧ひん弱じやくすぎる──」


　涼子にも聞き取れる言葉でレイハが独ひとり言を言った。大作が涼子の袖そでを引く。


（彼女の右手のところを……）


　そう耳打ちされて、涼子は大作の指さす方を見た。レイハの右の袖が大きく膨ふくらんでいる。振ふり袖風の大きく広がったデザインの袖だが、中で風船か何かに空気を注入しているとしか見えない現げん象しようだった。


　ゴトン！


　レイハの右の袖から出てきた丸い物体が床ゆかに落ち、重い音を響ひびかせた。


　鈍にぶい銀色に光る──それはどう見ても鉄球だった。ボウリングで使う球よりもさらに二回りは大きく、鋳ちゆう造ぞうされたようなゴツゴツとした質しつ感かんがある。表面は円えん錐すい状じようの短いトゲがいくつも生えていて、袖の中とは太い鎖くさりでつながっていた。大きさといい質量といい、華きや奢しやな少女が袖の中に隠かくし持っていたとは考えられない凶きよう悪あくな代しろ物ものである。


「お前たち、伏ふせた方がいいぞ」


　背はい後ごから声がかかった。レイハの右手が上がり、鉄球がうなりをあげて振り回されたのはその直後だった。涼子は大作と伊福部の頭を押おさえつけて一いつ緒しよに床に身を伏せた。





　ドガバギメキドスグシャァァッ！





　取り返しのつかないことが起きている音が鳴り響いた。


　無表情のままのレイハが狂くるったように振り回す鉄球によりＣＲＴモニターが、キーボードが、パソコン本体が木っ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされていく。頭上を恐おそろしげな風切り音とともに鉄球がヨーヨーのごとく往おう復ふくしていくため、涼子たちはうっかり顔を上げることもできない。


　一いち撃げきごとに破は片へんが盛せい大だいに飛び散り、身体からだに降ふり注ぐ。頭に積もった破片を手で払はらい落とした涼子は奇妙なことに気付いた。床に散らばった破片がすべて薄うすいチップ状になっていたからである。よく見るとそれぞれの破片はサイズや材質こそ違ちがうものの、揃そろって同じ形状──六角形の基き本ほん構こう造ぞうをもつ結けつ晶しよう体たいのような形をしていた。
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（これは……ただぶっ壊こわしてるわけじゃない!?）


　破は壊かい音が止んだ。鉄球がレイハの手元に引き寄せられ、収おさまるはずのない袖の中に吸すい込まれて消える。身を起こして周囲を見てみるとＰＣ教室内の備び品ひんのほとんどが粉砕されていた。被ひ害がいを免まぬがれたものといえは黒板と窓まどのカーテンだけだ。


　レイハが魔ま法ほう使つかいの真の実力を見せたのはこの後だった。


　教室の床が青白い光を発したかと思うと、チップ状に粉砕された無数の破片が花はな吹雪ふぶきのごとく宙ちゆうに舞まい上がった。レイハを中心にして渦うずを巻まいた破片がくっつき合い、ひとつの巨きよ大だいな装そう置ちが組み上がっていく。パソコンのパーツが集積した塊かたまりの上に、元は机つくえや椅い子すだった破片がモザイクのように組み合わさって、中央に奇妙な形の凹くぼみのあるドーム状の物体を形成した。ＣＲＴモニターのブラウン管だった破片が蜂はちの巣状に集まってそのドームをぐるりと囲むガラスの壁かべとなる。ガラスの壁は膨らんでいて、直径五メートルほどの球体の上下を切ったような具合である。


　宙に浮いていたレイハはドーム状の装置の凹みに腰こし掛かけた。凹みはレイハの下半身がぴったりと収まる形で、背せもたれと肘ひじ掛かけにあたる部分もジャストサイズだった。肘掛けの先にある元はマウスだったパーツが集まって出来たと思おぼしき球体に手を乗せると、ガラスの壁に無数の光る点が尾おを引いて走り、涼子たちから見て裏うら返がえしになった線画の世界地図が映うつし出された。


「こっこれは……さっ、三六〇度全天周モニター!!」


　呆ほうけていた伊福部がうめくように言った。レイハがこの教室にあったパソコンを自分の使いやすいように改かい造ぞうした──言葉ではそう理解できるが、実じつ際さいに目まの当あたりにした光景はまさに魔法としか言いようのない現象だった。


「この惑わく星せい上の電子ネットワークを掌しよう握あくしました。収しゆう集しゆうした情報を解かい析せき中……」


　レイハの報ほう告こくとともに線画の世界地図が地ち域いきごとに鮮せん明めいな写真に切り替かわっていく。


「ええっ!?　この地図って……」


　大作がモニターに近寄って食い入るように映えい像ぞうを凝ぎよう視しした。


「この画像、まさかリアルタイムですか？　衛えい星せい写真を貼はり付けて世界地図を──」


「なにぃ！　そんなバカな」


「でもよく見てくださいよ。日本より西側はまだ昼で、東側は夜になってます」


　確たしかに大作の言う通り、日本は日にち没ぼつの時じ刻こくを迎むかえている。伊福部が画像を上から下まで舐めるように見回して言った。


「気象衛星のデータだけでここまでの解像度の画像は得られまい。スパイ衛星をハッキングして画像をダウンロードしているとしか思えんな。この学校の位置を拡かく大だい表ひよう示じできたりするのか？」


　伊福部のリクエストに応こたえて世界地図の日本がズームアップされ、日本の中の関東地区、さらに東京の中の板橋区と画像が無段階に拡大されていく。やがてモニターの中央に俯ふ瞰かんで捉とらえた大だい門もん高校の画像が映し出された。衛星のカメラの解像度の限げん界かいなのか多少ぼやけているが自動車くらいのサイズまでなら見分けがつく。


「中庭のキッチンスタジアムが映ってますよ！　今日設せつ置ちしたんですから過か去この映像じゃないってことはこれで証しよう明めいできます」


「……それってスゴいことなわけ？」


　一人だけテンションの異ことなる涼子は二人に訊たずねた。


「そんなのスゴいに決まってるじゃないですか」


「何十台ものパソコンをぶっ壊して作り替えることよりも？」


「ええと、それは……そう言われると……」


　大作と伊福部は我われに返って口ごもった。確かに、高性せい能のうのコンピューターと高速通信回線と凄すご腕うでハッカーが揃えば現代の技術で十分に実現可か能のうなレベルのことで驚いている場合ではない。ただ三十台のパソコンを分解再さい構こう成せいした魔法に関してコメントしようにも言葉がないのも事実だった。理解できる範はん囲いのところに食いつく以外にリアクションの取りようがなかったのだ。


　パニック寸すん前ぜんの大作の視し界かいに、精神安定剤トランキライザーの役やく割わりを担になう人物が登場した。


「まあ魔法使いだからな。これくらいのことはやるさ」


　常じよう軌きを逸いつした光景の一部始終を目もく撃げきしながら毒にも薬にもならない能天気なコメントを吐はけるのは慶一郎ならではである。


　慶一郎は布ぬの一いち枚まいの原始人スタイルをやめて文明人の証あかしである衣服を身に着けていた。黒光りするシルクのカンフー着で、上うわ衣ぎの胸むねに昇のぼり龍りゆうの刺し繡しゆうが施ほどこされている。飛鈴の用意したオーダーメイドの服でサイズは合っているものの、生き地じや仕立ての高級感と、現げん在ざいの慶一郎のワイルドすぎる風ふう貌ぼうがどうにもミスマッチだった。超ちよう回かい復ふくにより伸のび放題に伸びた髪かみは首の後ろでまとめて紐ひもで結び背中に垂たらしている。


　緊きん張ちよう感のなさからして、レイハの暴ぼう走そうを止めるために駆かけつけたというよりも、満まん腹ぷくになって服も届とどいたのでちょっと寄ってみたといった風ふ情ぜいである。


　慶一郎の後についてきた生徒たちがＰＣ教室に雪な崩だれ込こみ、たちまち収しゆう拾しゆうのつかない大騒さわぎになった。


「おおっ、パソコン教室にパソコンがない！」


「しかもなんかバーチャルでフューチャーな感じに!?」


「どうなってんのこれ？」


　生徒たちにもみくちゃにされながらも藤堂校長が教室に入ってくる。


「南雲君！　これはどういうことかね？」


「どうと言われても見たままですが」


「落ち着いている場合かね？」


「俺おれにどうしろと？」


「事態を収拾したまえ。もはや校内はパニック寸すん前ぜんだ」


「やれやれ……」


　慶一郎はレイハの方に歩み寄り、三六〇度モニター越しに声をかけた。


「生徒たちを家に帰したいんだが、ただ帰れと言っても帰りそうにない。どうにかできないか？」


　モニターの一部が六角形のパネル単位で分解し、左右に開いて慶一郎を招まねき入れる。レイハの衣い装しようの左の袖そでが膨ふくらみ、中から床ゆかにこぼれ落ちた物体があった。


「ふむ……？」


　慶一郎はそれを拾い上げてしげしげと眺ながめた。地球の文明について勉強した成果なのか、それは人類の常じよう識しき内で理解できるありふれた形状をしていた。ありていに表現するなら小型のメガホンに酷こく似じしている。


　慶一郎は魔ま法ほうのメガホンを口に当てると、生徒たちに向かって語りかけた。


「あ～お前ら、そろそろ下校の時間だ。今日ここであったことはスッパリ忘わすれて、とっとと家に帰ってメシ食って風ふ呂ろ入って寝ねろ！」


『はぁ～～～～い！』


　大門高校の敷しき地ち内の隅すみ々ずみにまで響ひびき渡わたった慶一郎の声に全員が素す直なおに従したがい──そして誰だれもいなくなった。





　　　　二





　二日後。


　九月三十日──月曜日の朝。


「涼子さ～～～～ん！」


　登校する生徒たちに混まじって歩いていた涼子は、背はい後ごから聞こえてきた声にも足を止めなかった。やがて駆かけ足の大作が追いついてきて横に並ならぶ。


「おはようございます涼子さん。ところでその怪け我が、どうしたんですか？」


　大作が目を留とめたのは涼子の腕うでの包帯や指に巻まかれたバンテージだった。頰ほおにも絆ばん創そう膏こうが貼はられている。だが当の涼子は要よう領りようを得ない顔で答えた。


「土曜日に家に帰ったらなんだか身体からだ中痛いたくって……でも、どこで怪我したか覚えてないのよね」


「記き憶おくを失なくすほど強く頭を打ったんじゃないですか？」


「頭は痛くないからそうは思えないんだけど、どうもハッキリしないのよ。先週の土曜日って、何かなかった？　けっこう大事なイベントがあったように思えるんだけど……」


「そうですねえ……とくには思い当たりませんが」


　実のない話をしているうちに大門高校の正門が見えてきた。正門の向こう側で騒いでいるらしい生徒たちの叫さけび声が届いてくる。


「何かあったんでしょうか？」


「月曜の朝っぱらから事じ件けんなんて勘かん弁べんしてもらいたいわね」


　涼子はウンザリした顔で正門から校内に入り──その直後、顔面蒼そう白はくになった。騒いでいる生徒たち以上の大声を張はり上げる。


「うっうわあああああああ──ッ!!」


「ああああ────ッ！」


　大作も同じタイミングで叫び声を上げた。大門高校の敷地内に足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、封ふうじられていた記憶が解かい放ほうされ、一昨日の土曜日に起きた出来事のすべてが脳のう裏りに蘇よみがえったのだ。大作は居いても立ってもいられず、その場で足踏みしながらコマネズミのごとくクルクルと回った。


「どうしましょう？　どうしたらいいんですか!?」


「とりあえずパソコン教室よ！」


　そう考えたのは他の生徒たちも同様だったらしく、ＰＣ教室の前には黒山の人だかりができていた。しかしなぜか誰も教室に入ろうとはせず、廊ろう下かからこわごわと中の様子を窺うかがっている。不ふ審しんに思いながらも涼子と大作は迷まよわず人ひと垣がきをかき分けて進み、ドアを開けて教室に踏み込んだ。


　最初に感じたのは嗅きゆう覚かくへの刺し激げきだった。濃のう厚こうなコーヒーの薫かおり──それも嗅かいだ瞬間にインスタントではないと分かる豊ゆたかな芳ほう香こう。


　サイフォンで淹いれられたコーヒーが持ち手のない大きめのカップに注がれ、温められたミルクが同量加えられる。正しくはカフェオレである。円いテーブルにかけられた白いクロスの上には、コーヒーカップの他ほかに目玉焼きの載のったトーストと、ハムとポテトのサラダの皿が並んでいる。それらを用意したのはエプロンドレス姿すがたの飛鈴で、給きゆう仕じを受けているのは慶一郎であった。


　慶一郎は読んでいた新聞を畳たたんでテーブルの脇わきに置くと、コーヒーカップをつかみ、薫りを楽しむように鼻先に近づけてから口に運んだ。それからおもむろに二人の方に視し線せんを向けて、言った。


「──何か用か？」


　反はん射しや的に口を開こうとした涼子を大作が押おし止とどめ、代わって前に出た。


「おはようございます！」


　まずは礼れい儀ぎ正しく朝の挨あい拶さつから入った。気軽に話しづらい雰ふん囲い気きを和やわらげようという作戦である。


「南雲先生にいくつか伺うかがいたいことがあるんですが……」


「質しつ問もんは簡かん潔けつにな」


　慶一郎はそう注文をつけると、涼子たちに構かまわず朝食を食べ始める。あまりに疑ぎ問もん点が多すぎて質問を絞しぼるのは至し難なんの業わざといえたが、慶一郎が二に枚まいあるトーストの一枚目を食べ終わる前に大作は最さい優ゆう先せんの質問を口にした。


「彼女は……異い世せ界かいから来た魔法少女はどこに？」


「そこにいる」


　慶一郎が顎あごをしゃくって示しめしたのは、三十台以上ものパソコンを分解再さい構こう築ちくして組み上げられたコンピュータシステムだった。三六〇度モニター越ごしに中を見ると、ソルバニアの鬼き神しん召しよう喚かん士しレイハはドーム型の本体の凹くぼみに身体をぴったりはめ込むようにして横になっていた。目を閉とじて眠ねむっているように見える。ひとまず胸むねを撫なで下ろした涼子だったが、新たな疑問が頭をもたげた。


「で、結局何がどうなったわけ？」


「土曜日から今日まで、何があったんですか？」


　大作が涼子の漠ばく然ぜんとした問いを具体的に言い換かえて慶一郎に質問した。


「見ての通りだ。魔ま法ほうのメガホンでお前たちを帰したそのすぐ後にまた眠り込んでしまった。俺が呼よびかけても目を覚まさない」


「ずっとこの状じよう態たいですか？」


　愚ぐ問もんだ、と言う代わりに慶一郎はカフェオレを飲む。大作はその横にメイド然として控ひかえている飛鈴に目を移うつした。


「飛鈴先生もずっとここに？」


「戻もどってきたのは今朝早くよ」


「すると僕ぼくらと同じように、土曜日のことを忘わすれて一度家に帰ったんですね」


「あなたたちはいいわね。近所だから」


　飛鈴は表ひよう情じようこそ穏おだやかだが、口調にはどこかトゲがあった。大作はその理由を素す早ばやく察して眉まゆをひそめる。


「飛鈴先生が帰った先って……まさか実家ですか？　香港ホンコンの!?」


「家に帰れって言われたもの。叔お母ば様さまからの電話がなければ今いま頃ごろまだ香港にいたかも」


「ひどい話ですねえ」


　重じゆう傷しようを負った慶一郎を飛鈴が看かん病びようしていたことはすでに全校生徒の知るところとなっている。他の生徒たちとは違ちがい、飛鈴の場合は土曜日だけではなくここ二週間の慶一郎に関する記き憶おくまで封ふうじられていたことになる。恐おそるべきは魔法のメガホンの威い力りよく──ならぬ説得力だった。


　飛鈴ファンクラブ会員筆頭の大作は、非ひ難なんの視線を慶一郎に向けた。


「そんな目に遭あわせておきながらよく平然と朝ご飯を作らせたりできるもんですね」


「俺が頼たのんだわけじゃ……」


「妻つまの務つとめですから」


　慶一郎の弁べん明めいを封じるように飛鈴が答える。たとえこの優ゆう雅がな朝食セット（美人メイド付き）が慶一郎の意思とは無関係に用意されたものだとしても、嫉しつ妬とに満ちた眼まな差ざしからは逃のがれられそうになかった。


「……罰ばつを与あたえるなら涼子さんの作ったご飯を食べさせればいいのに」


「聞こえてるわよ」


　そのつぶやきを聞き逃さず、涼子は大作の後頭部をひっぱたいた。


「ところでレイハが寝ねたきりじゃなかったらどうするつもりだったわけ？」


　涼子の問いを無視して慶一郎はトーストをかじる。どうするつもりだったにせよ結局どうにもならなかったからここにいるわけで、やはり答える必要のない質問だった。


「呑のん気きに食っとる場合かね!?」


　藤堂校長が怒ど鳴なり声とともに踏ふみ込こんできた。慶一郎は露ろ骨こつに面めん倒どうくさそうに顔をしかめる。


「何か御ご用ようですか」


「すっとぼけるのもたいがいにしたまえ」


「パニックを防ふせいで生徒たちを家に帰したじゃないですか。それに不満が？」


「私まで帰らせる必要はなかろう!?」


「校長がいたところで何の役に立つわけでもなし」


「私はこの高校の校長であるとともに君の身元保ほ証しよう人にんでもあるのだ。私には事情を知る権けん利りもあれば義ぎ務むもある！　違うかね!?」


「もっとこう……事なかれ主義で見て見ぬフリをしてもらえませんか」


「こんなものを見せられて見て見ぬフリができるものか！」


　藤堂はレイハの寝ね床どことなっているパソコンの集合体を指さす。相当な予算を割さいて導どう入にゆうしたパソコンを破は壊かいされたうえにＰＣ教室を占せん拠きよされているのだ。まったくもって当然すぎる主しゆ張ちようだった。


　慶一郎側の旗色が悪いのを見て、廊ろう下かで様子を窺うかがっていた生徒たちもぞろぞろと教室に入ってくる。このままではほどなく土曜日と同様にパニックに発はつ展てんするのは目に見えていた。


　予よ鈴れいのチャイムが校内に鳴り響ひびいた。


　慶一郎は懐ふところに隠かくし持っていた魔法のメガホンを取り出すと、藤堂や涼子たちが止めようとする前に呼びかけた。


「異い世せ界かいから魔法使いがやってきたところでお前たちの生活には何の関係もない！　予鈴も鳴ったことだし、余よ計けいなことは忘わすれてさっさと自分のクラスに行って授じゆ業ぎようを受けろ。それとこのＰＣ教室は立ち入り禁きん止しだ。いいな？　以上、解かい散さん！」


『は～～～～い！』


　慶一郎を除のぞく全員が出て行き、ＰＣ教室は再ふたたび静かになった。





　　　　☆





　三時じ限げん目め──


　昼休み前の四時限目ほど浮うき立つ雰ふん囲い気きもなく、一時限目ほどの新しん鮮せんな活気もない時間帯。エアポケットのような静せい寂じやくに包まれていた校内に、野や獣じゆうのごとき叫さけび声が響いた。


「ウオオオオオ～～～～ッ！」


　ドカドカと不作法な足音が近付いてきたかと思うと、教室のドアが乱らん暴ぼうに開かれる。退たい屈くつな授業に居い眠ねむりしそうになっていた涼子は、何事かと顔を上げた。


「お前ら、ナニを悠ゆう長ちように授業やっとんねん!?　どういうつもりや？」


　怒鳴り込んできたのは静馬だった。二年Ｂ組の教室にいる全員が訳わけも分からずキョトンとした顔になる。


「月曜日の午前中ってのはどこの学校でもたいてい授業やってるもんよ。あんたの時じ間かん割わりじゃどうだか知らないけどね。堂々と遅ち刻こくしときながらその上からの物言い、いったい何様のつもりよ？」


　涼子はいつもの戯たわ言ごとだろうと高をくくっていたが、静馬の方は本気だった。


「学校へ来るまで忘れとったんや。あの魔ま法ほう使いはどうなったんや!?」


「魔法使い……？　それってゲームの話？　それともマンガ？」


「アホ！　モノホンが来よったやろが!!」


　涼子は小こ馬ば鹿かにした半笑いで頷うなずく。


「……ああ、はいはい。あんたの夢ゆめの話ね？」


「ちゃうわボケ！　一昨日や。先週の土曜日！　Ｋファイトやっとる最中のことや」


「Ｋファイト……って、誰が対戦したのよ？」


「お前と香港の隠かくし妻づまに決まっとるやろが！」


「あたしと飛鈴先生がどうしてＫファイトで対決しないといけないわけ？」


「そんなんオレが知るか。お前らの間の問題やろ。それより……そうや！　全部の成分が致ち死し量りようを超こえとる地じ獄ごく弁べん当とうをこのオレに食わせたことまで忘れたとは言わさへんぞ!!」


「いつの話よ!?」


「そやから一昨日やっちゅうてるやろ！」


「一昨日はＫファイトでしょ？　あんたの説だと」


「そのＫファイトの中で起こった悲ひ劇げきや」


「あたしはＫファイトで闘たたかってたんでしょ？　その間にあんたがマズいメシを食ったからって、そんなのあんたの勝手でしょうが」


「ちゃうねん」


「何が違ちがうってのよ？　妙みような言い掛がかりはやめてよね」


「手作り弁当対決でオレが試食させられたんや。いやあれはもう試食やのうて毒味……っちゅうかほぼ罰ばつゲームや！　何も失敗してへんのにやらされるパターンのな。しかもノーリアクションでやりきったわ。それもこれもお前を勝たすための裏うら工作や」


「ハハン……馬ば脚きやくを露あらわしたわね。静馬だけに」


「どういう意味や」


「料理対決なんてこのあたしが承しよう諾だくするわけないでしょ!?　どんな裏工作をしたところで勝てる道理がないんだから」


「それだけで終わるわけないやろ。いくつかある競きよう技ぎの一つや。あとはＰＫ対決と騎き馬ば戦と水着ショーと……」


「どんどん怪あやしくなってくるわね」


「文もん句くは大作に言え。あいつが黒くろ幕まくや」


　涼子がキッと険けわしい視し線せんを教きよう壇だんの方に向けると、教壇の正面の席の大作は自分は無関係だと激はげしくかぶりを振ふって否ひ定ていする。


「覚えがないってよ」


「それはお前らの記き憶おくが消されとるからや」


「そんなマネが誰だれにできるってのよ!?」


「そやから魔法使いが絡からんどるんや」


「んな都合のいい話がこの世にあるわけないでしょーが！」


「オレかて信じられへんけど事実やさけしゃーないやろが!!」


「だいたいその魔法使いって何者よ!?」


「ソル……ナンタラゆうどっかの国から来たレイハっちゅう魔女っ子や！」


「なっ────」


　涼子が完全に虚きよを突つかれた顔になった。


「あ……あんたがなんでレイハのことを知ってるのよ？」


「お前が言うたからや。南雲がソルナントカに召しよう喚かんされてたこととか」


「あたしがしゃべるわけないでしょ!?　そんな荒こう唐とう無む稽けいな話、誰が信じるってのよ」


「せやけど実じつ際さい、南雲がワケの分からん光に包まれて消えるとこ見てしもたら説明せんわけにもいかんやろ」


「南雲先生が？　いつそんなことがあったのよ!?」


「そやから一昨日や言うとるやろが！　何なん遍べん言わすつもりや!!」


　いつもの口くち喧げん嘩かだろうと面おも白しろがって聞いていた生徒たちの表ひよう情じように不安の色が浮うかんだ。クラス全体がざわつき始める。


「お前と隠し妻の最後の決戦の最中に南雲が乱らん入にゆうしてきて、お前が預あずかってた石の首くび飾かざりをパクって、皆みんなの見てる前で消えたんや。ほんで、その後しばらくして南雲は校こう舎しやの屋上に戻もどってきよった。異い世せ界かいの魔ま女じよっ子を連れてな。そのレイハっちゅう魔女っ子が目え覚ました後はそらもう大おお騒さわぎや。女子の制せい服ふくは巻まき上げるわ、図書館の本を全部つんつるてんにしてまうわ……」


「きゅわ──────っ!!」


　奇き声せいとともに立ち上がったのは図書委員の女子だった。


「ほほほ本が……かかかか活字が……」


　下手くそな操あやつり人形のような足取りであたふたと教室を飛び出していく。静馬はそれを一いち瞥べつして話を続けた。


「どや、思い出したか？」


「じゃ……じゃあその魔女っ子がどんな顔してたか言ってみなさいよ」


「髪かみの毛がテグスみたいに透とう明めいで白っぽいっちゅうかパッと見銀色で、あとウサギみたいな真っ赤な目ぇしとったわ」


　それを聞いた一人の男子生徒が立ち上がり、黒板に駆かけ寄よるとチョークを取って似に顔がお絵えを描かきはじめた。白いチョークで髪の毛を塗ぬり、赤いチョークで瞳ひとみを入れる。どこを見ているのか判はん然ぜんとしない無表情な美少女の顔が出来上がった。そこから四頭身にデフォルメされた身体からだを描き加え、袖そでの大きな白い上衣とキュロット風のミニスカートを着せる。普ふ段だんからマンガを描いているのかなかなかの出来だ。


「──こうか!?」


『うおわあああ～～っ！』


　イラストを目にした生徒たちが喚かん声せいを上げた。封ふうじられていた記憶の扉とびらが一気に開いたのだ。


「お宝たから映えい像ぞうが……代々受け継ついだ秘ひ蔵ぞうビデオが……」


「超ちようレアのアナログ盤ばんが～！」


　クラスのおよそ半数の生徒が血相を変え、我われ先さきにと出口に殺さつ到とうした。残りの生徒たちも一様に浮き足立ち、しかしどうしていいか分からず右う往おう左さ往おうする。


　大作が二人のところへやってきて、興こう奮ふんした顔で言った。


「すべて思い出しましたよ！　静馬さんが遅ち刻こくしてきてくれたおかげですね。あのメガホンの魔法はわりと簡かん単たんに解とけるみたいです」


「いやぁ～～～～!!」


　涼子は両手で耳をふさいで激はげしく首を振ふった。


「思い出したくない～！　あれは夢よ！　悪い夢だったのよ～!!」


「無む駄だな抵てい抗こうや。オレかて学校へ行きたい気持ちと行きたない気持ちがぶつかり合った結果の大遅刻やぞ。正門くぐったとたんに土曜日の事じ件けんと一いつ緒しよに忌いまわしい記憶も甦よみがえったけどな」


「あの弁べん当とう対決はトラウマ級の悲ひ劇げきでしたからねえ……」


「黒くろ幕まくのくせに他ひ人と事ごとみたいに言うんじゃないわよ！」


「実行犯はんはお前やろが！　でも今は言うとる場合やない」


　静馬は涼子の襟えり首くびをむんずとつかみ、有う無むを言わさず教室から引きずり出した。





　　　　☆





「──また来たのか」


　再ふたたびＰＣ教室に押おしかけてきた二年Ｂ組の面々を先せん鋒ぽうとする集しゆう団だんを見て、慶一郎はウンザリした顔になった。


「ここは立ち入り禁きん止しにしたはずだが」


「そんなことオレが知るか！」


　静馬の口から出たのは敵てき愾がい心からの言葉だったが、実じつ際さい聞いていないのでその通りだった。今朝は姿すがたを見せなかった静馬が生徒たちを率ひきいて乗り込こんできたことで、慶一郎はおおよその事情を察した。


「何の用だ？　授じゆ業ぎよう中だぞ」


「しらばっくれんな！　魔女っ子や！　魔女っ子はどないしたんや!?」


「レイハならそこだが……」


　慶一郎は再さい構こう築ちくされたコンピューターシステムの中心で装そう置ちと一体化したように眠ねむり続けているレイハを指さした。


「まだ目を覚まさないんですか!?」


　静馬を盾たてにしつつ大作が訊たずねる。見れば分かることをなぜいちいち確かく認にんするのかと思いつつ慶一郎は説明した。


「予よ備びのパソコンを接せつ続ぞくして通信を試みているところだ」


　準じゆん備び室にあって被ひ害がいを免まぬがれたパソコンを床ゆかに置き、レイハの寝ねているドーム型コンピューターと通信ケーブルで接続してあった。


「パソコンなんて使えたんですか？」


「くだらん質しつ問もんしかできないのなら帰れ」


　慶一郎がメガホンを手にしたのを見て全員がうわずった声を上げる。


「待ちたまえ南雲君！」


　遅おくれて到とう着ちやくした藤堂が制せい止しした。


「そのパソコンを使って彼女を起こすつもりだろうが、成功の見込みはあるのかね？」


「まあ望み薄うすでしょうね。専せん門もん家かでも手こずるでしょう。やるだけやってみますが」


　集積体であるドーム型本体の表面には何十もの端たん子しがあり、とりあえず接続してみた端子が使えるかどうかすら定かではなかった。


「それで彼女が目覚めなかったらどうするつもりかね？　そのメガホンの説得が長続きしないことはすでに証しよう明めい済ずみだ。我われ々われが思い出すたびにそれで記き憶おくを封じるというのか？」


「必要があれば何度でも」


　慶一郎はメガホンを口に当てる。生徒たちが再び悲鳴を上げ、静馬がメガホンを取り上げようと飛びかかった。


『──落ち着け！』


　その一言で、騒そう然ぜんとなっていた生徒たちが一いつ瞬しゆんにして鎮しずまった。静馬も飛びかかったものの何もせず棒ぼう立だちになり、手のやり場に困こまって頭を搔かく。


「その使い方が正せい解かいなんじゃないの？」


　まるっきり冷静な口調で涼子が意見を述のべた。慶一郎は一同を見回しながら、


「見ての通りレイハは眠ったままでいつ目覚めるか分からん。大おお勢ぜいで押しかけてきたところでどうにもならんぞ」


「そうは言うてもこのままっちゅうわけにもいかんやろ」


　慶一郎に対して感かん情じよう的にならずに普ふ通つうの口をきく静馬──というありえない光景に全員が強きよう烈れつな違い和わ感を抱いだいたが、メガホンの効こう果かにより誰一人として突っ込まない。


「とにかく南雲君。魔ま法ほう少女が異い世せ界かいからやってきたなどというメルヘンチックな事件が現げん実じつに目の前で起きてしまった以上、納なつ得とくのいく説明がないかぎり我々は引き下がるわけにはいかない」


「ではどうしろと？」


「そのメガホンで我々を追い払はらうのはやめてもらいたい。その上で、彼女を目覚めさせる方法を共に考えようではないか」


「グラサンの言うとおりや。その面白いのを独ひとり占じめすんのはこのオレが許ゆるさん」


　静馬の意見は生徒たちの気持ちを率そつ直ちよくに代弁していた。


「面おも白しろいと思うのは勝手だがな……レイハの魔法はお前たちが思っているほど生やさしい代しろ物ものじゃあない。はっきり言って人間の手に余あまる危き険けんなものだ。一いつ般ぱん人をそんなものに係かかわらせたくないから追っ払うのであって、別に独り占めしたいからじゃない」


「しかし彼女の魔法によって図書館の本は白紙になり、ビデオやレコードに記録されていた情じよう報ほうも消されたままだ。その証しよう拠こが残っている限かぎり、何度記憶を消そうともそれがきっかけとなって思い出すだろう。そのメガホンの魔法の効果は認みとめるが、たいした時間稼かせぎにはならんはずだ。違ちがうかね？」


「そういえば疑ぎ問もんなんですが」


　大作が挙手して発言した。


「土曜日に開かい催さいされたＫファイトの痕こん跡せきが校内から消えているんですが、どうしてなんですか？　体育館のセットや中庭のキッチンスタジアム、それにポスターなんかも──」


「それは俺おれが片かた付づけた……日曜日に一人でな。一日仕事だったが」


　慶一郎はＫファイトについては証拠隠いん滅めつをはかったが、図書館の本やレコードまでは手が回らなかった。藤堂の指し摘てきした通り、メガホンで記憶を封ふうじたところで事じ態たいの根本的な解決にはならない。


「そもそも彼女が本やレコードから情報を奪うばったりパソコンを造り変えてしまったのは、我々とコミュニケートするために必要な基き本ほん的な情報を得るためだったはずだ。だったらなぜ眠ねむり込んだまま目覚めない？　魔法を使うと長時間の睡すい眠みんが必要なのか？　あるいは活動するためには何か他ほかにエネルギーが要いるのかね？」


「さあ」


「さあ、じゃないだろう。彼女のことは君が一番よく知っているはずではないかね。例えば何が好物か、とか」


「存ぞんじませんね。そもそもものを食べるのかどうかすら分かりませんが。なにせ互たがいの私生活には干かん渉しようしないクールな関係でしたので」


「この間のように呼よびかけてみたかね？」


「今日のところはまだですが」


「では試ためしてみたまえ」


　慶一郎は露ろ骨こつに気の進まない顔をしたが、拒きよ否ひできる空気でもないので仕方なくレイハに声をかけた。


「あ～……レイハ、そろそろ起きてもらいたいんだが」


　生徒たちが期待を胸むねに息を呑のむ。待つこと数秒──反はん応のうなし。


「まあこれで起きるようなら昨日の時点で起きていていいはずだが」


「お前の言い方が悪い。そんなんで起きるわけないやろ」


　静馬がそう言って慶一郎の手からメガホンを奪い取った。それを口に当てて大声を張はり上げる。


『とっとと起きんかぁ～～～～～～～～～～～～～～～い!!』


　校こう舎しや内にだみ声が反はん響きようした。


「……どや？」


　一同の視し線せんがレイハに注がれるが、やはり変化はなかった。静馬は落らく胆たんを隠かくせない表情で首をひねる。


「耳元で言うたった方がええんやろか」


「待ってください。静馬さん、あれは何でしょう？」


　大作が指さしたのは壁かべにかかっている時計だった。どの教室にも置いてある何の変へん哲てつもない円形の壁掛かけ時計──その文字盤ばんの時じ刻こくを示しめす数字と長短の針はりが消えて、全体が淡あわい緑色に発光している。じっと見ているうちにしだいにその光は薄うすれて、時計の針と文字盤の数字が透すけて見えてくる。


「光の反はん射しやとちゃうんか？」


「でもハッキリ光ってましたよ？　魔法に関係があるのかも……」


　大作の推すい測そくを受けて、静馬はもう一度メガホンを口に当てた。


『起きろや～～～～～～～～!!』


　さっきよりはボリュームをしぼったもののそれでも校舎の外まで聞こえる大声で怒ど鳴なる。今度もレイハは起きなかったが、時計の文字盤の輝かがやきが増ました。


「ほら、やっぱり何かあるんですよ」


「よっしゃ！」


　静馬は勢いきおい込んでさらに何度か大声を張り上げた。しかし声量を上げても文字盤の光は明るくなるどころか逆ぎやくに弱くなっていく。


「ぬううう……なんでやねん!?」


「貸かしてみなさいよ」


　涼子がメガホンを奪って呼びかけ役を交代する。


『おーきーなーさぁ──────い!!』


　文字盤がひときわ明るくなった。生徒たちのどよめきは、しかし、レイハが目覚めないのを知るとすぐに落胆のため息に変わる。涼子は意地になって呼びかけを続けたものの、静馬の場合と同様にそれ以上の変化は見られなかった。


「いったいどういう仕組みで光ってんのよ？」


「何かのゲージなんじゃないかと思うんですが……」


　大作は自分の目の前に突つき出されたメガホンを見て鼻白んだ。


「僕ぼくがですか？」


「いいからやってみりゃいいのよ」


　涼子に言われて試してみる。


『レイハさ～ん、起きてもらえませんか～？』


　とくに声を張ったわけではなかったが、時計の文字盤はこれまでになく強く輝いた。


「おおっ!?」


「いいぞ神かみ矢や！」


　応おう援えんを受けて大作はさらに呼びかけたが、やはりレイハは目覚めず、三回目以い降こうは時計の輝きも目に見えて鈍にぶった。


「なんで一回目だけなんだ？」


「法ほう則そくがわからん……」


「他の人で試してみたら？」


　生徒たちがメガホンを回してそれぞれ試してみるが、結果は似にたり寄よったりだった。


「時計が光るのって実は魔ま法ほうと関係ないんじゃ……？」


「でも初めての人が呼べば光るじゃない」


「とりあえず貸せ！」


　静馬の呼よび声が校内に響ひびいたため押おしかけてきた生徒の数も膨ふくれ上がっていた。生徒たちの間でメガホンの奪うばい合いに発はつ展てんしそうになった矢先、上から伸のびてきた手がメガホンを取り上げた。メガホンを手にしたのが慶一郎だと知り、生徒たちは慌あわてふためく。


「あーっ！　ちょっ、あの……」


「もうしません！　もう取り合いはしませんから！」


「ワンモアチャンス！　ワンモアチャンスプリーズ!!」


　また記き憶おくを消されるのを恐おそれた生徒たちが口々に懇こん願がんする。しかし慶一郎がメガホンを取り戻もどしたのは別の理由からだった。


「さっきから見ていて思ったが、あの時計の光り具合とこのメガホンは関係なさそうだ」


「では、あの光は何だというのかね？」


「あれが魔法に関係した何かを測そく定ていしているゲージだというのは間ま違ちがいないでしょう」


「その『何か』が分からんことにはな……」


「じゃあひとつ試ためしてみますか」


　慶一郎はメガホンを通して生徒たちに呼びかけた。


『お前たち……レイハに目を覚ましてもらいたいか？　ＹＥＳかＮＯか!?』


「ＹＥＳ！　ＹＥＳ！　ＹＥＳ!!」


　メガホンに扇せん動どうされた生徒たちは拳こぶしを突き上げて答える。


『なら一人ずつじゃなくて全員で声を合わせて呼びかけてみろ。神矢、音おん頭どを取れ』


「了りよう解かいです。かけ声は合わせやすいように英語にしましょうか」


「英語……『ぐっどもーにんぐ』？」


「『Wake up!』ですよ涼子さん」


　大作は生徒たちの前に出ると、三本の指を立てた右手を頭上に掲かかげた。


「用意はいいですか？　いきますよ！　三……二……一！」


『ウェ──イクア～～～～～～～～ップ[image: ]』


　生徒たちが声を揃そろえて叫さけんだ──その直後、時計の文字盤ばんが目映まばゆいエメラルド・グリーンに光り輝いた。その中央にアルファベットの『Ｕ』に波線『～』を組み合わせたようなシンボルが浮かび上がる。しかし生徒たちにその現げん象しように注目している暇ひまはなかった。全天周モニターとドーム型コンピューター本体に電でん源げんが入り、三十数基きのハードディスクの稼か働どう音が奇き妙みような和音を響かせる。リクライニングシートの背せもたれが起き上がり、人形のような少女の顔が生徒たちの方を向く。


　まぶたがパチリと開き、真しん紅くの虹こう彩さいをもった双そう眸ぼうが現あらわれた。視し線せんを左右に巡めぐらせ、一同の顔を眺ながめて一言、


「──ぐーてんもるげん」


「なんでドイツ語やねん！」


　静馬からマッハのツッコミが入ったが、ともあれレイハが目覚めたことで生徒たちは熱ねつ狂きようした。


「うおおお～～っ！」


「魔女っ子が！　魔女っ子がついに……」


『騒さわぎ立てたら全員ここから追っ払ぱらう』


　慶一郎がメガホンで釘くぎを刺さすと、いましも全身で喜びを表現しようとしていた生徒たちは中ちゆう途と半はん端ぱな姿し勢せいで固まった。


「そんな殺生な～～」


「これじゃナマゴロシじゃないですか」


「横おう暴ぼうはんた～い」


　ブーイングを無視して慶一郎はレイハに告げた。


「図書館の本や音楽室のレコード、それにビデオなんかも含めて、お前が奪った情じよう報ほうをすべて元通りにしてやれ。ここのパソコンも復ふく元げんするんだ。お前がここにいた証しよう拠こはすべて消す。それから俺以外の全員の記き憶おくを封ふうじてソルバニアに帰る」
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「えええええええ～～～～～～～～ッ!?」


「当然の処しよ置ちだ」


「くっ、あのメガホンだ！　メガホンさえなければ……」


「なければ実力行使するだけだが──」


　慶一郎が横目でにらむと、生徒たちはメガホンの効こう果かではない金かな縛しばりにあった。一同の視線は自然と静馬の背中に集中する。


（ここは静馬さんがどうにかするしか……）


　大作が目で合図を送るが、静馬は苦い顔で首をひねる。


（あかん。この間合いやと何もでけへん）


　奇き襲しゆうならまだしも、この状じよう況きようで静馬の攻こう撃げきを許ゆるすほど慶一郎も甘あまくはない。静馬が飛びかかってきても余よ裕ゆうで迎げい撃げきが間に合う間合いを保たもっていた。


「さあレイハ、やってくれ」


「ケイの要よう請せいは一部を除のぞき実行不ふ可か能のうです」


「……なに？」


　予想外の返答に、慶一郎はもとより全員が自分の耳を疑うたがった。


「どういうことだ？」


「収しゆう集しゆうした情報のオリジナル復元は可能──現げん在ざい実行中。ソルバニア管理システムとの連結が断たたれたために座ざ標ひようデータを喪そう失しつ。故ゆえに現時点での帰き還かんは不能」


「生徒たちの記憶を操そう作さすることは？」


「可能。ただしこの高校の生徒の記憶を消去した場合、レイハはDeep Sleep Modeに移い行こうします」


「また寝ねてしまうということか？　どうしてそうなる!?」


「魔ま力りよくの行使におけるmotivationを全校生徒に託たくしているからです」


「モチベーション……だと？」


　地球の文化の情報を得たためだろう、レイハの語ご彙いは以前よりもはるかに豊ゆたかになっているようだが、魔法と結びつくにしては意外な単語だった。


「確たしかモチベーションって『やる気』とかって意味だっけ？」


「心理学の用語だったと思いますけど」


「結局どういうことや？」


「つまり僕らがいないと彼女は魔法が使えないどころか動くことすらできない……そう考えていいんでしょうか」


　ピンポ──ン。


　どこからか電子音が響ひびき、モニターにでかでかと赤い丸が表ひよう示じされた。


「どうやら正せい解かいのようだな。南雲君、彼女は我われ々われの協力を必要としている。君一人が意地を張はったところでどうにもならんのではないかね？」


「そのようですね」


　慶一郎は肩かたをすくめて嘆たん息そくした。


「それでも全員の記憶を消してレイハをどこか安全な場所に隠かくすという選せん択たく肢しはまだ残っていますが……」


「我々はそれを望まないし、彼女も同様だろう」


「どうなっても知りませんよ」


　その言葉を慶一郎の敗北宣せん言げんと受け取った生徒たちは諸もろ手てを挙げて喜んだ。


「やった！　我々の勝利だ！」


「魔女っ子はどこへも逃にげないってことだな!?」


「それじゃまず何を訊きく？」


「そりゃあもちろん──」


　土曜日と同じく質しつ問もんぜめになりそうな流れを止めたのは、三六〇度スクリーンに映うつし出された地球の映えい像ぞうだった。高こう精せい細さいの画像には圧あつ倒とう的な臨りん場じよう感があり、生徒たちは質問も忘わすれて映像に見入った。


「うおおお～っ!?　何だこれ！　細けえええっ！」


「綺き麗れい～」


「日本は？　アップにできる!?」


　リクエスト通りに画像がズームして日本が大写しになる。盛もり上がる生徒の間から一人の男子が出てきて、モニターの前に立ちはだかった。伊福部である。


「ええい、こんなので驚おどろいてる場合か！　確か土曜日の話だと『地球上の電子ネットワークを掌しよう握あくした』とか言ってなかったか？」


「つまりインターネットが見放題ってことか」


「そんなレベルじゃないぞ。この画像自体、地上を監かん視しする衛えい星せいからダウンロードした写真を合成したものと考えられる」


「衛星と直に回線がつながってるわけじゃないだろ？　衛星と通信している地上の施し設せつからデータを持ってくれば」


「同じことだ！　すべてのネットワークを自由に利用できるんだからな。例えばだな……そう、地球上に存そん在ざいするすべての核かく兵へい器きの位置を表示できるか？」


　映像が日本からズームアウトして世界地図に切り替かわり、あちこちに赤い光点が現あらわれる。光点はざっと見ただけでも数百個こあり、その多くがアメリカとロシア領りよう内ないにあった。他にもイギリスとフランス、中国、インド等にも確かく認にんできる。


「マジか!?」


「日本国内にはないな。よかった……」


「この海の上にあるのは潜せん水すい艦かんかな？」


「ちょっと待て！　一いつ般ぱんのインターネット回線は軍事ネットとは切り離はなされてるはずだ。こんなデータが取ってこれるはずがない！」


「だから魔法なんじゃねえの？」


「魔法ではありません」


　答えたのはレイハ自身だった。


「レイハの基き本ほん的な機能を使って表示しています」


　平へい易いな言葉を使ってはいるが、その意味が理解できた者は一ひと握にぎりだった。


「どっちにしてもスゴすぎて魔法にしか見えないんだが……」


「それより今の問題は核兵器だ。位置が分かるだけではな。ここからリモートコントロールで自じ爆ばくさせたりできるのか？」


　伊福部の足元の床ゆかの一部が六角形に切り抜ぬかれ、一メートルほどの高さの柱となってせり上がった。上面がパカッと開き、放ほう射しや線せんマーク付きの押おしボタンが出しゆつ現げんする。


「──どうぞ」


　あっさりしたレイハの言葉に伊福部は面食らった。懐かい疑ぎ的な目つきでボタンを凝ぎよう視しし、しきりに首をひねった後、とりあえず押してみるかと右手を持ち上げる。それを見ていた慶一郎が言った。


「止めた方がいいんじゃないのか？　そのボタンはたぶん本物だ」


「いか──ん！　そのボタンを押させるな!!」


　藤堂が大おお慌あわてで制せい止しする。


「いいや！　押すね！」


　止められたことで逆ぎやくにやる気になった伊福部を、我に返った周囲の生徒たちが寄ってたかって取り押さえる。


「うう……地球の……人類の未来が……」


「早くそのデンジャラスなボタンをしまえ！」


　遠えん隔かく爆ばく破はスイッチは出てきた時と逆の手順で沈しずんでいき、床と一体化して消えた。教室内に不ふ穏おんな空気が流れる。


「危あやうく地球に核の冬を招まねくところだった……」


「どうせサイロは地下だろ？　それに自爆ったって核爆発を起こすわけじゃなし」


「どっちにしても環かん境きようを汚お染せんするから同じことだよ」


「せっかくコントロールできるんだからどっか狙ねらって発射しようぜ」


「──目標を設せつ定ていしてください」


　レイハが地図上に核ミサイル基地と攻こう撃げき可か能のうエリアを表ひよう示じした。ミリタリーオタクの男子たちが冗じよう談だんまじりに話し合う。


「この場合人口密みつ集しゆう地ち域いきを狙えばいいのかな？　マンハッタン島とか」


「海兵隊の基地を叩たたくのが先じゃないのか」


「バカだな。ホワイトハウスに決まってるだろ」


　アメリカ本土に配はい備びされた核ミサイルの目標地点がワシントンＤ．Ｃ．に設定される。すべてのミサイルではなく射しや程てい距きよ離り内のものだけである。


「これってシミュレートしてるだけだよな？　リアルタイムにコントロールしてるわけじゃなくて」


「どちらにしても不ふ謹きん慎しんすぎるぞ！　冗談でもやっていいことと……」


　藤堂が注意して止めさせようとした時、画面に異い変へんが起きた。首都に目標を定めていたミサイル基地の光点が次々と消え、モニター上に何十もの黒いウインドウが開く。


「何が起きている？」


「一部ネットワークの物理的な遮しや断だんと同時に、外部からのアクセスが集中しています」


「ハッキングを受けた側が反撃してきてるってことか」


「おお～、なんかサイバーパンクっぽいね」


「ん？　待てよ……アクセスが集中ってことは、こっちの位置が相手にバレてるってことじゃないのか？」


「俺おれもあんまり詳くわしくないけど、ハッカーっていろんなアクセス経けい路ろを使って誤ご魔ま化かしたり、偽にせのプログラムをかまして相手側に尻尾しつぽをつかまれないように工く夫ふうするんじゃなかったっけ？　まさかと思うけどそういう防ぼう衛えい手しゆ段だんは……」


「使っていません」


「ノーガード戦法か!?」


「それは何か違ちがうような」


「とにかくこのままじゃマズいんじゃねえの!?」


　浮うき足立つ生徒たちの不安げな視線は自然と慶一郎に集まった。


「……やれやれだな」


　慶一郎はモニターを見み渡わたしてレイハに指示を出した。


「ハッキングを仕し掛かけてきているやつらのシステムを逆ぎやくに乗っ取ってやれ」


　そう言った先から、黒いウインドウのひとつひとつに人物が表示され始める。コンソールに向かっているオペレーターを真正面から捉とらえた画像だった。地図とウインドウの表示位置が正せい確かくに合がつ致ちしているとするなら、ハッキングを仕掛けている相手は世界中にいた。オペレーターの人種や性せい別べつ年ねん齢れいは様々で、制せい服ふくを着た軍事関係者らしい者もいれば、いかにも引きこもりのハッカーらしい怪あやしげな風体の者もいる。共通しているのはこちら側（ディスプレイ）に向けられた顔がひどく狼ろう狽ばいしていることだった。焦あせってキーボードを叩いたりデスク周辺の機器をいじったりしている。


「これってテレビ電話みたいだな」


「向こう側からもこっちが見えてんじゃねえの？」


　核かくミサイルを遠隔操作するような凄すご腕うでのハッカーを追っているうち、いきなり銀ぎん髪ぱつに紅あかい瞳ひとみの魔女っ子が画面に現あらわれてあらゆる操作を受け付けなくなったとしたら──パニックに陥おちいるのも当然といえた。


　しかし真に人々を震しん撼かんさせたのは、次にレイハの口から飛び出した台詞せりふだった。


「──はじめまして。私はソルバニアのレイハ。この惑わく星せいに降こう臨りんした新たな神です」


「でえええええ～～～～ッ!?」


　腰こしを抜ぬかすほど驚きよう愕がくする生徒たちをよそに、明らかにウインドウの向こう側に語りかける口調でレイハは続ける。


「この惑星上に存そん在ざいするすべての核兵器は私の支し配はい下かにあります。抵てい抗こうは無む駄だです。逆さからう者は裁さばきの炎ほのおでこんがり焼き尽つくされます。本気と書いてマジです」


　慶一郎はレイハがややうつむき加か減げんに話しているのに気付いた。その視し線せんの先をたどると、一人の生徒が床ゆかにしゃがんでいて、開いたスケッチブックをレイハに向けていた。レイハはそのスケッチブックに書かれた文章を読んでいるだけなのだ。ほどなく他の生徒もそれに気付いた。


「お前の仕し業わざか～～～～～ッ!!」


「勝手にカンペ出してんじゃねえよ！」


「ＡＤ気取りか！」


「おどかさないでよ！」


　カンペを出していた生徒は即そつ刻こく取り押さえられる。


「世界に向けて宣せん戦せん布ふ告こくとはどういうつもりだ!?」


「いや、せっかくだから気の利きいた挨あい拶さつをと思って……」


「本気にされたらどうすんだよ！」


「訂てい正せいしろ！　早く！」


　女子生徒の一人がスケッチブックを取り上げ、新しいページにマジックで走り書きをした。それを見せられたレイハは、そこに書かれた文面を完全な棒ぼう読よみで読み上げる。


「──なーんちって、ウソぴょ～～ん」


　すかさかず慶一郎が次の指し示じを出した。


「よし。向こうのシステムからデータを消去して、回線を遮断しろ」


　ウインドウが次々と閉とじていく。切せつ迫ぱくした空気が少し和やわらいだ。


「今のでどうにか誤ご魔ま化かせたか……？」


「でも冷静に考えてみたら日本語で喋しやべってたからほとんど意味は通じてないんじゃ？」


「それもそうか」


　生徒たちの顔に安あん堵どの笑えみが浮かびかけたが、その表ひよう情じようは途と中ちゆうで強こわ張ばった。モニター上にひとつだけ、黒いウインドウが閉じられずに残っていたからだ。


「レイハ、これは何だ？」


「アタックを受けています。こちらからのコントロールに抵抗しています」


「異い世せ界かいの魔女っ子とタメを張はるハッカーが地球にいるのか!?」


「まさか文字通りの〈魔法使いウイザード〉じゃねえだろうな？」


「敵てきの位置は分かるか？　衛えい星せい回線を使っているはずだ」


　慶一郎の指示からレイハの操そう作さが画面上に反はん映えいされるまでに十秒近くかかった。それだけで相当に手て強ごわい相手だということが分かる。


「見つけました」


　黒いウインドウが太平洋上に移い動どうした。マリアナ諸しよ島とうの東である。


「海の上だな。画が像ぞうで捉とらえられるか？」


　世界地図が凄すさまじい速さでズームアップし、洋上を航行する黒い物体を映うつし出した。粗あらい静止画像でおおまかな形しか判はん別べつできない。


「軍ぐん艦かんかな？」


「いや……クジラじゃないの？」


「でもなんかトゲトゲしてて怪かい獣じゆうっぽくね？」


「潜せん水すい艦かんだな。浮ふ上じようしているんだろう」


　慶一郎はそう断だん定ていした。


「敵性艦船の航行システムを掌しよう握あく」


　レイハがようやく敵の〈魔法使い〉をねじ伏ふせたらしい。


「どうするつもりかね？」


「面めん倒どうだから沈しずめちゃえば？　ちょうどマリアナ海かい溝こうのすぐそばだし」


「ベント弁べん開きます」


　生徒の一人の無む責せき任にんな発言に従したがってレイハが操作し、画像が更こう新しんされると潜水艦は忽こつ然ぜんと消えていた。


「……いいの？　あっさり沈めちゃって」


「いいわけがあるか！」


「戻もどせ！　すぐ戻せ！」


「浮上システムに異い常じよう発生──メインタンク排はい水すい不ふ能のう」


「なぬう!?」


「無む理り矢や理りリモコンだからな～、そりゃ不具合も出るわ」


「んな呑のん気きなこと言ってる場合か！　どーすんだよ!?」


　黒一色だったウインドウに砂すな嵐あらしが走る。


「アナログ回線で交信を求められています。接せつ続ぞくしますか？」


「潜水艦からか？　つないでくれ」


　ジリリリリリリンッ！


　隣となりの準じゆん備び室からけたたましい呼よび出し音が聞こえてくる。パソコン用の電話回線に接続してある黒電話だった。


「まさかアナログ回線って……これか!?」


　慶一郎は準備室から黒電話を持ち出し、長いコードを引っ張ってＰＣ教室まで戻もどった。受話器を取ると、ウインドウに白衣を着たゴマ塩頭の中年男性の姿すがたが映し出された。画像はなぜか横向きに傾かたむいている。


「うっ……!?」


　それを見た涼子と大作は同時にうめき声をもらした。つい最近知り合ったばかりの──しかし当分の間再さい会かいすることはないと思っていた人物だったからだ。


　ウインドウの中のドクター・マックス＝村むら雨さめは、涼子たち以上にショックを受けたらしく目を瞠みはっていた。通話の声がスピーカーから流れてくる。


『久ひさしぶりじゃな……南雲君。〈ソルバニアのレイハ〉にかけたはずじゃが、どうして君が出るのかね？　音声のみの通話なのにモニターに君の顔が映っとるし』


「いろいろと事情がありましてね」


　慶一郎もバツの悪い顔で答える。


「ドクターは今どちらに？」


『〈アトラゴン〉の中じゃよ。〈ソルバニアのレイハ〉を名乗る電子の神だかテロリストだかのクラッキングを受けて艦の制せい御ぎよ系けいがダウンした。マリアナ海溝の一番深いところへ向かって真まっ逆さかさまに沈んどる最中じゃ』


「自力で浮上できそうですか？」


『どうかな。ダウントリム角が七〇度ほどになっとるのでな。艦内の移動もままならん状じよう態たいじゃよ』


　村雨は右手にマイクを持ち、左手は頭上に伸のばしていた。画面の外でパイプか何かをつかんで身体からだを支ささえているのだろう。


『ところで君は〈ソルバニアのレイハ〉とはどういう関係かね？』


「彼女なら俺の目の前にいますが」


　慶一郎が掌てのひらを返す仕草で指し示じを送ると、モニターの映像が左右に反転して裏うら返がえった。三六〇度スクリーンの内側にいるレイハの姿が映されたらしく、村雨の顔が強こわ張ばる。


『〈ソルバニアのレイハ〉は──実体として存そん在ざいしているのか？　ワシゃてっきりＣＧかと思っとったが』


「見たままの姿ですが」


『むう……ＣＧの方にディナーを賭かけたのは失敗じゃったか』


「何をやっとるんですか、非ひ常じよう時じに」


『で、君はアレかね？　レイハに加か担たんして人類を敵てきに回すつもりなのかね？』


「そういうつもりは特にありませんが」


『では先ほどの世界征せい服ふく宣せん言げんは何じゃったのかね？』


「ただのジョークです。そう言いませんでしたか？」


『世界中の核かく兵へい器きをリモートコントロールしておいてジョークはないじゃろ？　発はつ射しやを阻そ止しするためにいくつかの基き地ちが自じ爆ばくしたぞ』


「そいつは朗ろう報ほうだ」


『確たしかにな』


　そう言って村雨はガハハと笑った。急に画面が揺ゆれて傾きが九十度近くなり、村雨の姿が消える。画面の外で「アイタ～！」と声がして、それを最後に映えい像ぞうが消えた。


「──交信途と絶ぜつ」


　レイハの報ほう告こくに、慶一郎は黒電話の受話器を戻した。大作が駆かけ寄よってきて訊たずねる。


「今の潜せん水すい艦かんって……」


「俺が前に乗っていた船だ。クルーは優ゆう秀しゆうだから放っておいても大だい丈じよう夫ぶだろうが、後で文もん句くを言われるのも面めん倒どうだな。レイハ、どうにかならないか？」


「…………」


　レイハは三秒ほど思案してから、左手を上げて慶一郎の方に向けた。その袖そでの中から何かが飛び出して床ゆかに転がる。その物体を拾い上げた慶一郎は訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。


　それは一見してグラスファイバー製せいの釣つり竿ざおだった。伸ばしてみると一メートル半ほどの長さになり、手元にはリールも付いている。しかし肝かん心じんの釣り針ばりと糸がなかった。


「これで……釣れと？」


　モニターには潜水艦の沈ちん没ぼつした海面が映うつし出されている。慶一郎は近くにいる生徒たちに下がるように指示すると、針も糸もない竿さおを画面に向かって振ふり、キャスティングした。


　海面に大きな波は紋もんが広がる。ほどなくして竿に当たりがあった。


「……まさかな」


　半信半疑で竿を引くと、強い手て応ごたえがあって竿の先せん端たんが大きくしなった。身体ごと引き込こまれそうになり、慌あわてて重心を後ろに持っていく。


「ヒットしたんですか？　潜水艦が!?」


「さあな！」


　必死の形相でリールを巻まく慶一郎の姿を見て生徒たちは騒そう然ぜんとなった。さすが潜水艦というべきか、巨きよ大だいカジキもかくやという強きよう烈れつな引きに何度か竿を持って行かれそうになりながらもどうにか耐たえしのぐと、やがて海面に流線形の黒い影かげが見え隠かくれしはじめる。


「もう一息ですよ！」


「そこだ！　一気に釣り上げろ!!」


「腰こしが引けとるぞ！　しゃんとせんかい！」


　好き勝手な声せい援えんに腹はらを立てつつも、手応えで獲物の抵てい抗こうが弱まったのを感じるとその瞬しゆん間かんを逃のがさず全力で竿を上げた。


　ガオオオオオォン！


　轟ごう音おんと地じ響ひびきが校こう舎しやを揺ゆるがせた。直後、窓まどガラスを突つき破やぶって何かが教室に飛び込んでくる。


「うおわあああっ！」


　泡あわを食った生徒たちが悲鳴を上げて逃にげまどう。床の上でビチビチと跳ねているそれは──体長一メートルほどのマグロだった。破れた窓から強い潮しおの香かおりが吹ふき込んでくる。マグロと一緒に大量の海水が校舎に降り注いだのだ。


　窓から外を見た慶一郎は、少しやりすぎたと反省した。海面に影が見えたところで止めておけばよかったはずが、ムキになって釣り上げてしまったのだ。


　カジキのような巨大な衝しよう角かくを持つ潜水艦の艦首が、グラウンドを突き破って出しゆつ現げんしていた。


「……リリースはできるのかな？」


　誰だれに訊いても無理そうだった。


















　第五十八話　ソルバニアの秘ひ密みつ







〈九月三十日──晴れ〉





　アトラゴンは謎なぞの超ちよう国家的組そ織しき〈オリオン〉の擁ようする特とく務む潜せん水すい艦かんだ。


　俺おれが乗り込んでいたのは一年足らずの短い期間で詳くわしい性せい能のうについてはよく知らない。


　設せつ計けいと建けん造ぞうに携たずさわったドクター村むら雨さめの弁べんによれば夢ゆめのスーパー潜水艦で、巨きよ大だいロボに変形できないことと空が飛べないこと以外に弱点はないという。他の潜水艦に乗ったことがないので比ひ較かくは出来ないが、身長二メートル超の俺でも居きよ住じゆう性せいが快かい適てきだったこととキッチンの使い勝手がよかったことは記き憶おくに残っている。


　よもやこんな形で再さい会かいするとは夢にも思わなかったが、事と次し第だいによっては敵てきに回すことになるかもしれないと思うと少し気が重い──いや、そうでもないか。


　肩かた慣ならしにはほどよい手合いだ。





　　　　一





「でっ……でっっっっけええええ────ッ!!」


　蒼そう天てんに向かって伸のびる黒い尖せん塔とうのごとき巨大潜水艦の艦首を見上げ、生徒たちは尻しり上あがりの歓かん声せいを上げた。グラウンドから突き出ているのは四十メートルほどで、地面との境さかい目めからは水みず飛沫しぶきが上がっている。


「今見えてるのは一部ですよね？　どのくらいの大きさなんですか？」


「確たしか全長が二百メートル、全ぜん幅ぷく三十五メートル、水中排はい水すい量りようが七万トン──くらいだったかな」


「超弩ど級きゆう戦艦並じゃないですか！」


「そうなのか？」


「長なが門と級に匹ひつ敵てきしますよ。それに潜水艦としてはタイフーン級を超える大きさです」


「詳しいな」


　艦船についてはマニアでも何でもない慶一郎にはピンとこない話だった。


「あの先っちょはドリルか？　だよな？」


「先生、あれは回るんですか？」


「残念ながら衝しよう角かくは回らん。設せつ計けいした人間はどうにかして回したかったらしいが、あのサイズのドリルを回すのに十分なトルクを得られるモーターがなかったそうだ。一回転するのに一分かかるとか、そもそも回す意味がないとかの理由で却きやつ下かされたらしい」


「胸むねビレみたいなのがギザギザなのは何でですか？」


「無限軌道クローラーの類たぐいだ。どんな時に使うのかは知らんが」


「喫きつ水すい線せんの下あたりにある膨ふくらみは何ですか？　まさか巨大な魚ぎよ雷らいじゃ……」


　ガコン！


　アトラゴンの右う舷げんにある円えん筒とう形の部分が船体から外れて前方にスライドした。直径四メートル、長さ五十メートルほどの円筒は、後端部分が船体とアームでつながっている。円筒の先端部分が開いて、関節を持った三本の指らしき形に変形した。


「腕うで……か？」


「潜水艦に腕が!?　なんで？」


「一いち応おうは物ぶつ資し搬はん入にゆう用の作業アームってことになってるが、腕の中に兵員輸送用パイプが通っていて、敵艦に突つき刺さして兵士を送り込んだりもできる」


「海かい賊ぞく戦法ですか！」


「とんだビックリドッキリメカだぜ」


「つーか何と戦うことを想そう定ていして造つくられてるんですか、あの船は!?」


「それは俺も知りたいな」


「知らんと乗っとったんかい！」


「コックだったからな」


　急に周囲が暗くなった。校こう舎しやに向かって倒たおれてきたアトラゴンの『右腕』が陽光を遮さえぎったのだ。頭上に迫せまってくる巨大アームを見て生徒たちが悲鳴を上げる。


「全員、伏ふせろ────ッ！」


　ゴン。


　藤とう堂どうの警けい告こくに反して、衝しよう撃げきはわずかだった。窓まどから身を乗り出して見ると、アームは屋上の金かな網あみフェンスを壊こわしただけで止まっている。


「乗り込んでくるつもりだな」


　慶けい一いち郎ろうの言葉で真っ先に動いたのは静しず馬まと涼りよう子こだった。生徒たちをかき分けてＰＣ教室を飛び出していく。アームから乗り込んでくる人間を迎むかえるつもりだと気付いた生徒たちが後を追った。教室からあらかた人がいなくなったのを見計らい、慶一郎はレイハに近寄ると小声でいくつかの指し示じを与あたえた。





　涼子は静馬と先を争って階かい段だんを駆け上がり、一歩遅おくれて屋上に出た。


「おおっ!?」


　アームを間近で見た静馬がうめき声を上げる。目の前に横たわる巨大円筒は新しん幹かん線せんの車両とほぼ同じサイズがあった。三本指の爪つめのひとつひとつが普ふ通つうの乗用車並だ。このスケールの物体が腕として動かせるとなるともはや怪かい獣じゆうである。


　二人を追って他の生徒たちも続々と屋上に上がってきた。大作はさっそく写真を撮とりまくっている。


　圧あつ搾さく空気の抜ぬける音がして、人間なら手首にあたる部分にある二重のリング状じようの装そう甲こうが回転しながら左右にスライドして開いた。タラップが下り、耐たい圧あつ構こう造ぞうの分ぶ厚あついシャッターが上がって扉とびらが現あらわれる。


　涼子たちが息を呑のんで見守る中、扉が開いた。


「──おお諸しよ君くん、出迎えご苦労」


　アームの中から現れたドクター村雨のしたり顔を見て、涼子は胸焼けした気分になった。自じ称しよう天才科学者の登場で事じ態たいがいよいよ混こん迷めいを極きわめそうな予感を覚えたからである。


「何者や？　あの馴なれ馴れしいオッサンは」


「知り合いよ。一応」


　そう説明はしたものの、他の生徒の反応も静馬と似にたり寄よったりだった。〈覚醒者アートマン〉拝おがみ暁あき人とに襲しゆう撃げきされた件けんでは世話になったものの、村雨のことを知っている人間は大門高校でもほんの一ひと握にぎりにすぎない。さして男前でもなくカリスマ性があるわけでもない脂あぶらぎった中年男に登場されても生徒たちとしてはリアクションの取りようがなかった。


　タラップを下りてきた村雨は周囲を見回して涼子に訊たずねた。


「南雲君はどこかね？　艦かん長ちようも来とるんじゃが」


「艦長？」


　生徒たちがどよめいた。見ると、二人目の人物がタラップを下りてくるところだった。


　四十代と思おぼしき長身瘦そう軀くの白人の女性である。小豆あずき色の軍服に身を包み、黒いケープを羽は織おっている。軍ぐん帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶり、サングラスをかけているためはっきりとした容よう貌ぼうは分からないが、すっきりと通った高い鼻と固く引き結ばれた口元、贅ぜい肉にくをそぎ落としたシャープな顎あごのラインを見ただけでどういった人物かは見当がついた。少なくとも大門高校のどの教きよう師しよりもちゃんとした大人だということだ。


　タラップを踏ふむ革かわのブーツが高い靴くつ音おとをたてる。カリスマ性せいというのだろうか、生徒たちは手て強ごわい人物が現れたことを敏びん感かんに察知して畏かしこまった。大作でさえ断ことわりなしにシャッターを切るのをためらうほどだった。


「アトラゴン艦長バラキレワだ」


　ちっとも畏まる様子のない村雨が紹しよう介かいする。名前からするとロシア系けいで日本語は話せないのだろう。帽子や制せい服ふくにはオリオンの三つ星をデザインしたワッペンが付いていた。


「南雲君と〈ソルバニアのレイハ〉のところへ案内してくれんかね。艦長が直ちよく接せつ会って交こう渉しようしたいと言っとるんじゃが……ところで彼はなぜ出で迎むかえに来ない？　真っ先に来ると思っちょったが」


　チュィィィィン！


　下の方から、チェーンソーでコンクリートを削けずるような音が聞こえてきた。金かな網あみフェンスに駆け寄ってグラウンドの方を見下ろすと、見たこともないマシンがアトラゴン艦首側面のハッチから飛び出してきた。攻こう撃げきヘリからローターとテール部分を取り去り、ダチョウに似にた逆関節の脚あしを追加したような形をしている。コクピットのサイズからして単たん座ざである。奇き妙みような音は足首にあるホイールが回転してローラースケートのごとく地上を滑かつ走そうする音だった。


　鳥メカはすでに三機がグラウンドに降こう下かしていた。正三角形の陣じん形けいをとる鳥メカの正面に、校こう舎しやを背せにして仁に王おう立だちで対たい峙じする男が一人──


「ふむ。どうやら彼はこちらが囮おとりだと判はん断だんしたようじゃな」


「あれはいったい何よ!?」


「うちで開発した歩行戦車バーチカルタンクじゃよ。出撃は禁きん止ししたんじゃが」


　バララララッ！


　鳥メカ機首下面に装そう備びされた小型のガトリング砲ほうが火を噴ふいた。威い嚇かくのつもりか、銃じゆう弾だんは慶一郎の足元の地面を掠かすめて走る。慶一郎はそれに動じた様子もなく、右手に握にぎった釣り竿を無む造ぞう作さに振ふった。


「──え？」


　涼子は自分の目を疑うたがった。身長二メートル強の巨きよ体たいが一いつ瞬しゆんにしてかき消えたからだ。


「鳥メカの上や！」


　静馬が指し摘てきする。慶一郎は二十メートル近く離れていた鳥メカの背中に移い動どうしていた。潜水艦を釣り上げた四次元釣り竿で鳥メカを引っ掛け、相手を引き寄せる代わりに自ら跳ちよう躍やくしたのだ。


「さっそく取り付いたか。乗っ取るつもりじゃな」


　単眼鏡モノクルを覗のぞきながら村雨が感心したように言う。鳥メカの背部に回った慶一郎が何か操そう作さしたらしく、爆ばく発はつボルトが点火されてキャノピーが吹き飛んだ。パイロットを放り出してコクピットに乗り込こむ。


　他の二機がまごまごしている間に慶一郎の鳥メカは後ろ向きに急発進した。二機の間を抜けて射しや角かく外に出ると、ワイヤーアンカーを撃うち出して左側の鳥メカの脚きやく部ぶにからませる。ワイヤーのため慶一郎の機体は弧こを描えがいてターンし、もう一機の鳥メカに素す早ばやく機首を向けた。


　機体両りよう脇わきのパイロンに装備されたポッドからロケット弾が発射された。ロケット弾が鳥メカの足元に着弾し、転てん倒とうさせたところへ背部にガトリング砲を撃ち込んで沈ちん黙もくさせる。


　ワイヤーを撃ち込まれた鳥メカは脚あしを踏ん張って耐えるのに必死で反撃まで頭が回らない様子だった。慶一郎は機体を停止させるとワイヤーを切断し、余よ裕ゆうをもって狙ねらいを定めてロケット弾を連射した。


「十七秒か。ま、こんなところじゃろうな」


　崩くずれ落ちる鳥メカを見て村雨が感想を述のべる。しかし戦せん闘とうはそこで終わりではなかった。慶一郎は倒れた鳥メカにさらにガトリング砲とロケット弾を撃ち込んだ。エンジンが爆発し、直前に脱だつ出しゆつして近くにいたパイロットが吹き飛ばされる。


　慶一郎は先に倒した鳥メカにも攻撃を加えて完全に破は壊かいすると、棒ぼう立だちになっている二人のパイロットに機首を向けた。二人は校こう舎しやの方に逃にげようとするが、見えない壁かべに阻はばまれてグラウンドの外に出られなかった。慶一郎はロケット弾の爆風で二人を吹っ飛ばし、さらに機体を滑走させて轢ひいた。


「爆風が拡かく散さんしないな。あの周辺をバリアで囲ったか」


　ロケット弾の爆発で巻き起こった炎ほのやや煙けむりはグラウンドを囲む方形の結界で遮しや断だんされていた。本来なら爆発に伴ともなう轟ごう音おんと衝撃が涼子たちのいる屋上まで届とどいてくるはずだが、それも大おお幅はばに減げん衰すいされている。


　慶一郎がコクピットから降りて離はなれると、数秒後に最後の機体も自爆してスクラップと化した。


「だいたい四百万ドルじゃな」


「何が？」


「被ひ害がい総そう額がくじゃよ。勝手に出撃した連中の報ほう酬しゆうからさっ引くことになるな」


「でもあれって死んでるんじゃ……」


「うちのパイロットスーツは特とく製せいでな。いかなる衝撃からも脳のうと内ない臓ぞうを確かく実じつに保ほ護ごする。あの程てい度どで死にゃあせんよ。もっとも手足はグチャグチャで兵士としてはもはや再さい起き不ふ能のうじゃろうがね。南雲君は捕ほ虜りよは取らん主しゆ義ぎじゃと忠ちゆう告こくしておいてやったのを無む視しするからああなる。自じ業ごう自じ得とくじゃな」


　ガシッ！


　金網に何かがぶつかった音に驚いて振り向くと、フェンスの向こう側に慶一郎がつかまっていた。魔法の釣り竿を使って一瞬で移動してきたのだ。慶一郎はフェンスを乗り越えて屋上に降り立つと、バラキレワ艦かん長ちように英語で告げた。


「レイハのところまで案内します。こちらへ」





　　　　二





　階段を降りながら村雨は慶一郎に弁べん明めいした。


「まずは南雲君、我々に戦闘の意志がないことを理解してもらいたい。艦長は出撃を許きよ可かしとらん。あの三機に乗っていたのは配はい属ぞくされて間もないチームでな。お前さんのことは記録でしか知らんかった」


「説明は不要です。機動部隊が校こう舎しやを占せん拠きよしようと行動を起こすことは予想していたので迎げい撃げきしたまでです。レイハにはグラウンドを封ふう鎖さし、同時に外部の目から隠かくす結界を張り巡めぐらせるように頼たのみました。アトラゴンは学校の敷しき地ちの外からは地上からも衛えい星せいからも見えなくなっているはずです」


「ほほう、光学迷めい彩さいかね」


「さあ。それとアトラゴンのシステムは完全に掌しよう握あくさせました。いつでもリモートで自爆させられます。妙な動きを見せれば即そく座ざに起爆させるのでそのつもりで」


「伝えておこう」


「モニター用の回線はオープンにしてあります」


「そうか。助かる」


　話をしているうちにＰＣ教室前に到とう着ちやくした。扉とびらを開けて教室に入ったとたんに頭上でくす玉が割れ、周囲でクラッカーが次々と弾はじけた。紅こう白はくの紙テープが飛び交かい、紙かみ吹雪ふぶきが舞まう。割れたくす玉から垂れ下がっている幕には『WELCOME!!』と書かれていた。


　教室で待ち構かまえていた生徒たちを冷ややかな目で眺ながめながら、慶一郎が問う。


「……これは何だ？」


「殺さつ伐ばつとしたムードをどうにかしようかと」


「必要ない。片かた付づけろ」


　教室中に散らばったテープや紙吹雪、くす玉等のパーティグッズは泡あわのように溶とけて消えた。お楽しみ会レベルのチープさからして、生徒たちがレイハに提てい案あんして魔ま法ほうで造つくらせたのだろう。


　慶一郎はバラキレワと村雨を教室に招まねき入れた。高校の教室には似に合あわぬ巨きよ大だいな全天周スクリーンのコンピューターシステムに鎮ちん座ざするビスク・ドールじみた少女の姿すがたを目まの当たりにすると、図太い神しん経けいの持ち主である村雨ですらムウと低くうなって目を剝むいた。


「彼女が〈ソルバニアのレイハ〉か」


　初めてバラキレワが口を開いた。下した腹はらに響ひびく低い声だった。


「最初に確かく認にんしたいのはお前たちの目的だ」


「目的はこれといってありませんが」


「ないはずがなかろう。世界中の核かく兵へい器きをコントロール下に置いたのだぞ!?　地上を三度焼き払はらうことができるだけの破壊力だ」


「レイハが地球上のネットワークに接せつ続ぞくしたのは人類とのコミュニケーションのための情じよう報ほう収集が目的でした。核兵器を支し配はい下かに置いたのは、生徒たちが興きよう味み本位で出したリクエストに応こたえたまでです」


「つまり……どういうことか？」


「能力が有り余あまっているのでその程度のことは朝飯前ってことです。彼女自身はそれによって人類や地球がどうなるかなんて考えもしないし、どうするつもりもない。生徒たちにしてもそうです」


「しかし彼女の口から世界征せい服ふく宣せん言げんがなされたそうだが？」


「生徒が洒落しやれで出したカンペをそのまま読んだだけです」


「神のごとき力を持ちながら子こ供どもの言いなりだというのか!?」


「そうです」


　二人の対話が続くうちに、見守る生徒たちの間からブーイングが起こった。代表的立場の大作が挙手して発言する。


「会話の内ない容ようを僕らにも分かるようにしてもらえないでしょうか？　英語で話してもらうのは結けつ構こうなんですが、知らない単語が出てくるのでヒヤリングが厳きびしいです」


「だったら飛鈴フエイリンか校長に同時通つう訳やくを……」


「いえ、せっかくですからここはひとつ、魔法でもって艦長に日本語を話してもらうのはどうでしょう!?」


「おおっ！　それナイス!!」


　大作のアイデアに生徒たちも賛さん同どうした。慶一郎は気の進まない顔でレイハを見る。


　周囲からの期待の視し線せんを浴びたレイハは、左の袖そでの中に右手を差し込み、何かを取り出した。


　パラパパッパラ～～！


　どこからか安っぽいファンファーレの音が聞こえてくる。


『──ホンヤクデンガク～』


　棒ぼう読よみ台詞せりふとともにレイハが取り出したのは、細長い三角形のコンニャクに竹たけ串ぐしを打ち、味み噌そをつけて焼いたと思おぼしき物体だった。いわゆる味噌田楽である。


　それを見た生徒たちの反応は、しかし、芳かんばしくなかった。


「うわ……微び妙みようなのが出たな～」


「ちょっと待てよ。串に刺して味噌をつけただけでまんまアレじゃないのか!?」


「調理しちゃったよ！」


「誰だれだ！　誰が考えた!?」


「とくに誰か一人の責せき任にんってわけじゃないだろ」


「それよりロシア人にいきなり味噌田楽は厳きびしくないか？」


「まずは毒見が必要だな」


　それを聞いた涼子は率そつ先せんして手を挙げて立りつ候こう補ほした。


「毒見役はあたしに任まかせてください！」


「他にやりたい奴やつはいなさそうだが……いいのか？」


「それを食べれば英語がペラペラになれるんでしょ？　そしたら英語の授じゆ業ぎようでもう苦しまなくて済すむし」


　飛鈴の英語以外禁止授じゆ業ぎようで地じ獄ごくを味わっている涼子にとっては切実な問題だった。他に候補もいないため、涼子はレイハからデンガクを受け取り、意を決して口に運んだ。


「…………!?」


　デンガクに嚙かみついた涼子の表ひよう情じようが固まる。


「どうした？　硬いのか？　それとも不ま味ずいのか？」


「ひいええ、らだいいひじょよううるぶへでふす」


　涼子はそう答えると、明らかに美う味まそうには見えない渋しぶい表情を浮うかべながらもどうにかデンガクを完食した。


「どんな味や？」


「一か月雨ざらしにした段だんボールを糊のりで固めた感じ」


「どんな味や!?」


「味覚に関する情報は収しゆう集しゆうできませんでした」


　レイハの説明に村雨は大きく頷うなずいた。


「確たしかに味覚のデータ化は困こん難なんじゃからな。カレーライスを食ったことのない者にカレーパンの味を説明するのは不ふ可か能のうじゃろ？　それと同じことじゃな」


　分かったような分からないような喩たとえである。


「しかし当面の問題は効こう果かの方じゃな。ひとつ試ためしてみるか」
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　村雨が涼子に英語で話しかけた。涼子はすぐにその内容を理り解かいし、ネイティブスピーカーに匹ひつ敵てきする流りゆう暢ちようさで答える──生徒たちが期待したのはそんな光景だったが、肝かん心じんの涼子は首をひねるばかりだった。


「ワシの英語は聞き取れたかね？」


「それがさっぱり……」


「ゼンゼン翻ほん訳やくできてへんやんか。何でや？」


　疑ぎ惑わくの視し線せんを向けられたレイハが答える。


「ホンヤクデンガクの効果が持続するのは口に含ふくんでいる間だけです」


「それを早よ言わんかい！　次の出せ、次の！」


　静馬はレイハから二本目のホンヤクデンガクを受け取り、涼子の目の前に突き出した。


「またあたしが食べるの!?」


「お前以外に誰がおるんや？　自分でやる言うたくせに。ええから食え！」


　静馬は容よう赦しやなく涼子の口にデンガクをねじ込こんだ。その状じよう態たいで村雨が再ふたたび英語で話しかけると、涼子はウンウンと頷いてから、串をつかんで口からデンガクを引っこ抜いた。


「話してる英語の意味は分かったけど……重大な欠けつ陥かんに気付いたわ」


「何かね？」


「デンガクを口にくわえてるとしゃべれない！」


　生徒たちの間から嘆たん息そくがもれた。単たん純じゆんではあるが無視できない問題である。


「アホ、そこは工く夫ふうせえ」


「工夫って何をどうすりゃいいのよ!?」


「デンガクを全部口に頰ほお張ばったら、そらしゃべられへんわ。そやったらしゃべれる程てい度どに食うて量を減へらしたらええやろ」


「おお、それだ！」


「天才現あらわる！」


　静馬の口から出たにしては名案だったが、涼子は腐くさった段ボールの食感をもつデンガクをもう一度食べる羽目に陥おちいった。英語を聞き取りつつしゃべるのに苦労しないベストの量を模も索さくしてデンガクを少しずつ食べ進めていき──やがて涼子は衝しよう撃げき的な事実に辿たどり着いた。


「こ、これ……串だけくわえてれば英語が分かるじゃない！」


「なんと！」


「じゃあデンガク部分って必要ないのか!?」


「そういえば……味噌田楽ってコンニャクだけじゃないよな。豆とう腐ふとか芋いもとか、とにかく串を刺して味噌付けて焼けば何でも『田楽』になるんじゃなかったか？」


「ただの調理法かよ」


「ということはむしろ串が本体なんじゃ……」


　周囲の声を聞いていた慶一郎は、レイハに声をかけた。


「デンガクの串だけくれ」


　レイハから受け取った串をバラキレワに渡わたす。バラキレワは途と惑まどった様子を見せたが、慶一郎に促うながされて不ふ承しよう不ぶ承しようながら楊よう枝じのように口にくわえた。


「……Should I do it this way?これでいいのか」


　バラキレワの言葉に生徒たちが色めき立つ。話しているのは英語だが、同時に日本語で吹ふき替かえられているように聞こえた。


「艦長、ワシの日本語が理解できるかね？」


「問題ない。信じがたいことだが……」


　仕組みは不明だが、ホンヤクデンガクの串は入出力の双そう方向で完全に機能しているようだった。生徒たちは問題解決を喜んだが、一人だけ貧びん乏ぼうくじを引いた形の涼子だけは仏ぶつ頂ちよう面づらである。


「ひとつ提案があるんですが」


　男子の一人が手を挙げた。


「この際さいですから、魔ま法ほうのメガホンにも正式な呼び名を付けてはどうでしょうか？」


「実にどうでもいい意見だと思うが……そう言うからには当然、アイデアがあるんだろうな？」


　藤堂に問われて、その男子はニヤリと笑えみを浮うかべて答えた。


「名付けて〈言いくるメガホン〉というのはどうですか!?」


「またダジャレか……」


「ますます秘ひ密みつ道具っぽいな。すでにありそうな名前だが」


「ん？　『マホウノメガホン』と『イイクルメガホン』って字数が減へってないぞ？」


「マホメガとかクルメガとか四文字にまとめた方が言いやすくね？」


「なんでもかんでも省しよう略りやくして短くすればいいってもんでもないよ。機能を見事に表現したいいネーミングじゃないか」


「そんな悪くはないけどあんま使わなさそうだな」


「じゃあとりあえず決定ってことで」


「メガホンはそれでいいとして、釣つり竿ざおの方はどうするよ？」


「四次元釣り竿とかテレポート釣り竿とか……」


「なんかそういう感じじゃないんだよな～」


「機能以外なら見た目の特とく徴ちようで考えるのがセオリーだろ。この場合」


「特徴っつーと……釣り竿なのに針と糸がないところか？」


「英語にしてみるか？　ノーラインロッドとか」


「それじゃ普ふ通つうすぎだろ。ダジャレでもいいからひとひねり欲ほしい」


　皆が考え込んでいると、別の男子がポンと手を打った。


「思いついた！　たった今、俺おれのインスピレーションにピ～ンと来たぜ！　シンプルかつ名は体を表す絶ぜつ妙みようなネーミングが!!」


「期待させといて外すパターンはなしにしてくれよ」


「要は針と糸がない釣り竿だろ？　竿オンリー、すなわち──〈サオダケ〉!!」


「竿竹？」


　生徒たちは一いつ瞬しゆんキョトンとした顔になったが、すぐにその意を得て大きく頷うなずいた。


「なるほど『竿、だけ』か！」


「いーじゃんそれ！　ナイスよ、ナイス!!」


「言い得て妙だな」


「一応リールもついてるけどな」


「メガホンのよりかはだいぶスマートだよな。第一言いやすい」


「異い議ぎなし！」


　突とつ然ぜん始まった『魔法のアイテム命名会かい議ぎ』をバラキレワは興きよう味み深げに傍ぼう聴ちようしていたが、結けつ論ろんが出たところで村雨に訊たずねた。


「rodをbambooと言い換かえて何が面おも白しろいのか？」


「掛かけ詞ことばは上う手まく翻訳できないようじゃな。日本語の特性と文化に根ざした命名じゃから無理もないか。どうしても知りたければ解かい説せつするが、今は後回しにしよう」


　村雨は慶一郎に向き直り、話を続けた。


「翻訳は木こ枯がらし紋もん次じ郎ろうスタイルでＯＫとして話題を戻もどすが、ソルバニアのレイハと南雲君には地球及および人類そのものをどうこうしようというつもりがないという話じゃったな？　そこで基き本ほん的なことを質しつ問もんしよう。彼女はどこから来た何者かね？　そして南雲君とはどういう関係なのかね？」


「話せば長くなりますよ」


「構かまわんよ。艦かんがあのザマじゃからな。時間はたっぷりとあるわい」


　キ──ンコ──ン……


　四時限目終了のチャイムが鳴った。慶一郎はつい先ほど正式名めい称しようが決まったばかりの魔法のメガホンを手に取り、生徒たちに呼よびかけた。


『よ～しお前ら、昼飯の時間だ！　ここはしばらく事じ態たいの進しん展てんはないから、慌あわてず急がず味わって食べるように』


「はぁ～～い！」


　生徒たちは素直に従い、蜘く蛛もの子を散らすようにＰＣ教室から退たい散さんしていく。その様子を見た村雨はようやく合が点てんのいった顔になった。


「なるほど、それで〈言いくるメガホン〉か！　どちらかといえば扇せん動どうに近いが……ワシならアジテーションとメガホンを合わせて〈アジホン〉と名付けるところじゃな」


「それじゃポン酢ず醬しよう油ゆだ」


　慶一郎の指し摘てきに村雨はガハハと笑ったが、バラキレワは意味が分からず怪け訝げんな面おも持もちで黙だまっている。


「お昼はどうなさいます？」


　当然のごとく教室に残っていた飛鈴が訊ねる。慶一郎はアトラゴンの浮ふ上じように巻き込まれて教室に飛び込んできた魚をつかみ上げた。一メートルのメバチマグロである。


「まずは刺さし身みだな。他は任せる」


「ワシは煮につけがいいな」


「生のメバチは絶品だ。タタキにするとまた格かく別べつだ」


　脇から口を挟はさんできた藤堂に、村雨は非ひ難なんの目を向けた。


「ワシらのランチに加わるつもりか？　さもしい奴やつめ」


「私にだって南雲君の話を聞く権けん利りがある」


「聞いてどうする。あんたは部外者じゃろ？」


「私は校長だぞ！」


　いい歳としをした中年同士の醜みにくい言い争いを止めるべく、慶一郎は飛鈴に藤堂の分の料理も作るように注文した。





　　　　三





　アトラゴンから来た二人を迎むかえての昼食会は応おう接せつ室に場所を移うつして開かれた。


　飛鈴が腕うでを振ふるったマグロ料理のフルコースに舌した鼓つづみを打ちながら、同時進行で非ひ常じよう識しき極きわまる慶一郎の異世界冒ぼう険けん譚たんを聞くという消化に悪そうなメニューである。


「確かに……重力が小さいというのはソルバニアが地球上に存そん在ざいしない国だという有力な証しよう拠こになるだろう。だが分からんな。なぜレイハはわざわざ地球人を召しよう喚かんして怪かい物ぶつと闘たたかわせていた？　それだけの力があればもっと他に有効な手段がありそうなものだが──それにしてもこのカルパッチョ風の……タタキというのか？　美う味まいな」


　バラキレワは器用に箸はしを使ってマグロの切り身を口に運んでいた。


「おそらく南雲君が〈神威カムイの拳けん〉の遣つかい手であることと無関係ではあるまい。これはワシの勘かんじゃがね……それはそれとして、この心臓の刺身を試ためしてはどうかね？　なかなかの珍ちん味みじゃぞ。獲とれたてでないとできない料理じゃが、今のコックは作ってくれんからな」


　村雨が勧すすめたのはメバチの心臓の赤い部分を薄うす切ぎりにし、氷水の中で血ち抜ぬきをした刺身である。脂あぶらが乗っていてねばりがありコリコリとした独どく特とくの食感が楽しめる。


「詳くわしいことはやはり彼女に直接問い質ただすしかないじゃろうな。幸いというべきか、彼女は地球上の電子ネットワークを介かいして人間社会の情報を得ている。コミュニケーションに支し障しようはあるまい」


「我われ々われにとっての脅きよう威いはそこだ。異世界から来た者がなぜいきなりコンピューター・ネットワークに適てき応おうできる？　彼女自身の弁べんによれば魔法ではなく生まれつき備そなわった能力だというが……」


「文字通り〈電でん脳のう〉の持ち主なのかもしれんぞ。生まれてすぐに脳を生体分子コンピューター化するのが当たり前の超科学文明という可能性もある」


「Sci-Fiだな。荒こう唐とう無む稽けいすぎる」


「その生体分子……とかいうのは何かね？」


　同席している四人の中で一人だけ、器うつわからこぼれ落ちそうなほど大量の刺身が盛もりつけられた激げき盛もり鉄てつ火か丼どんを食べている藤堂が箸はしを止めて質しつ問もんする。村雨は小馬ば鹿かにしたような顔でフムと鼻を鳴らして答えた。


「簡かん単たんに言えばサイボーグ化の技ぎ術じゆつのひとつじゃよ。電極等を用いて脳とコンピューターを物理的に接続するのではなく、脳細さい胞ぼうそれ自体にコンピューターの機能を与あたえる。未来のマン＝マシンインターフェースの大本命じゃな。新生児の段だん階かいで電脳化されたとすれば、その人間は人類とは異ことなる知性と適てき応おう力を獲かく得とくするじゃろう」


「脳をいじるのかね？　ゾッとしない話だが」


「アナクロな想そう像ぞうをしとるようじゃがハードウェアを移い植しよくするのとは違ちがう。手術といってもナノマシンの注入か──」


　村雨は不意に言葉を切り、顎あごに手を当てて虚こ空くうに視し線せんを泳がせた。昼間に幽ゆう霊れいが見えたわけではなく、インスピレーションを得て頭脳が高速回転しているのだ。


「そもそもダイヤルアップ回線で軍事ネットに侵しん入にゆうしたり、核かく兵へい器きのコントロールを奪うばったりできるはずがない。別の通信回線をみずから構こう築ちくしたとしか思えんな。ここで使われている電話線の一部と彼女の体組そ織しきのサンプルが必要じゃな。できれば電力線もじゃ。分ぶん析せきすれば何か出てくるかもしれん。協力してくれるかね、南雲君？」


「そういうことはレイハに直じかに言ってください」


　慶一郎は気乗りしない口調で答えながら、巨きよ大だいなお頭かしら焼きから身を取り分ける。見た目が相当にグロいのでバラキレワは少し引いていたが、絶妙の火ひ加か減げんで調理されたコラーゲンたっぷりの身の旨うま味みを知ると即そくお代わりを要求した。


「緑茶と烏龍ウーロン茶のどちらになさいますか？　それとも紅こう茶ちやに？」


　メイド姿すがたで給仕に専せん念ねんしている飛鈴がティーセットを運んでくる。熱すぎずまた温ぬるくもないベストの温度で淹いれられた煎せん茶ちやをぐいと飲んだ村雨は、感極まったようにため息をついた。


「出てくるモノがひとつ残らず美う味まい！　細かいところまで気配りが行き届とどいておる。いや見事じゃった。何かチップ的なものを差し上げたいが……」


「どうぞお構いなく」


「ふうむ……それにしても君のような一流の人間がどうしてこんな三流以下の高校にいるのかね？」


「療りよう養よう中の夫に代わって英会話の授じゆ業ぎようを」


「夫!?　既き婚こんじゃと？　その若わかさで？　こんなバカ高校の教きよう諭ゆと？　なんともったいない……いや、うらやま……う～む、とりあえず顔が見てみたいもんじゃな」


「それでしたら──お好きなだけ、どうぞ」


　飛鈴は店のおすすめメニューを紹介するウエイトレスのようなスマイルと手つきで、村雨の対面に座すわっている人物を示しめした。


「…………!?」


　村雨はしばらく慶一郎の顔を凝ぎよう視ししてから、飛鈴と慶一郎を交こう互ごに見み比くらべた。自然科学に関することなら一を聞いて百を知るほど察しのいい村雨だが、飛鈴の言葉の意味を呑み込こむのに十秒近くも要したうえ、理解したとたん大いに動どう揺ようを現あらわした。


「し……新しん婚こんなのかね？」


「もう七年になります」


「七年じゃと!?　いくつで結けつ婚こんしたのかね？」


「当時私は十三歳さいでした」


「いったいどういうことかね南雲君!?」


　犯はん罪ざいだと言わんばかりの口調で身を乗り出してくる村雨に、慶一郎は苦い顔で答える。


「シンプルに説明するなら──いわゆるひとつの強制結婚シヨツトガン・マリツジってやつです。香港ホンコンの黒社会で勢せい力りよくを誇っていた烈リー一族との間にトラブルがあって……」


「は～ん……なるほど、君を一族に加えるためにムリヤリ結婚させたわけか。で、君はその後彼女を捨すてて逃とう亡ぼうしたが、日本に戻もどってきたところで捕つかまったと。おおよそのストーリーはそんなところじゃな？」


　村雨はマッハの速さで事じ情じようを察した。慶一郎としては面めん倒どうな説明が省けたのは有り難がたいが、その早合点ぶりが恐おそろしくもある。


「まあそれくらいのことでもなければ南雲君が結婚したりせんじゃろうな。およそ結婚などという因いん習しゆうとは無む縁えんの男じゃからな」


　ひどい言われようだが、おおむね事実なので反はん論ろんの余よ地ちはない。村雨は同情に満ちた眼まな差ざしで飛鈴を見た。


「……で、彼女の一族は君がその手で滅ほろぼしたわけか」


「それはまだです」


　どこまでも先走る村雨の想そう像ぞう力に一応釘くぎを刺す。


「可能性としては否ひ定ていせんところが正直じゃな」


「未来は不確定ですから」


　ガシャン！


　ティーカップとソーサーがぶつかって音をたてた。バラキレワが乱らん暴ぼうな手つきでカップを置いたのだ。空のカップを持つ手が小こ刻きざみに震ふるえている。


「どうかしたかね、艦かん長ちよう」


「どうかしているのは我々の方だ！」


　バラキレワは椅い子すから腰こしを浮かし、テーブルを叩たたいた。


「この緊きん急きゆう事じ態たいの最中に、なぜ呑のん気きに昼食を摂とっている!?」


「お昼じゃからな。それに南雲君から事情を聞く目的もあった」


「それはそうだが……なぜ『昼食を摂ること』が最優ゆう先せん事じ項こうになっていた？　おかしいとは気付かなかったのか!?」


「それなら気付いとったよ。途と中ちゆうからな」


　村雨の言葉にバラキレワは啞あ然ぜんとなった。


「これは間違いなく〈言いくるメガホン〉の扇動効果によるものじゃな。食い終わったから効果が切れた。艦長が気付いとらんとは意外じゃったが」


「それを知りつつマグロ料理に夢む中ちゆうになっていたというのか!?」


「美味かったからな」


　しゃあしゃあと身勝手な意見を述のべる村雨に呆あきれ果てたバラキレワは、ハンガーに掛けてあったケープと帽ぼう子しを取って身に着けた。


「どこへ行く？」


「〈ソルバニアのレイハ〉のところに決まっている！　事態の収拾が最優先だ」


「やれやれ……」


　急いで残りのお茶を飲み干ほし、慶一郎たちもバラキレワに続いた。





　ＰＣ教室に戻ると、すでに昼食を済ませた生徒たちが集まってきていた。教室に机つくえと椅子を持ち込んで何か始めている。慶一郎は近くにいる大作に訊たずねた。


「何をやっている？」


「実験ですよ」


　見ると、席には静馬が座っていて、机の上にはカレーライスの皿が載っていた。静馬は頭に何本ものコードが生えたヘッドギアを被かぶっており、そのコードの先はレイハの座っているドーム型コンピューターの端たん子しに接せつ続ぞくされている。全天周モニターにはＣＧで作られた人間の脳の透とう視し図ずが回転していた。


「それじゃ始めてください」


「おう！」


　静馬が猛もう然ぜんとカレーを食べ始める。


「味わって食べてくださいよ。飲み物じゃないんですから」


　脳のＣＧに変化が生じた。活発化している部分が赤く表示されている。


「大脳皮ひ質しつ味覚野と前頭連合野が反はん応のうしているな。このデータをどうするつもりかね？」


　村雨の疑ぎ問もんはすぐに解かい消しようされた。モニターに『解かい析せき完かん了りよう』の文字が表示されると、レイハが袖の中から何かを取り出した。


　パラパパッパラ～～！


「──ホンヤクデンガク・カレー味～」


　生徒たちの間からどよめきと拍はく手しゆが起こった。カレー味と称するわりに外見はまったく変化していない。大作はレイハからデンガクを受け取り、涼子の方に差し出した。


「な、何よ……またあたしに毒見させようっての？」


「味の変化についてコメントできるのは涼子さんだけですから」


　もっともらしい理由である。涼子は渡わたされたデンガクを恐おそる恐おそる口に運び、先せん端たんを少しだけかじった。不ま味ずくはなかったらしく、ふた口目は思い切ってかぶりつく。


「どうですか？」


「腐くさった段だんボールじゃなくなってる……この食べた感じといい舌した触ざわりといい、完かん璧ぺきにカレーライスよ！」


「やった、成功だ！」


　生徒たちは諸もろ手てを挙げて喜び合った。


「次はハンバーグに挑ちよう戦せんしてみようぜ！」


「すき焼き味を大希望！」


「甘あまい方が先でしょ!?」


　ホンヤクデンガクを改良するプロジェクトの第一段階が成功した模も様ようである。しかしそれを見ていた慶一郎と村雨は眉まゆをひそめ、釈しやく然ぜんとしない表情を浮かべた。


「完璧なカレーライスの味……だと？」


「食感まで再現というのが引っかかるところじゃな」


　村雨が自分と同じ疑ぎ惑わくを抱いだいていると知った慶一郎は、静馬に言った。


「草くさ[image: ]なぎ、福神漬づけを食ってみろ」


「なんでそんなことお前に指図されなあかんねん」


「お前の頭にコードがつながってるからだ。いいから食え」


　静馬は不服そうな顔をしながらもカレー皿の端はしに添そえてある福神漬けをスプーンですくって口に運んだ。慶一郎は次に涼子に指示を出す。


「御み剣つるぎ、デンガクの味を確認してみろ」


「また？」


「その残ってる分でいい」


　言われるままに涼子は三分の二ほど残っているデンガクをかじった。とたんに不思議そうな顔になる。


「どうだ？」


「福神漬けの味が……」


「食感はどうだ？　歯触りとかは？」


「まったく福神漬けそのものよ」


「なるほど、そういうことか！　分かったぞ南雲君」


　村雨の目がギラリと光った。


「さてはそのデンガク自体の味が変わったわけではないのじゃな？　フレーバーを合成してカレー味を再現したのではなく、被ひ験けん者しやの脳の反応パターンを転写しとるだけじゃろ？」


「……どういうこと？」


「君の感じておるその味は、君自身の舌したで感じているものではない。脳が味わっている感覚なのじゃよ。そこの彼がカレーを食った時の感覚をデータ化して君の脳に送り込んでおるだけなんじゃ」


「いまいち言ってることがよく分かんないんだけど、それで何が問題なわけ？」


「ふうむ……君に理解できるように説明するとなると難むずかしいな。そうさのう……君と彼が非ひ常じように親しん密みつな間あいだ柄がらであれば問題にならんようなことではある」


　村雨の言っている『彼』とは静馬のことである。涼子はまだ村雨の真意を測はかりかねていたが、きなくさい雰ふん囲い気きだけは敏びん感かんに感じとっていた。


「回りくどいのは好きじゃないのよ。ズバッと言ってくれない？」


「つまり口移しで食ってるのとだいたい同じってことじゃよ。間接キスどころか、ず～っとフレンチキスをしとる状じよう態たいに等しい」


「ひええええええ～～～～ッ!!」


　悲鳴を上げたのは周囲にいる女子生徒だった。涼子は絶ぜつ句くして固まっている。


「落ち着いてください！」


　一人平静を保たもっている大作が全員に呼びかけた。


「ドクターの言う通りだとすれば、問題の解決はすこぶる簡かん単たんです」


「ほほう、どうするのかね？」


　大作は片かた手てで涼子を、もう一方の手で静馬を指さし、両腕を胸の前でクロスさせた。


「立場を入れ替かえればいいんですよ。涼子さんのデータでデンガクを作れば何の問題もない！　少なくとも僕ぼくは平気です。むしろ食べたいし！」


「なああああ～～る！」


「その発想はなかったぜ！」


「これは……ビッグビジネスの予感!?」


　異い様ように盛もり上がる男子生徒たち。なぜか一部の女子もまんざらではないといった反はん応のうを示しめしている。


「さすがはオレが認みとめる天才少年や。そのアイデアマンっぷりにはシャッポを脱ぬぐわ」


　真ま面じ目めくさった顔の静馬がヘッドギアを脱ぬぎ、大作に手て渡わたす。


「ささ、涼子さん。早くこれを……」


「お断ことわりよ！」


　涼子は差し出されたヘッドギアを払はらい飛ばすと、大作の鼻をつかんで強ごう引いんに口を開かせ、残りのデンガクをねじ込こんだ。


「レイハ！　味のデータを消して」


「むぐうううう～～～ッ!!」


　野ざらしの段ボールに戻ったデンガクの味に悶もん絶ぜつしながらも、大作がどこか嬉うれしそうに見えるのは間接キスだからだろうか。


「君の教え子は変態ぞろいじゃな」


「俺おれの責せき任にんみたいな言い方はやめてもらえますか」


　慶一郎と村雨の脇わきを抜けてバラキレワが前に出てきた。


「お楽しみのところすまないが、我われ々われの用事を優ゆう先せんしてもらいたい」


　生徒たちが途と惑まどった表情を浮うかべているのに気付いたバラキレワは、忘わすれていたデンガクの串くしを口にくわえて言い直した。今度はしっかりと伝わり、生徒たちは大おお慌あわてで机つくえと椅い子すを片付け、バラキレワのために場所を開ける。藤堂が同じことを言ってもここまで協力的にはならないだろうという素す早ばやさである。明らかに人徳の差だった。


　バラキレワは透とう明めいのモニター越しにレイハと対面した。


「私は潜せん水すい艦かんアトラゴンの艦長バラキレワだ。ソルバニアのレイハ、あなたに問とい質ただしたいことがある」


「いいだろう。だがその前に私の質しつ問もんに答えてもらう」


　レイハの意外な返答に、バラキレワはわずかな逡しゆん巡じゆんもなく頷うなずく。


「年ねん齢れいは？」


「四十二歳さい」


「名前からするとロシア系けいか？」


「そうだ。現在の国こく籍せきはフランスだが」


「結けつ婚こんは？」


「していないが娘むすめが一人いる」


「好きなお菓か子しは？」


「……クイニーアマン」


「休みの日は何をして過ごす？」


「娘に宛あてた手紙を書く程てい度どだな」


「ブラのサイズは？」


「…………何だと？」


　即そく答とうしていたバラキレワが思わず聞き返した。当然といえば当然の反応である。


「ブラジャーのカップのサイズは何かと訊きいている」


「質問の意図が分からないが」


「いいから答えろ」


「──Ｆだ」


　男子生徒たちが「おおっ」と押おし殺したうめき声をもらす。少し間を置いてレイハは質問を続けた。


「聞き忘れていたがフルネームは？」


「タマーラ・アルカージエヴナ・バラキレワだ」


「ふうん……じゃあ『タマちゃん』って呼んでいい？」


　いよいよもっておかしな問いに、バラキレワは困こん惑わくして二の句くが継つげなかった。


　慶一郎は周囲を見回したがカンペは出ていない。しかし床ゆかを這はっているＬＡＮケーブルに気付いてその接続先を目で追っていくと、一方の端はしはレイハの座るドームに、反対側は教室の隅すみに追いやられたデスクトップパソコンにつながっている。慶一郎が眠ねむり続けるレイハとどうにかしてコンタクトを取ろうとして試ためしに接続したパソコンである。数人の生徒がそのパソコンを人目から隠かくすように取り囲んでいて、そこからキーを打つ微かすかな音が聞こえていた。


　慶一郎はバリケード役の生徒たちを押し退のけてＣＲＴモニターを覗のぞき込んだ。テキストエディタが起動していて、ウインドウにはいましがたレイハがバラキレワに投げかけた質問が並んで表示されている。


「何をやっている？」


「ええっと……かっ、会話の記録を──」


　パソコンを操そう作さしていた生徒は滝たきのような汗あせをかきながら説明した。しかし頰ほおは引きつり、慶一郎とは目を合わそうともしない。慶一郎は構かまわずキーボードを操作して文章を打ち込み、エンターキーを叩いた。


「──な～んちゃって、ウソぴょ～～ん」


　慶一郎が打った文章通りの台詞せりふがレイハの口から飛び出し、バラキレワをたじろがせる。村雨が遅おくれて真相に気付いた。


「まさかとは思うが……彼女はそこから入力された通りに喋しやべっとっただけなのか!?」


「そのようです」


「なんだって──ッ!?」


「道理でおかしいと思ったわ！」


「だがグッジョブ!!」


　生徒たちの反応はおおむね好こう評ひようだった。慶一郎ににらまれた主しゆ犯はんの生徒は苦笑いを浮かべて弁べん解かいする。


「いやその……面と向かって質問するのは気が引けたもんで」


「ワハハ、そりゃ無理もないな」


「笑い事ではない！」


　すっかりオモチャにされていたと知ったバラキレワは当然ながらご立りつ腹ぷくだった。


「状じよう況きようを理解しているのか？　これ以上悪ふざけを続けるつもりなら全員にこの教室から出て行ってもらう」


「ワシらはそれを命令できる立場にはない。艦かん長ちようも分かっとるじゃろ？」


　村雨の冷静な意見にバラキレワは沈ちん黙もくするしかなかった。アトラゴンを人ひと質じちに取られている以上、主しゆ導どう権けんはレイハの側にある。


「しかし見ての通り彼女は生徒たちの言いなりだ。これではまともな交こう渉しようなど……」


「ここはワシに任せてもらおう」


　どんな勝算があるのか自信たっぷりの村雨に、バラキレワは苦々しい顔で首しゆ肯こうする。レイハと相対した村雨は物もの珍めずらしげに全天周モニターを眺ながめた。


「核かく兵へい器きのコントロールはどうなっとるのかね？」


　モニターに衛えい星せい画が像ぞうを合成した世界地図が映うつし出され、レイハが掌しよう握あくしている核兵器の在あり処かを示しめす数百もの赤い光点が現れる。光点は北半球の大国に集中している。


「先ほどはホワイトハウスを攻撃目標に設せつ定ていしたようじゃが、あれはそれほどいい手とは思えんな。大だい統とう領りようの代わりの人材なんぞいくらでもいるし、アメリカを動かしている真の政せい府ふともいえる機関は別に存そん在ざいするからな。あんなもんは飾かざりに過すぎん」


　秘ひ密みつ機関に属ぞくする人間らしい村雨の物言いに生徒たちは引き込まれた。


「ワシがこれから言う座ざ標ひようを目標に設定してもらえるかな？　目標は二カ所じゃ。第一目標は緯い度ど四十一度五十四分、経けい度ど十二度二十八分。第二目標は緯度三十一度四十六分、経度三十五度十三分──」


「きっ……貴き様さまァ!!」


　バラキレワはいきなり血相を変えると、モーゼル・ミリタリーを抜ぬいて村雨の後頭部に銃じゆう口こうを押しつけた。


「バチカンとエルサレムを核攻撃してどうするつもりか!?」


　モニター上では村雨の指示した座標の地ち域いきが拡かく大だいされ、射しや程てい距きよ離り内に存在する核ミサイルの目標がそれぞれの地点に設定された。バチカン市国にはフランス国内の、エルサレムにはイスラエル国内の光点から放物線状のラインが伸のびている。


　銃を突きつけられながらも、村雨は不ふ敵てきな態度を崩くずさず落ち着き払っていた。


「どんなつもりも何も、我々〈オリオン〉の目的は何かね？」


「最終戦争を回かい避ひし、人類の存続と発はつ展てんを保ほ障しようすることだ」


「ならばこれが最さい善ぜんの策さくだということが理解できるじゃろ？　ソルバニアのレイハの能力によって地球上の核兵器は事実上、無力化された。彼女がコントロールをやめたとしても外部からのシステム乗っ取りを許ゆるしたことで兵器としての信しん頼らい性せいはもはや地に堕おちたといっていい。ＢＣ兵器の問題は残っとるが、人類滅めつ亡ぼうに直結するような全面核戦争はすでに回避されたと判はん断だんするのが妥だ当とうじゃろう。後はアブラハムの宗しゆう教きようを根ね絶だやしにすれば人類の抱かかえる問題の六割わりは解かい決けつする」


「二十億の人間を敵てきに回すというのか！」


「恨うらみと妬ねたみと嫉そねみの神を信しん奉ぽうするアブラハムの宗教とは要するに悪あく性せい腫しゆ瘍ようじゃよ。そしてそれはこの世で最も愚ぐ劣れつな人間が権けん力りよくにありつくためのインチキ臭くさい仕組みを生み出した。本ほん質しつ的にはネズミ講こうと変わらん代しろ物ものよ。アブラハムの宗教の最も敬けい虔けんな信者とは、その仕組みを熟じゆく知ちし積極的に利用しようとする人間じゃ。彼らにとって最大の敵は外ではなく身内にいる。あがりを分け合う人数は少ない方が自分の取り分が増ふえる道理じゃ。核兵器の有う無むにかかわらず、二十一世紀に合がつ衆しゆう国こくは全世界を相手に第三次世界大戦を始めることになるが、結局のところは同一宗教内での権力争いにすぎん。そんなものに全人類が巻まき込まれるのはいい迷めい惑わく以外の何物でもない。アブラハムの宗教の中心地を破は壊かいすれば現在の均きん衡こうが崩くずれ、権力の頂ちよう点てんに立とうとする者たちは盛せい大だいに殺し合いを始めるじゃろう。ワシらは高みの見物をしながら、すべての勢せい力りよくが消しよう耗もうして共とも倒だおれになるように要所を押さえて効こう率りつよく動けばいいだけじゃ。完かん璧ぺきな作戦じゃろ？」


「みずから世界大戦の引き金を引くつもりか!?」


「人類を存続させるといっても、ただ延えん命めいするだけでは先は見えている。人類は生活圏けんを宇う宙ちゆうにまで広げるべきじゃし、またそれをしなければ未来はない。底の見えた資源を奪い合う戦争がいたずらに長引けば飛ひ躍やくの機会を永えい遠えんに失い、文明は後こう退たいするじゃろう。回避できない戦争ならば始めるタイミングを逃のがさんことじゃ。そうは思わんかね？」


　教室中に戦せん慄りつが駆け抜ける。生徒たちは村雨の話した内ない容ようの半分も理解していなかったが、それでも高校の教室で話すには似につかわしくない過か激げきな発言であることは分かる。


（仮かりに我々が核かくミサイルを発射したとしても、それはうっかりの産物だが──）


（こいつ……完全に確かく信しん犯はんじゃねえの!?）


（ヤバい！　このオッサン絶対ヤバい！）


　生徒たちの不安げな視線が自然と慶一郎に集まった。しかし当の慶一郎は腕組みしたままリラックスした様子で事態を静観している。


「ところでその銃は何かね？　ワシが核攻撃を実行するとでも？」


「ドクターの口から聞くとあながち冗じよう談だんとも思えんのでな」


「もちろん口にしたことは本気じゃがね」


　バラキレワはモーゼルの撃鉄を起こした。村雨は肩かたをすくめる。


「まだ分かっとらんな艦長。実際に発射せずとも、この二カ所が標的になったという事実だけで火種としては充じゆう分ぶんなのじゃよ。それより今は目の前の彼女の方に興味がある」


「ならばまず核ミサイルの目標設せつ定ていを解かい除じよしろ」


「それぐらい自分で頼たのめばいいじゃろ？　彼女はすぐにやってくれると思うが」


「何だと？」


　バラキレワが半信半疑で頼むと、レイハはあっさり核ミサイルのコントロールを解除した。あまりの簡単さにバラキレワは拍ひよう子し抜ぬけを通り越して慄りつ然ぜんとなる。


「彼女には自分の意い志しというものはないのか!?」


「南雲君が言っとったろう？　ここの生徒たちにモチベーションを預あずけたとな。彼女自身は何ら目的を持たず、善ぜん悪あくの判断もしない。もちろん頼めば何でも叶かなえてくれるわけではないじゃろうがね」


「それではあまりに危き険けんすぎる」


「そうかね？　科学と同じで善よいも悪いも人間次第ということじゃろ。だからこそ彼女の正体を知る必要がある」


　村雨はあらためてレイハに質問した。


「最初の手掛かりとして訊ねたい。君は南雲君のことを〈イェネンの鬼き神しん〉と呼よんでいたそうじゃが、イェネンとは何のことかね？　ソルバニアの地名か？　それとも地球語に翻ほん訳やくできる言葉なのかね？」


「イェネンは『因いん縁ねん』です」


「……インネンやと？」


　その言葉に食いついたのは静馬である。


「因縁……インネン……イェネン……って、ダジャレか!!」


「ダジャレとは違うと思いますよ。発音が偶ぐう然ぜん似にているだけじゃ……」


「偶然ではありません」


　レイハは大作の説を否定した。


「するとイェネンというのは仏教用語の『因縁』と語源が同じ──いや、そのものなのかね？　まったく同じ言葉であると？」


「そうです」


「ううむ……」


　村雨は顎あごに手を当てて考え込こんだ。レイハ自身の口からもたらされた初めての情報らしい情報に、生徒たちもざわめきはじめる。


「単に発音についてのデータが不足していたのでなければ、おそらくは語形変化じゃな。数百年か千年か……『因縁』が『イェネン』になまるくらいの時間経けい過かがあったと考えられる。そして可能性は二つある──」


　全員が自分に注目するのを待ってから、村雨は自説を披ひ露ろうした。


「ソルバニアと地球との間に過か去こに接せつ触しよくがあったか、あるいはソルバニアが未来に存在するかのどちらかじゃ」


「みっ……未来!?」


　どよめきが波は紋もんのように広がる。


「南雲君を〈因縁の鬼神〉と呼ぶからには相応の関係性があるはずじゃ。彼女自身の電子ネットワークとの親和性の高さからしても、ソルバニアが未来に在るという推すい測そくはそう的外れでもあるまい。どうじゃね？」


「…………」


　レイハは沈黙をもって答えた。否定も肯定もしないということはレイハ自身にも明言できないのだろう。


「たったあれだけの質しつ問もんでレイハが未来から来た可能性を指し摘てきしてみせるとは……」


「やるなドクター！」


「伊だ達てに白衣は着てないってか？」


　ついさっき危険人物に認にん定ていされたばかりの村雨の株かぶが一転急上昇した。生徒たちだけではレイハの能力を試ためすのに夢む中ちゆうでソルバニアの謎なぞについて追つい究きゆうするどころではなかったからだ。


「さて次の質しつ問もんに移うつろう。これは質問というより確認なのだが……正直、ワシは〈魔ま法ほう〉の存在については懐かい疑ぎ的じゃ。確かく証しようはないが、君の能のう力りよくはナノマシンを介かいした神経接続による情報操そう作さではないかと疑うたがっている。さっきのデンガクの味のように偽にせの情報を脳のうに送り込んでいるだけではないのか……とな。アトラゴンを釣り上げたことに関しては別にしても、何かしら科学的に説明のつくカラクリがあるように思えてならん。そこでじゃ。君が〈魔法使い〉である証しよう拠こを直じかに見てみたい──」


　そう言いながら村雨は白衣のポケットを探さぐる。


「ワシが思うところの〈魔法〉といえば、カボチャを馬車に変身させたり、みすぼらしいボロの服を美しいドレスに変えたりする力のことじゃ。そう、例えば艦長を子こ供どもの姿すがたに戻したりできるかね？　これくらいの子供にな」


　村雨がポケットから取り出したのは携帯情報端末ＰＤＡだった。タッチパネルを操作して保ほ存ぞんしてあった画像を液えき晶しよう画面に表示し、レイハに見せる。レイハの紅あかい目がそれを認識し、全天周モニターの前面に拡かく大だいして映うつし出した。


　それは少し色いろ褪あせたポートレイトだった。大きな暖炉の前に置かれたアンティークな椅い子すに、白いドレスを着た七歳さいくらいの少女がちょこんと腰こし掛かけている。透すけるような白い肌はだに大きな碧あおい瞳ひとみ。明るいブロンドの髪かみを頭の上で結ゆい、ベルベットブルーの大きなリボンを結んでいる。窓まどから差し込むやわらかな光に照らし出された少女の姿は奇き跡せき的なまでの可愛かわいらしさだった。


「キャ～～～～～～ッ!!」


　女子たちが身み悶もだえしながら黄色い悲鳴を上げる。


「や～～～ん、きゃわゆいい～～～ッ！」


「こっ、これは……天使か!?」


「白人の子供の可愛さはハンパねえな～」


「二は十た歳ちまでに急きゆう激げきに劣れつ化かしてオバサンになったりするけどな」


「子役にありがちだよな。逆ぎやくのパターンもあるけど」


　生徒たちが大いに盛もり上がる中、それとは対照的に青ざめている人物がいた。バラキレワは一度ホルスターに戻したモーゼルを再び抜いて村雨に突きつけた。


「ドクター……貴き様さまがなぜ私の子供時代の写真を持っている!?」


「ええええええ～～～～～～ッ!?」


　周囲から上がった悲鳴は一様ではなく、複ふく雑ざつな感情が入り乱みだれたものだった。


「ただのサンプルかと思ってたらよもや本人とは──」


「あの天使が……いったい何がどうなって潜せん水すい艦かんの艦長に!?」


「途と中ちゆうの経いき緯さつが猛もう烈れつに知りたいぜ」


「にしてもアレが成長してこうなるとは……にわかには信じられんなー」


「そうか？　俺おれはむしろ納なつ得とくしたけどな。正当進化だ」


「マジかよ!?　艦長になるには三回はジョブチェンジしなきゃだろ？」


「何のゲームの話だよ？」


「ちょっと待て！　母親が元天使ってことは、娘むすめも超可愛いんじゃねえの？」


「それだ！」


「よし、こうなったら俺もう艦長のことをお義か母あさんって呼ばせてもらうぜ」


「Shut up!やかましい」


　好き勝手なことを口走る生徒たちに、バラキレワもスルーしきれず一いつ喝かつした。テンプルに銃じゆう口こうをグリグリと押おしつけられている村雨がしかめ面つらで抗こう議ぎする。


「そうやってすぐに銃を抜ぬくのはエレガントとは言えんな」


「だが実じつ効こう性せいは高い。それより質問に答えろ」


「艦長の部屋にあった写真を拝はい借しやくしてスキャナーで取り込んだだけじゃよ。黙っとったが実はクルーのほとんどがお守り代わりに持っとる」


「勝手な真ま似ねを──」


　銃口が村雨の頭から離れる。しかしそれはバラキレワの意い志しではなかった。モーゼル・ミリタリーの重量が急きゆう激げきに増まし、ひとりでに銃口が下がったのだ。すぐに右手だけでは保ほ持じしきれなくなり、グリップに左手を添そえるがそれでも間に合わず、仕し舞まいには銃口を下に向けたまま持っているだけで精せい一いつ杯ぱいの状じよう態たいになった。


「ムキ～～おもたぁ～～い！」


　オクターブ跳はね上がった声で叫さけぶと、バラキレワはとうとう銃を手放した。視し界かいを遮さえぎる帽ぼう子しのつばを持ち上げて村雨を見る。いつの間に台に乗ったのか村雨の顔の位置がやけに高い。自分が見下されていると感じたバラキレワは腹はらを立てて村雨の脛すねのあたりを蹴け飛とばそうとするが、足が届とどかず、脱ぬげたブーツがすっ飛んでいく。その反動でバランスを崩くずして床ゆかに尻しり餅もちをついた。サングラスが顎の下までずり落ちる。


「いたいじゃないのよ～！　このバカがくしゃぁ!!」


　バラキレワは細い手足をジタバタ振ふり回して喚わめき散らした。だぶだぶの服とケープが身体からだにまとわりつき、自由に身動きがとれずに癇かん癪しやくを起こしている。
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「艦長……自覚はないのかね？」


　村雨は目を瞠みはり眉み間けんに縦たてジワを刻きざんでバラキレワの姿を観察した。周囲の生徒たちは声を失い、ポカンと口を開けたままモニターの写真と本人を見み比くらべている。


　バラキレワはポートレイトに写っている姿そのままの七歳の少女に戻っていた。繊せん細さいなウエーブのかかった金きん髪ぱつが腰こしのあたりまで垂たれている。


「誰だれか、子こ供どもに変わるところを見たかね？」


「見てないっつーか……一いつ瞬しゆんで変わんなかったか!?」


「いっちゃん最初の特とく撮さつ映えい画がみたいな──光に包まれるとか煙けむりが出るとかいう特とく殊しゆ効こう果か一いつ切さい無しで、フィルムをただ切ってつなぎ直しただけ、みたいに一コマで変身したぞ！」


「南雲君はどうじゃった？」


　武術家の動体視力に期待して村雨が訊たずねるが、慶一郎は首を横に振った。


「同じですよ。縮ちぢむ過か程ていは見えなかった」


「よもや全員が同じ幻げん覚かくを見せられているわけではあるまいな？」


　村雨が近寄ろうとすると、バラキレワは興こう奮ふんした猫ねこのような唸うなり声を上げて威い嚇かくした。


　ポートレイトのような澄すまし顔ではなく、眉まゆをつり上げ不ふ機き嫌げんに頰ほおを膨ふくらませているが、サイズの合わない軍服を纏まとった金髪碧へき眼がんの美少女の可愛かわいらしさは尋じん常じようではなかった。子供化という超常現象を目まの当たりにして戦せん慄りつしていた生徒たちの顔が次第にほころびはじめる。


「くっ……ダメだ！　ラブリーすぎる!!」


「マジで天使が降こう臨りんしやがった……」


「はにゃ～ん、お人形さんみた～～い！」


　菱ひし沼ぬま奈な々な子こが猫ねこ撫なで声で近寄り手を差し伸のべるが、バラキレワは警けい戒かいの色を強めてキッとにらみ返した。


「なぁによ～なれなれしいわね～。きもちわるいこえだしてんじゃないわよ、おばさんのくせに」


「おっ、おば……って、んま～可愛いけど可愛くなぁ～い！」


　奈々子はムッとしてアヒルのように唇くちびるを尖とがらすと、レイハを指さした。


「そこの魔女っ子ちゃん！　魔法の力であたしも若わか返がえらせてくんない!?　この生意気な小娘に目にもの見せてやるんだから～」


　その発言に周囲に緊きん張ちようが走る。二人目のチビッコ化魔法が見られるかと注目の的になったが、奈々子の身には何の変化も起きなかった。


「どうして～？　なんで若返らないのよ～!?」


「その申しん請せいは却きやつ下かされました」


　レイハがそう答え、モニターにドーナツ型の円グラフが表ひよう示じされた。ＹＥＳが青、ＮＯが赤で色分けされ、境きよう界かいは黄色を含ふくむグラデーションになっている。グラフのおよそ八割わりを赤が占しめ、青い部分はほとんどゼロに近い。


「うわ、真っ赤だな～」


「つまり……奈々子先生の子供時代なんて誰だれも見たくないってことですかね」


「ムカつくわね～。アンケートなんていつ取ったのよ～!?」


「リアルタイムじゃろうな」


　表示されているグラフの割わり合あいが固定ではなく、微び妙みように揺ゆれ動いてるのを見て村雨はコメントした。


「奈々子先生なんか若返らせたところで面おも白しろくも何ともあれへん！」


　しゃしゃり出てきたのは静馬だった。


「若返らせるんは南雲や！　こいつをオレと同い年に戻せ！　完全に対等の条じよう件けんでどっちが強いか勝負したる!!」


「うおおっ!?」


「世代を超えたドリームマッチが実現するのか！」


　円グラフの青い部分が一気に膨れ上がり、賛さん同どう者しやの割合が九割を超こえた。生徒たちの目が魔法の発動を期待して慶一郎に集まる。しかし奈々子の場合と同じく、しばらく待っても慶一郎が若返る様子はなかった。


「どういうことや!?　なんで若返れへん？」


「不ふ可か能のうです。〈イェネンの鬼神〉の肉体は魔法を受け付けません」


「ええええ～～～～ッ！」


　期待が盛もり上がっただけに落らく胆たんのため息も大きかった。ホッとしているのは慶一郎本人だけである。


「なるほどな。そうした特性でもなければ召しよう喚かんする意味がないか……それより今は艦長の方が問題じゃ。幻覚ではなく実際に縮んだことを証明するには──」


「写真を撮とりましょう！」


　提案した大作はすでに撮る気満々でカメラを抱かかえている。


「いいアイデアじゃな。ただし撮さつ影えいするならデジタルではなく銀塩式で頼たのむ」


「当然ですよ」


　大作はしゃがんで一いち眼がんレフを構かまえると、バラキレワに呼よびかけた。


「は～い、タマちゃ～ん！　こっち見て～」


　バラキレワは大作の方をちらりと見ただけで、カメラを向けられるとプイと顔を逸そらした。村雨や奈々子に対するように露ろ骨こつに嫌きらっているわけではなく、どこか照れている様子でもある。やはり大作が美少年だけに意い識しきしているのだろうか。


　しかしカメラにそっぽを向いたバラキレワは、自分が周囲から注目を浴びていることに気付くとイライラしはじめた。


「むう～おまえらジロジロみるな～！　みせものじゃないぞぉ！　かんちょおだぞぉ!!」


「記き憶おくまで子こ供どもに戻もどったわけではなさそうじゃな」


　村雨に対してことさら不信感を露あらわにしているバラキレワは見向きもせず、軍服の胸むねポケットを探さぐって万年筆型の小型無線機を取り出した。アンテナを伸ばし、本体をひねってチャンネルを合わせる。


「こちらバラキレワ！　アトラゴンおーとーせよ！　ただちにたいせんばくらいよーい！　もくひょうドクタームラサメ!!」


「待て待て、対潜爆雷は個こ人じんを攻撃するようにはできてないぞ。それに距きよ離りも近すぎる。それから艦のコントロールは今のところレイハが掌しよう握あくしている」


「じゃあレイハ、アトラゴンのじばくそうちをさどうさせて！」


「はい」


　バラキレワの要よう請せいに応じて、ドクロマーク付きの起爆スイッチが床ゆかからせり上がってくる。村雨を除のぞく全員が強きよう烈れつな既視感デジヤ・ビユに見み舞まわれた。


「いかーん！　そのスイッチを押させるな──ッ！」


「ううん、おすもんね～」


　喜び勇んで起爆スイッチに駆かけ寄よろうとしたバラキレワは、自分でズボンの裾すそを踏ふんづけて前のめりに勢いきおいよく転んた。


　ビターン！


　うつ伏ぶせにバッタリ倒たおれた後、しばらく間を置いてからむくりと起き上がる。


「びええええええぇぇぇ～～～ん！」


　床で顔面を打ったのか、それとも単に驚おどろいたせいかバラキレワは大声で泣き出した。


「やれやれだな」


　慶一郎はバラキレワに歩み寄り、帽ぼう子しを拾って頭に被かぶせてやった。同じく床に転がっているモーゼルを拾ってセーフティをかけ、ホルスターに納おさめる。


「レイハ、アトラゴンの自爆装そう置ちを解かい除じよしろ。それと──艦長の服を身体からだに合わせて縮ちぢめてやれ」


「せっかくだからドレスにアレンジしてくれ！」


「フリルを加えて可愛かわいらしく！」


「あとドロワーズも！」


　生徒たちが便乗して口々にリクエストする。


　ほどなく軍服一式がモザイク処しよ理りされたように格子状に分解・再さい構こう成せいされて、子供化したバラキレワにぴったりのサイズに仕立て直された。デザインも大おお幅はばに変わり、帽子と上着は基き本ほん的には詰つめ襟えりの軍服のままだが、長なが袖そでの肩かたがパフスリーブに、パンツはパニエ付きのスカートになり、袖や裾すそには白いフリルが追加されている。軍服のハードさと少女趣しゆ味みの甘あまさを合体させた結果、全体的に何だかよく分からないテイストの服になってしまっている。


「あ～あ、余よ計けいなリクエストをするから……」


「こいつは……可愛いのかカッコいいのか判はん断だんに困こまるコスチュームだな」


「むしろその両方を楽しめるお得なデザインじゃない？」


「斬ざん新しんでいいと思うが」


「帽子が小さくなっただけってのがバランス的にイマイチかも」


　勝手にリクエストしたわりには生徒たちの評ひよう価かは賛さん否ぴ両論だった。起爆スイッチが床に引っ込こんだのを確認して村雨は安あん堵どのため息をつく。


「記憶は大人のままでもメンタリティは完全に子供じゃな。写真を勝手にコピーしたことをそこまで怒おこるとは予想外じゃったが……何にせよ機嫌を直してもらわんとな。南雲君、艦長に何か甘い物を頼む」


「クイニーアマンのレシピなら覚えてますが」


「作ってもらえるならそれがベストじゃな。それとは別に提てい案あんなんじゃが……レイハからソルバニアの情報を聞き出す役目をワシに任せてはもらえんかね？　艦長がこの通りでは魔法の存在を信じないわけにはいかんし、正しく対応するには早さつ急きゆうな事態の把は握あくが急きゆう務むじゃ。できれば生徒諸君には外へ出てもらって質しつ問もんに集中したい。もちろん聞き出した情報は全校生徒に公開するし、ビデオを回してもらっても構わん」


「レイハと二人きりで？」


「いや、立ち会う人間が必要じゃな──神矢君！」


　村雨に名指しされても、大作はあらかじめ心得ていたように驚かなかった。


「生徒代表として立ち会い人と記録を頼みたいんじゃが」


「そういうのは僕ぼくの役目でしょうね」


「うむ。君はいかにも『優ゆう秀しゆうな助手』タイプじゃからな」


　村雨の提案に生徒たちから強い反発はなかった。レイハの正体やソルバニアについて知りたいことは山ほどあるものの、自分たちだけではその謎なぞを明らかにするまでにどれだけの時間を要するか、その過か程ていでどんなトラブルが巻まき起こるか分かったものではない──それを生徒たち自身が自覚しはじめていたからだ。


「ドクターの言い分ももっともだな。ただし私も同席させてもらおう。彼女から得た情報は全校集会にて報告の場をもうけることとする──それでいいな？」


　藤堂のＧＯサインが出たのを受けて、慶一郎は〈言いくるメガホン〉を手に取った。


「聞いての通りだ。レイハと遊ぶのは後回しにして平へい常じよう授じゆ業ぎように戻もどれ。情報が揃そろった段だん階かいで再ふたたび招しよう集しゆうをかける──以上、解散！」


「は～い！」


　慶一郎の命令に生徒たちは素す直なおに従したがい、各おの々おのの教室に戻っていった。


　大門高校に再び平へい穏おんな時間が訪おとずれる。しかしそれが長くは続かないであろうことは誰もが承しよう知ちしていた。
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　クイニーアマンはフランス・ブルターニュ地方の伝でん統とう的なお菓か子しである。


　ブルターニュ語でクイニーは「お菓子」、アマンは「バター」を意味する。


　パン生き地じにバターを折り込み、畳たたんで伸のばすを繰くり返すことで層そうを作るやり方はクロワッサンやデニッシュに近いが、クイニーアマンの場合はグラニュー糖とうを手粉代わりにたっぷりとまぶしながら作っていく。この生地を軽く焦こげ目がつくまでしっかりと焼くと、砂さ糖とうがカラメル化して全体をコーティングし、表面はカリッと、中はサクサクとした食感になる。焦がしバターの風味が香こうばしく、甘くてしょっぱい独どく特とくの味わいがたまらない。


「いっただっきまぁ～す！」


　タマちゃんことバラキレワ（小）は焼き上がって間もないホカホカのクイニーアマンにかぶりついた。さっきまでの澄すまし顔がとろけるような笑え顔がおに変わる。まさに天使だ。


「初めて作ったにしては上う手まくできたな」


「そう？　よかった」


　試食した慶一郎が褒ほめると、飛鈴ははにかんだ笑みを浮うかべた。慶一郎はレシピを教えて監かん督とくしただけで、実じつ際さいの作業はすべて飛鈴が担たん当とうしていた。


　時じ刻こくは午後三時を過すぎている。クイニーアマンの材料は家庭科教室の冷れい蔵ぞう庫こに揃っていたが、パン生地を発はつ酵こうさせるための時間が必要なため、すべての手順を一度で成功させなければ二時間では完成しない。お菓子作りに関しても飛鈴の腕うで前まえは一流だった。


　三人がいるのは昼食を摂った応おう接せつ室しつである。ＰＣ教室で村雨がレイハからソルバニアの情報を聞き出している間、バラキレワも艦長として同席していたが、すぐに飽あきてむずかりはじめたので慶一郎の方で預あずかることになった。大人に戻すのが最さい善ぜんのはずだが、その提案はレイハによって却きやつ下かされている。曰いわく、全校生徒の中で『子こ供どものタマちゃんと遊びたい』という意見が大おお勢ぜいを占しめているため魔法が解とけないのだという。


「それにしても……よく平静でいられるな」


　ミルクティーを半分ほど飲んでカップをテーブルに置くと、慶一郎は隣となりに座すわる飛鈴の方を見ずに言った。


「異い世せ界かいからやってきた魔女っ子が潜せん水すい艦かんを釣つり上げて艦長を子供に変えた……こんなクレイジーな状じよう況きようの中でよくも落ち着いて振ふる舞まえるもんだ」


「それは──だって、あなたが動じていないもの」


　飛鈴は噴ふき出しそうになりながら答える。


「それに彼女を異世界から連れ帰ったのも、潜水艦を釣り上げたのもあなたよ。そのあなたが落ち着いているから、生徒たちも安心して悪ふざけができる。もしあなたが血相を変えてオロオロするようなことになったら、その時こそパニックだわ」


「買い被りすぎだな。俺おれは事態を把握してるわけじゃない。レイハの存在を生徒たちが受け入れた以上、それが原げん因いんで何が起きたとしても俺の知ったことじゃねえと思ってるだけだ」


「それでも私はあなたを信じる。そう決めたから、怖こわいことは何もない──」


　慶一郎は飛鈴を見た。まっすぐに自分を見つめる飛鈴と視し線せんが絡からみ合う。


　テーブルを挟はさんだ向かい側に座すわっているバラキレワは、クイニーアマンをかじるフリをしながら、見つめ合う二人を興きよう味み津しん々しんの目つきで観察している。


　その沈ちん黙もくを破やぶったのは、せわしい足音と扉とびらが開く音だった。ノックもなしに応接室に飛び込んできたのは大作である。


「ここにいたんですね。家庭科教室にいなかったからどこかと思って……捜さがしましたよ」


　息を荒あらげた大作は、まるで徹てつ夜や明けのような憔しよう悴すいした顔つきになっていた。


「どうした？　何か問題か」


「いえ、ドクターが報告会を開きたいから皆みんなを集めろって……場所は講こう堂どうです。それから、ええと……そうだ、校内放送で知らせないと」


「分かったから少し落ち着け。報告会だと？　ずいぶんと早いな。明日の朝までかかると思ったが」


「もちろんすべてを聞き出せたわけじゃないんですが、とにかく先に知らせておきたいことが多すぎて……」


　大作は飛鈴の差し出したコップの水を一息に飲み干ほし、少し生気を取り戻した。


「とにかく講堂に来てください。準じゆん備びが整い次し第だい、全校集会をはじめます」





　大作の言う準備が整い全校集会が開かれたのは、通達からきっかり三十分後だった。


　慶一郎がメガホンで招しよう集しゆうするまでもなく生徒たちは講堂に殺さつ到とうし、自主的にパイプ椅い子すを並ならべた。普ふ段だんから突とつ発ぱつ的なイベントに備そなえているＫファイト実行委員会が中心に準備を進めたとはいえ、人手が足りないため生徒の席までは間に合わなかったのだ。当初、真ま面じ目めな生徒は設せつ営えいを手伝って学年クラスごとに整然と並べていたが、そのうち演えん壇だんに近い席から埋うまりはじめ、やがてなし崩くずし的に早い者勝ちの席取りになった。遅おくれてきた生徒は自分でパイプ椅子を取ってきて、空いている場所を探さねばならなかった。


　全校集会らしからぬ極きわめて雑ざつ然ぜんとした雰ふん囲い気きの中、緞どん帳ちようが上がり、マイクを手にした村雨が演壇に姿すがたを現あらわした。背はい景けいには上じよう映えい会用の白いスクリーンがかかっており、上手に設もうけられた関係者席には慶一郎と藤堂校長、涼子と大作、そしてバラキレワが連れん座ざしている。バラキレワが座っている椅子だけがなぜかロココ調のアームチェアだった。


『──待たせたな、諸しよ君くん！　あらためて自じ己こ紹しよう介かいさせてもらおう。ワシは万ばん能のう潜水艦アトラゴンの技ぎ術じゆつ顧こ問もん、ドクター・マックス＝村雨じゃ。まあ天才科学者と思ってもらって間ま違ちがいはない』


　軽く笑いを取ると村雨はすぐに本題に移うつった。


『諸君らに集まってもらったのは、魔ま女じよっ子レイハの正体と異世界ソルバニアの謎なぞ、そして魔法の仕組みについて興味深い情じよう報ほうが得られたからじゃ。そしていくつかの要よう件けんについては早さつ急きゆうに諸君らに知らせておく必要があった。レイハがこの場に同席していないことを不ふ審しんに思うかもしれんが、彼女は校内で起きることに関してはすべてを把は握あくしていて、その必要がないからであって他意はない。彼女には後ろにあるスクリーンに必要に応おうじて資し料りよう画が像ぞうを表ひよう示じする仕事を頼たのんである──レイハ、ワシの声が聞こえているかね？　聞こえていたら顔を見せてもらえるかな』


　村雨が呼よびかけると背はい後ごのスクリーン全体が白く発光し、レイハの顔がドアップで映うつし出された。生徒たちの間から「おおっ」と驚おどろきの声が上がる。映えい像ぞうはプロジェクターで投とう影えいされているわけではなく、スクリーン自体が発光して像を結んでいた。おそろしく鮮せん明めいな画像である。


『近すぎるな。少しカメラを引いてくれたまえ』


　画像がズームアウトし、レイハの腰こしから上が画面に収おさまるアングルになる。


『よろしい。それでは第一次報告会をはじめるとしよう。最初にソルバニアにおける〈魔法〉の原理についてじゃが、説明の前にまずはこれを見てもらおう』


　スクリーンにウインドウが開き、シンプルな公式が表示された。





　E＝mc[image: ]





『物理学を知らん者でも一度や二度は目にしたことはあるじゃろ。アインシュタインが発表したエネルギー・質しつ量りよう保ほ存ぞん則そくの公式じゃな。Ｅはエネルギー、ｍは質量、ｃは光速度を意味している。光速度不変の原理を考こう慮りよすればｃの値あたいは変化しない。よってこの公式は「エネルギー量は質量によって決まっている」ことを意味する。例えば一キログラムの物体をエネルギー変へん換かんするとおよそ二百五十億キロワット時と等とう価かになるわけじゃが──この数すう値ちは憶おぼえなくていい。試験には出ないからな』


　公式が出た段階で早くも拒きよ否ひ反はん応のうを示しめしはじめている一部の生徒を気き遣づかって村雨はジョークを挟はさむ。


『ここで押おさえておいてもらいたいポイントは、エネルギーと質量は等価であり互たがいに変換可か能のうということじゃ。量子力学の世界ではエネルギーさえあればいかなる物質も作り出すことができるとされている。カボチャを馬車に変える魔法も、エネルギーを物質変換することで実じつ現げんしていると考えられる』


　関係者席の涼子は隣となりの大作の袖そでをつかむと、顔を寄よせて耳打ちした。


「あたし最近、あれとほとんど同じ話を聞いたような気がするんだけど……」


「気のせいじゃないですよ。僕も同じことを思いましたから。右う京きようさんは要点しか教えてくれませんでしたが、これからドクターが話す内ない容ようはさらに核かく心しんに迫せまってます」


　それを聞いた涼子は納なつ得とくして村雨の話に耳を傾かたむけた。


『さて……原理はそれでいいとして、魔法を実現するためにはいくつかの要件がある。諸君らは何をもって魔法と呼ぶかね？　呪じゆ術じゆつ的なものを除のぞけば、魔法とは「人の願望を直ちよく接せつ的に実現する力」と言えるじゃろう。遠く離はなれた場所に素す早ばやく移い動どうしたい時、現代の人間ならば乗り物という道具を利用する。乗り物に頼たよらず、身体からだひとつで、行きたい場所を念じただけで瞬しゆん間かん的に移動できる──それでこそ魔法と呼ぶべき代しろ物ものじゃ。そういった究極の利便性せいを実現するために必要なものが三つある。第一に自由に利用可能な、物質生成をも可能にするほどの莫ばく大だいなエネルギー源げん。第二にそのエネルギー・物質変換の演えん算ざんを行う超ちよう高性能なプロセッサー。そして第三の要素は、それらのシステムと人間の精せい神しんを接せつ続ぞくする完かん璧ぺきなマン・マシン・インターフェース。ソルバニア人はこの三つを揃そろえて魔法というシステムを構こう築ちく──いや、発明したのじゃ』


　スクリーンの公式が消え、白い画面に黒いシルエットのアニメーションで三つのオブジェクトが現あらわれる。最初は西洋風の剣けん、次は分ぶ厚あつい本、最後は長いローブを着た人物だった。


『ソルバニアにおいてそれら三つの要素は明めい確かくな形をもって表現される。


　エネルギー源となるのは超巨きよ大だい質量の塊かたまりである〈闇やみ王おうの剣けんシュヴァルツカイザー〉。


　超高速の演えん算ざん装そう置ちであり無む限げんの記憶容量を持つ〈冥めい王おうの書アザナトゥース〉。


　魔法の発明者であり人間と契けい約やくしてその願望を叶かなえる──〈魔王〉と呼ばれる存そん在ざいじゃ』


　スクリーンに表示された剣と本と人物にそれぞれ〈闇〉〈冥〉〈魔〉の文字が白抜きで付ふ与よされる。


『重い物質が〈剣〉の形、情報処しよ理り装置が〈本〉の形をしているのは実に象しよう徴ちよう的じゃな。三つめの〈魔王〉はシステムと人間との仲立ちをする存在じゃが、特定の個こ人じんを指しているのか、あるいは擬ぎ人じん化かされたものなのかは今のところはっきりしていない』


　村雨は急に言葉を切って関係者席の方を注ちゆう視しした。いよいよファンタジーっぽい話が出てきて聞き入る体たい勢せいになっていた生徒たちが何事かとざわつきはじめると、村雨は人差し指を口に当てて静かにするようにジェスチャーで示した。


　村雨の視線の先にあるのは、アームチェアの肘ひじ掛かけに寄よりかかるようにして居い眠ねむりをはじめたバラキレワだった。隣の大作が立ち上がり、軽く手を振って合図を出すと、舞ぶ台たい袖そでに控ひかえていた数名のスタッフが急ぎ足で出てくる。一いち眼がんレフを持った大作がバラキレワの正面に、他のスタッフは背景用のバックペーパーや手持ちの照明、レフ板を持ってそれぞれの配置についた。全校生徒は大作たちの意図をたちどころに理り解かいし、物音を立てないように努めて協力した。


　奇き妙みような沈ちん黙もくと一体感が支し配はいする講こう堂どう内に、シャッターを切る音だけが響ひびく。


　涼子はバラキレワの椅子が撮さつ影えいのために用意されたものだと知って納なつ得とくしつつ、呆あきれた顔でその様子を横から眺ながめていた。


「うう～ん……」


　バラキレワが目を覚ます気配を見せると、大作と撮影スタッフはさながら忍にん者じやのごとく足音を立てずに素早く退たい散さんした。


『──それでは話を続けよう』


　大作が自分の席に戻ったのを確かく認にんしてから、村雨はマイクの電源をオンにする。


『次に見てもらうのはこの画像じゃ』


　スクリーンに映し出されたのはＣＧで立体的に描びよう画がされた奇妙な物体だった。椎しい茸たけの笠かさを思わせるレンズ型の円えん盤ばんの下に、適てき当とうな鉄てつ屑くずやスクラップを集めてシャンデリアの飾かざりよろしく溶よう接せつしたような構造物である。物体の周囲には二重のリングがゆっくりと回っていて、最下部には卵型の黒い球体がつながっている。


『これは何に見えるかね、校長？』


　急な質しつ問もんを受けて、藤堂はわずかに緊張した表情を見せた。


「……こんな形のものは見たことがないな」


『見たことがないのは当然じゃよ。ワシは何に見えるかと訊いている』


「ふむ……形からしてこれは宙ちゆうに浮いているのかね？　だとするとＳＦ映えい画がに出てくる宇う宙ちゆうステーションに見えなくもない」


『南雲君はどうじゃね？』


　腕うで組ぐみしてスクリーンを注ちゆう視ししていた慶一郎は、問われて村雨に目を移うつした。


「見た覚えはないが……見たことはあるかも知れないな」


『さすがだな南雲君。すでに正せい解かいを見つけたか』


「いや……初歩的な推すい理りだ」


『よろしい。答えはワシの口から言わせてくれ』


　村雨はざわめく生徒たちに向き直ると、咳せき払ばらいをひとつしてから正解を告げた。


『これはレイハの故郷ふるさとである異い世せ界かい──〈ソルバニア〉の全体図じゃ』


「ほえええええ～～～～～～～～ッ!?」


　驚きよう愕がくと困こん惑わくの入り交まじったどよめきが講堂内に響ひびいた。


　その声がさらに高まって裏うら返がえる。ソルバニアの全体図がスクリーンから抜け出し、生徒たちの頭上に浮かんだからだ。


『古代インドの宇宙観の図を上下逆ぎやくにひっくり返したようにも見えるが、ソルバニア人がこのように世界を捉とらえているということではない。これはレイハが持っているソルバニアの内部構造を元にモデリングした構造図じゃ。上の円盤部分がソルバニア人の居きよ住じゆう区くとなっているらしい』


　ソルバニアの立体映像が縦たてに回転して裏返しになり、真上から見る角度に変わる。円盤型の外観はハマグリのような扇形をした三つのユニットによって形作られていた。


『ソルバニア・コロニーは三つのエリアに分かれていて、それぞれ〈サーガイア〉〈ネメシス〉〈ソル＝バルウ〉という独立した都市となっているそうじゃ。南雲君が召喚されていたのはこのうちの〈サーガイア〉で、他の二つの都市は休きゆう眠みん中にあるという。正確な規模は分からんが円盤の直径は少なくとも百キロメートル以上はあるらしい。東京都が丸ごと楽に入る大きさじゃな』


　立体映像が横向きになり、周辺のオブジェクトが半はん透とう明めい化かした。円盤形コロニーから下に伸びている太い幹みきか根のような中心軸じくが見える。


『このメインシャフトの内部にソルバニアの動力源である〈闇やみ王おうの剣けんシュヴァルツカイザー〉が収しゆう納のうされている。名前からしておそらく反物質か暗黒物質ダーク・マターの塊かたまりじゃろうな。あるいはブラックホールになる寸すん前ぜんの状じよう態たいで保ほ持じされているのかもしれん』


　村雨はメインシャフトによって串くし状じように貫つらぬかれている途と中ちゆうの構造物については言げん及きゆうせず、再ふたたび映像が回転して最下部の卵たまご形がたの黒い球体がアップになった。メインシャフトの先せん端たんが指のように開いて卵をつかんでいるように見える。


『この黒い卵型の部分は〈魔王の玉ぎよく座ざ〉と呼よばれている。この中には当然〈魔王〉がいるはずじゃが、実体として存そん在ざいしているとは断だん言げんできんので確かく証しようはない。ソルバニアの大まかな構造としてはこんなところじゃな』


　立体映像は再びスクリーンに吸すい込こまれ、平面に戻もどった。生徒たちは興こう奮ふん冷めやらぬ様子でざわめきが収まらない。村雨は一通りの解説は終えたというようにマイクを置き、水差しの水を飲みながら、生徒たちの反応を眺ながめている。


「──ちょっと待ってよ！」


　涼子は机つくえを叩たたいて立ち上がった。


「まさかこれで終わりってんじゃないでしょうね!?　訊きたいことは山ほどあるのに」


「せっかちじゃな。ソルバニアがこういう姿をしているという情報から推測できることは数多い。それを考える時間が必要じゃろう。ふむ……そろそろ集計が出る頃ころかな」


「集計？」


　スクリーンに再びレイハが登場した。


『大門高校の生徒が考えた〈ソルバニアについて知りたいことＴＯＰ３〉を発表します』


　唐とう突とつすぎるお知らせに啞あ然ぜんとしている涼子にはお構いなしに、レイハは発表に移うつった。


　ドロロロロロ……


　スピーカーからドラムロールの音が流れる。


　ダダダン！


『第三位──〈ソルバニアってどこにあるの？〉』


　そこそこ派は手でな演えん出しゆつのわりに、さっぱりやる気の伝わってこない口調である。村雨はマイクを取って話しはじめた。


『南雲君の口からソルバニアの重力が地球上よりも弱いとの報ほう告こくがあった。ソルバニアが宇宙要よう塞さいを思わせる形けい態たいをしているところから見ても、やはり無重力空間──すなわち宇宙空間に存在すると考えるのが自然じゃ。しかしレイハの話をワシなりに解かい釈しやくしたところでは、現在のソルバニアは三次元空間とは隔かく絶ぜつした虚きよ数すう空間にあるらしい。負のエネルギーで満ちた真空空間──それは〈ディラックの海〉と呼ばれている。そこでは時間は逆行し、エントロピーも負の性質を持つ。ワシがソルバニアの存在する場所が過か去こか未来かと質しつ問もんした時に彼女は答えなかったが、答えを知らなかったのではなく、そのどちらでもなかったというわけじゃな。まあ諸しよ君くんらにしてみれば虚きよ数すう空間がどーのと言われてもよく分からんじゃろうから、ざっくり〈異い次じ元げん〉と理解しておけばよかろう。単たん純じゆんに〈魔界〉の方がしっくりくるかもしれんな。好きな方を選んでくれ』


　結けつ論ろんがざっくりしすぎてほとんど意味のない解説に聞こえる。レイハはとくにコメントを挟はさむこともせず次の発表に移った。


『第二位──〈ソルバニア人って何人いるの？〉』


『基本的な質問じゃな。これはレイハ自身の口から答えてもらおうか』


『サーガイアの総そう人口は十二億七千八百二十二万六千二百八十七人です。ネメシスとソル＝バルウについてはデータがありません』


『他のユニットの人口もほぼ同数と考えて単純に三倍すれば、おおよそ四十億人前後といったところじゃな』


「待ちたまえ！」


　その数字を聞いた藤堂が即そく座ざに異い議ぎを申し立てた。


「君はついさっきソルバニアの居住区の大きさを直径百キロと言わなかったかね？　サーガイアだけでも中国の総人口よりも多い！　その三倍の人間がその中で生活しているとはとても思えんのだが……」


『それでは第一位の発表に移ろうか』


「答える気はないのかね!?」


　藤堂の質問を完全に無視する形で、レイハが第一位を発表する。


『栄えある第一位は──〈ソルバニア人ってどんな生活をしてるの？〉でした』


「おお～～～」


　感かん歎たんの声が響ひびいた。全校生徒のほとんどが第一に興味を抱いだいた謎なぞである。


　聴ちよう衆しゆうが静まるのを待って村雨は解説をはじめた。


『さて、ここからが本日の見せ場ハイライトじゃな。さっきそこのグラサンが指し摘てきしたように、四十億もの人間が直径百キロの円盤の中で生活ができるのか──？　結論から先に言えば、諸君らが常じよう識しき的に考えているような地球人的な生活は不可能じゃろう。ではソルバニア人はどうやって暮くらしているのか……答えはこうじゃ』


　スクリーンにトイレの男女のマークのように記号化された人物のＣＧが表示された。人物は棺ひつぎを思わせる透とう明めいなカプセルに収しゆう容ようされ、画面の隅すみに置かれる。次に出てきた人物も同じようにカプセルに入れられ、最初のカプセルの隣に並ならべられる。それが何度も繰くり返されてスクリーン一杯にカプセルが並ぶと、今度は画面がズームアウトして表示されるエリアが広がった。その後も人の入ったカプセルは並び続け、一連の動きはどんどん加速される。やがて数千数万という数のカプセルが縦たて方向にも積み重ねられていく──


『直径百キロに四十億人を収容できる秘ひ密みつとはつまりこういうことじゃ。ソルバニア人が地球人と同サイズだとしても、ギュウギュウに詰つめ込めばそれくらいは余よ裕ゆうで入る』


「──ドクター、質しつ問もんがある」


　慶一郎が手を挙げた。


「ソルバニア人が全員棺かん桶おけに入っているなら、俺おれが見た都市は何だ？　確かに人気はなかったがかなりの広さだ。あれも円えん盤ばんの中か？」


『円盤の中とも言えるし、そうでないとも言える』


「分かるように説明してくれ」


『よろしい。では次の図を見てもらおう』


　無数のカプセルのひとつが拡かく大だい表示される。カプセルに収容された人物の頭の中にあるピンク色の脳のうから赤いラインが生まれ、頭頂部から身体からだを出て、さらにカプセルの外へと伸びていく。他のカプセルからも同様に赤いラインが伸び、それらは束ねられて一点に集まった。


『ソルバニア人は肉体的には冬眠に近い活動停止状態にあるが、脳と精神は活動していて、ソルバニアのコンピューター・ネットワークに接続されている。おそらくナノマシンによる電脳化を含ふくむ高度なマン・マシン・インターフェース技ぎ術じゆつによって実現されているのじゃろう。彼らの活動する領りよう域いきは物質的世界ではなく、情報によって構こう築ちくされたサイバースペース内にある。すべてのソルバニア人の脳と接続された巨きよ大だいな情報ネットワークシステム──その総そう体たいが〈冥めい王おうの書アザナトゥース〉そのものではないかとワシは考えている』


　いつしか場内は静まり返っていた。村雨はがぶりと水を飲み、喉のどを潤うるおしてから続ける。


『それでは最初の疑ぎ問もんに立ち返るとしよう。ソルバニア人はエネルギーを物質化する魔法を発明した。彼らはそれで何をしようとしているのか？　それは〈新しい宇う宙ちゆう〉を創そう造ぞうすることにある。レイハが諸しよ君くんらの願望を現実化したような小規き模ぼな仕事ではなく、宇宙そのものを造つくり替かえようとしているのじゃ。しかしそれにはまずソルバニア人にとって理想とする〈完全なる宇宙〉を想像しなければならない。彼らは脳をネットワークに接続し全員が〈完全なる宇宙〉のシミュレートに参加している──』


　村雨は慶一郎に向き直った。


『南雲君、さっきの質問に答えよう。君が召喚されていた場所は物質的な意味でのソルバニアではない。〈完全なる宇宙〉をシミュレートする過か程ていで生まれた雛ひな形がた──いわば〈試作された宇宙〉のひとつじゃ』


　低い地鳴りのようなうめき声が場内に響いた。生徒たちの大半は何だかよく分からないがとにかく凄すごそう、と感じて驚いているに違いない。


　村雨は大おお仰ぎように断だん言げんしたが、慶一郎はいまひとつピンとこない顔で反論した。


「理想の宇う宙ちゆうにしては殺風景なうえに怪かい物ぶつが暴あばれてる世界だったが……」


『君が召しよう喚かんされるような事態じゃ。その世界に参加していたソルバニア人は退たい避ひしていたと考えるのが妥だ当とうじゃろ』


「じゃああの怪物はそもそも何だ？　理想の宇宙に必要とは思えないが」


『仮か説せつでよければ聞くかね？』


「伺うかがいましょう」


　村雨は不ふ敵てきな笑えみを浮うかべて顎あごを撫なでると、生徒たちに呼びかけた。


『では諸君！　試しに想像してみてくれたまえ。ここにいる全員──四百人ほどかな？　その全員が完全に満足しうる〈理想の世界〉というものを』


　生徒たちはその質問を面おも白しろがったが、すぐにその困こん難なんさに気付いて多くが眉まゆをひそめた。


『少し考えれば四百人どころか、自分一人だけが満足する世界ですら想像し難がたいことが分かるじゃろう。人間の欲よく望ぼうというものはそれ自体が矛む盾じゆんを内包している。それゆえに完全な満足などあり得ない。もし仮に討論のための無む限げんの時間が用意されているとして、互いのことを理解し合い、意見をすり合わせて要よう件けんをひとつずつ満たしていき、理想の世界の完成度を高めていったとしても──逆に完成度が高まれば高まるほど、その世界に馴な染じまず抑よく圧あつされたものが形となって現れてくるはずじゃ。ソルバニアの怪物の正体もそれに類するものと考えられる。要は〈イドの怪物〉というわけじゃよ。まあ答えとしてはいささか陳ちん腐ぷな感は否いなめんがね』


「しかし分からんな」


　藤堂は机に両りよう肘ひじをつき、顔の前で両手の指を組み合わせるいつものポーズで疑問を投げかけた。


「その話が本当なら絶望的な試みと言わざるを得ないな。ソルバニア人はなぜそんなことをはじめた？」


『そうせざるを得なかった──と考えるのが妥当じゃろうな。現在のソルバニアが〈ディラックの海〉に浮かんでいるとしても、因果関係の順序でいえば彼らのルーツが未来にあるとワシは今でも確信している』


「ソルバニア人は未来の地球人であると？」


『おそらく未来において人類の生存が困難になる事態が生じたのじゃろう。他の星系に移い住じゆうする程てい度どでは回避しきれない未み曾ぞ有うの宇宙的災さい害がい、あるいは人類にとって強大な天敵が現れたのやもしれん。絶ぜつ滅めつを免まぬがれるには虚きよ数すう空間に逃れ、魔法を使って〈新たな宇宙〉を創そう造ぞうする他に生き残る術すべがなかった──こういった喩たとえは個こ人じん的には好きではないが、ソルバニアが〈箱舟アーク〉だと考えれば一応の説明はつく』


　いつしか場内はどこか呆ほうけたような雰ふん囲い気きに変わっていた。村雨の広げた風ふ呂ろ敷しきが大きすぎて、生徒たちもにわかには呑のみ込こめないと感じているのだ。村雨は少し間を置いて、生徒たちが落ち着くのを待った。


『さて……以上でソルバニアの事じ情じようは一通り理り解かいしてもらえたことと思う。本題はここからじゃ。彼女──ソルバニアのレイハの正体と、我われ々われの直面している問題について語っておこう』


　レイハの正体と聞いて、生徒たちは少し元気を取り戻したらしく身を乗り出してきた。


『サーガイアのサイバースペースには〈四神官〉と呼ばれる管理者がいる。これは個人ではなく、ソルバニア人の集合意い識しきから生み出された超ちよう自じ我がのような存そん在ざいじゃ。コロニーの他のユニット、ネメシスとソル＝バルウにも同様に四神官がいる。その十二神官を上回る権けん限げんを〈魔王〉から与あたえられた十三番目の管理者──それが彼女、レイハじゃ。彼女の肩かた書がきは〈イクサノミコ〉というらしい。イクサは日本語の「戦いくさ」、ミコは当然「巫み女こ」じゃろうな。〈完全なる宇宙〉をシミュレートする過か程ていでシステムの脅きよう威いとなる問題が生じた場合に起動するセキュリティ・プログラムのような──いや、それそのものの存在じゃ。彼女自身は与えられた役割に従って行動するだけだが、地球に来た時点でソルバニアとの情報接続を断たれ、本来の使命を果たせない状態に陥おちいった。現在の彼女の行動規き範はんは、幸か不幸か諸君ら大門高校の生徒たちの願望を叶かなえることを最優ゆう先せんに設せつ定ていされている。そもそも魔法というシステムが人のモチベーションなしには起動しないものであるなら、これもまた必然と言えるのかもしれんな』


「……結局、俺は余よ計けいなことをしたのか？」


『さあて、それは分からんよ。現時点ではな』


　慶一郎の問いに、村雨は無む責せき任にんに答える。


『サーガイアの四神官が魔物を瓶びん詰づめにして地球に送り込んでいること、それにイクサノミコのレイハを排はい除じよしようとしたことは危き険けんな兆ちよう候こうといえるじゃろうな。彼らは〈完全なる宇宙〉を諦あきらめて不完全なままのシミュレートで宇宙創造をはじめるつもりか、あるいは〈ディラックの海〉から三次元空間に舞い戻ろうと画かく策さくしていると思われる。そのために地球に危機が訪れたとして、それに対応しうる者はレイハと、ここにいる諸君らしかおらん。逆に言えばヒーローになれる絶好のチャンスでもある』


「ええええ～～～～!?」


「マジで～～～？」


　生徒たちの声には驚おどろきよりもむしろ嬉うれしげな響ひびきがあった。村雨の甘かん言げんにあっさり乗せられている。


『彼女の魔法を遊びに利用するのも結構じゃが、そのことを肝きもに銘めいじておいてもらいたい──ワシからの話は以上じゃ』





　　　　☆





「もう少しオブラートに包んで話すべきじゃったかのう」


　全校集会を終えてＰＣ教室に戻もどってきた村雨は、意外にも反省の言葉をもらした。


「ファンタジーだと思っとったのが実はサイバーパンクじゃったと知って、生徒諸君は落らく胆たんしとるんじゃあるまいか？」


「どっちも日本じゃマイナーなジャンルだし、別にいいんじゃないですか。それともみんながガッカリすると問題でも？」


「大ありじゃよ」


　大作の問いに、村雨はいかにも深刻だという顔で答える。


「レイハの魔法は生徒たちの総そう意いに左右されるからな。極きよく端たんな話、全校生徒がその気になれば地球を滅ほろぼすくらいのことは簡かん単たんにできる。ネガティブになってもらっては困る」


「考えすぎだと思いますけど……」


「うむ、ワシもそう思う。何よりここが日本じゃったのが幸いじゃな。世界一お気楽な国じゃからな」


「反省会は後回しにして、今後の方ほう針しんについて話し合いたいのだがね」


　すっかり村雨に主しゆ導どう権けんを奪われた形の藤堂が苦々しい口調で提案した。藤堂が目を向けたのは、窓まど際ぎわに立ち夕日を浴びるアトラゴンを眺ながめている慶一郎だった。


「南雲君、まずは君の考えを聞こう。とりあえずレイハがここを動けない以上、君もここに留とどまるということで異い論ろんはないな？」


「そうせざるを得ませんね」


「では復ふく職しよくしたまえ」


「それは……」


「ハイハーイ！　校長！　それに関しては僕ぼくから提案があります!!」


　慶一郎の返答をさえぎって大作が大はしゃぎで進言する。


「南雲先生はこれまでソルバニアに召喚されていたせいで何度も自分の授じゆ業ぎようをサボっています。レイハがこっちに来たことで召喚されることはなくなりますが、ソルバニアから怪かい物ぶつが送り込まれてくるたびに出動することになるでしょうから、結局同じことになると思うんです」


「……それで？」


「だから英語の授業とクラス担たん任にんは、今後も飛鈴先生にやってもらうというのはどうでしょう？　代行じゃなくていっそ正式に就しゆう任にんしてもらうということで」


「とんでもないわよ！」


　涼子は大作のシャツの胸むな倉ぐらをつかんで吊つるし上げ、前後に揺ゆさぶった。


「南雲先生が戻ってきたんだから、とっとと帰ってもらうのがスジってもんでしょ!?」


「でも英語教師としては優秀ですよ？」


「だからヤなのよ！」


　涼子に責せめられても大作の顔からニヤケた笑みが消えることはなかった。


「こういう意見もあるが……どうかね南雲君？」


「いいアイデアですね。俺が教師の仕事を続けるのは無理ですから」


「なぬぅ!?」


　涼子は思わず大作から手を放した。藤堂はバラキレワの髪かみをブラシで梳とかしてやっている飛鈴に訊たずねる。


「やってくれるかね？」


「ダーリンの頼たのみとあれば喜んで」


「うそ──ん！」


　絶望に打ちひしがれた涼子は膝ひざから崩くずれて頭を抱かかえ、まんまと望みを叶かなえた大作はバンザイを三唱した。


「じゃあ南雲先生には学食のおばちゃんになってもらうってことで……」


「それは断る」


　一言で却きやつ下かされ、バンザイしたままの大作の両腕が横向きにクタッと倒たおれる。


「ところで君は〈Ｖ─１エクストリーム〉の直前に鬼おに塚づか家を出ていたそうだが、どうするつもりかね？」


「鬼塚家には戻りません」


「では近くに部屋を借りるかね」


「そんなことしなくてもうちに来ればいいじゃない。前も泊とまったんだし」


「何やと!?」


　涼子の台詞せりふを聞きとがめた静馬が裏うら返がえった声を出した。


「南雲を泊めたんか？　どういうことや!?」


「どうもこうも……公園に落ちてたから拾って帰ったのよ」


「イヌネコか！」


「ちょうどそんな感じでしたよ」


　当時、タッチの差で拾い損そこねた大作がコメントする。


「教師のくせに自分の生徒の家に泊まるとはどういう了りよう見けんや！　なんちゅう破は廉れん恥ちな」


「破廉恥が固まって人間の形になったみたいなあんたが言う台詞せりふ？」


「オレは垢あか太郎か!?　クソッ……こうなったら今日はお前んちに泊まるからな」


「勝手に決めるんじゃないわよ」


　二人の漫まん才ざいには構かまわず、慶一郎は藤堂に言った。


「俺おれはここを離はなれません。その必要もないでしょう」


「そうか……実を言うと、長らくここの用よう務む員いんを勤つとめてこられた方がぎっくり腰ごしで休養中なのだが、後任がいればこれを機に引いん退たいしたいと言っている。君さえよければ仕事を引き継ついでみるかね？　用務員室なら寝泊まりに不自由はないし、君がいれば警けい備びも万全だ」


「お受けしましょう」


　慶一郎は即そく答とうした。大門高校用務員・南雲慶一郎の誕たん生じようである。


「用務員？　用務員やと!?」


　静馬が慶一郎を指さしてプッと噴ふき出した。


「南雲！　お前分かっとんのか？　用務員になるっちゅうことがどういう意味か！」


「…………？」


「こういう諺ことわざを知っとるか？　『教師が生徒を殴なぐっても体たい罰ばつやが、用務員が生徒を殴ったらただの暴ぼう力りよく』ってな！」


「静馬さん……Ｋファイト制度がある時点で教師も用務員も関係ないと思いますが」


「なにィィッ!?」


　大作の冷静なツッコミに、静馬の得意満面の笑みが凍こおり付いた。


「だっ、誰だれや!?　そんなワケの分からんルール作った奴やつは！」


「鏡を見たことないの？」


　涼子たちのやり取りを見ていた村雨はガハハと快かい活かつな笑い声を上げた。


「とりあえずそっちの話はまとまったようじゃな。残る問題は──」


　村雨はバラキレワに近寄ると、しゃがんで目の高さを合わせて進言する。


「艦かん長ちようはひとまずアトラゴンに戻ってもらえるかね？」


「アンタはどーすんのよ？」


「ワシはここに残ってレイハとソルバニアについての調ちよう査さを進める。艦長もずっと子こ供どものままというわけにはいかんじゃろ？　おそらくレイハの魔法は高校の敷しき地ち内にいる間は解とけないじゃろうし、艦もグラウンドに置きっぱなしではな」


「そういえばあの潜せん水すい艦かん、座ざ礁しようしてるのと同じ状態なんですよね」


　大作は窓から身を乗り出してアトラゴンの状態を観察する。慶一郎はレイハに歩み寄って相談を持ちかけた。


「あの潜水艦を海に戻もどしたいんだが……」


「ではこれを」


　レイハが袖そでの中から取り出した物を受け取ったが、慶一郎はその意味がしばらく分からなかった。続いて袖の中から色とりどりの紙テープやくす玉や万国旗が転がり出てきたのを見て、ようやく合が点てんがいく。


　レイハが出したアイテムは──シャンパンの瓶びんだった。





　ガシャアン！


　船首にシャンパンの瓶がぶつかって砕けると、それを合図にアトラゴンの巨きよ大だいな船体がゆっくりと沈しずみはじめた。艦の甲かん板ぱんと校こう舎しやの屋上の間には数百本の紙テープが虹にじの橋のように渡わたされている。


「さよならタマちゃ～～ん！」


「また来てね～～～!!」


　くす玉が割れ、紙吹雪ふぶきが舞う中、全校生徒がアトラゴンを見送っている。その様子を眺めながら、慶一郎は首を傾かしげた。


「なぜわざわざ進水式をやらなきゃならんのか……」


「セレモニーは重要じゃよ。心理的なトリガーとして働くからな」


　村雨は両手に持った小さな日本の国旗とオリオンの隊旗を振っている。艦長が子供の姿で戻ってきたアトラゴンではクルーがパニックを起こしていたようだが、本当に海に戻れば魔法も解けるのか少々心配になってくる。


　屋上にやってきた大作が村雨のところへ駆け寄ってくる。


「できましたよ！　タマちゃんの写真」


「やっと現像ができたか。見せてくれるかね」


「これです」


　大作が差し出したのは生写真ではなく、どう見ても製せい本ほんされたＢ５版の本だった。


「タマちゃん写真集第一弾だんの試ためし刷ずりです」


「ほほう……」


　村雨はパラパラと写真集のページをめくる。講こう堂どうで居い眠ねむりしているバラキレワの写真もあり、少ないシャッターチャンスでよくもこれだけの画が撮とれたものだと感心するほどの出で来き映ばえといえた。


　村雨は顔を上げて、険けわしい目つきで大作を見た。口元を緩ゆるめてニヤリと笑う。


「神矢君、これは……売れるぞ！」


「ですよね！」


　どれだけ出来がよくてもバラキレワの知るところとなれば大問題である。


　完全に手段と目的を取り違えている二人を横目で眺めながら、慶一郎は先行きが果てしなく不安になった。


















　第五十九話　南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうの新しい事じ情じよう







〈十月三日──晴れ〉





　帰るべき家がない──というのは俺にとっては常じよう態たいにすぎない。


　物もの心ごころつく頃には自分が何かの間違いでこの世に生まれてきた余よ計けいな人間だと自覚していたし、家とは社会にとって都つ合ごうの悪い存在を閉とじこめておくための一種の檻おりだと認識していた。そうでない解かい釈しやくの方が一般的だと知ったのはずいぶん後になってからだ。


　帰るべき家を持たない者は、生しよう涯がいを旅人として生きることになる。


　それを不幸だとは思わない。五歳の冬に生まれた家を捨て、祖母とともにその後の数年間を放ほう浪ろうして過ごしたが、今にして思えばその頃が最もつとも幸せだったかもしれない。自分が正しい場所にいるという感かん覚かくがあったからだ。


　社会の一員としての自覚がないせいか、世せ俗ぞく的てきな意味での成功──社会的地位や名めい誉よや財産なんてものには最ハ初ナから興味がなかった。唯一の肉親だった祖そ母ぼが教えてくれたのは上手な世よ渡わたりの方法などではなく、闘たたかうための武ぶ術じゆつだった。母親からもらった頑がん健けんな肉体と祖母から教わった武術──この二つが俺にとっての財ざい産さんのすべてだ。


　正直に告白すると、俺は『幸福になること』を人生の目標にしたことがない。


　こういうことを言うと求ぐ道どう者しやだと誤ご解かいされるから滅めつ多たに公こう言げんはしないが、要ようは世間一般の人間が重きを置くような事こと柄がらは、俺おれにとってはさして価か値ちがないというだけのことだ。一般的な意味での『幸福のかたち』に縁えんがないだけで、人生に目的がないわけじゃない。


　俺が目指しているのはたったひとつのシンプルな目標──『自分だけの力で生き延のびること』だ。


　ただ平へい穏おん無ぶ事じに生き長らえるだけなら簡かん単たんだが、この巨体のせいか、俺という人間は闘いを避さけて通れないようにはできていないらしい。俺の目は常つねに『敵』の姿を探していて、いったん『敵』を見つけてしまえば逃げたり隠かくれたりはできない性しよう分ぶんときている。俺の中には正体のよく分からない闘いへの衝動があって、『敵』に出会うとそれに火が点ついてしまうのだ。問題は勝つにせよ負けるにせよ──結局は誰も得をしないってことだ。


　アトラゴンに乗り込み、成り行きながらオリオンの傭よう兵へいとして闘うことにしたのは、闘うことに意味が欲しかったからだろう。


　居い心地ごこちはそう悪くなかったし、あのまま傭兵として闘っていればあるいは英雄にでもなれたのかも知れないが、結局のところ俺はそれを望まなかった。俺が世界を放浪していたのは『自分がどこででも生きていけること』を確認するためで、帰るべき故こ郷きようを探していたわけではなかったからだ。自分が闘うべき『敵』とその闘いの意味は他人の指さし図ずではなく自分で見つけ出すものだ。それを再確認したことも、アトラゴンを降りた理由のひとつだった。


　さすらうことを宿命としながら、しかし、俺はこの場所を立ち去れずにいる。


　ここにはまだ闘うべき『敵』がいるからだ。


　ただしその本当の正体を、俺はまだ見み定さだめてはいなかった──





　　　　一





　用よう務む員いん・南雲慶一郎の朝は早い。


　午前六時に起き床しよう。見回りついでに校内をランニングし、体操で身体からだをほぐす。超ちよう回かい復ふくの秘ひ術じゆつを使って怪け我がから回復したことと引き替かえに全身の筋きん肉にく量りようが減へっているが、速度や瞬しゆん発ぱつ力りよくについてはむしろ上がっていた。しかし身体が軽すぎて常つねに何か荷物を置き忘わすれてきたような錯さつ覚かくをおぼえる。十キログラムほどの鉄板を入れたベストでも着き込こんだ方がバランスが取れそうに思えた。


　高速歩法の鍛たん錬れんを始めて間もなく携けい帯たい電話が鳴った。村むら雨さめから渡わたされたオリオン製せいの非ひ売ばい品ひんである。かかってきた相手も村雨だった。


『車で来とるんじゃが、正門を開けてもらえるかね』


　正門を開けると、悪あく趣しゆ味みなピンク色に塗と装そうされた高機動多用途装輪車両ＨＭＭＷＶが入ってきた。ベース車となった無ぶ骨こつな軍用車の面おも影かげは残っているが外がい装そうまで改造されており、全体的な印象はオカマのデコトラである。爽さわやかな早朝から目にするには毒以外の何物でもない。


　ハンビー改から降おりてきた村雨は、後部トランクからありとあらゆる種類のセンサーを山やま盛もりに装そう備びしたバックパックを引っ張り出してきた。


「朝っぱらから何の騒さわぎですか」


「遅おくればせながらの科学的調ちよう査さじゃよ。君が召しよう喚かんされた場所を調べれば時空の歪ゆがみに伴ともなう特異現象が観測されるはずじゃ」


　村雨は目に見える魔ま法ほうの現象についてはあくまで懐かい疑ぎ的だった。自分の五感すら疑うたがってかかるところは科学者らしい態たい度どといえる。


「これを正門の脇わきに設せつ置ちしてもらえるかね。登校してきた生徒の数と時じ刻こくを記録したい」


　村雨から渡された小型ビデオカメラとセンサーを頼たのまれた通りに設置する。


「さて、では彼女に挨あい拶さつしてくるとするか」


　パックパックを背せ負おった村雨が歩き出すと、太いコードで接せつ続ぞくされた自走式の電でん源げんユニットがその後についていく。バッテリーが詰つまっているとすると、サイズからして五十キロ以上の重さがありそうに見える。大門高校の校こう舎しやにはエレベーターがないのでどうするのかと思っていると、電源ユニットは六個のタイヤを脚あしのように使って器用に階かい段だんを上っていった。自動制せい御ぎよのロボットでもあるらしい。


「ところで君のいない間にここで起きた事じ件けんについては聞いているかね？」


「それどころじゃなかったんで」


「まあ、そうじゃろうな。事情を知っている者もごく一部にすぎんし……」


　それが何なのかを村雨が説明するよりも先にＰＣ教室改めレイハの部屋に着いた。


「……これはどういうことじゃろか？」


　村雨はドアの手前で立ち止まり訝いぶかしんだ。レイハの部屋の入り口に、昨日まではなかったはずの物が取り付けられていたからである。


　それは朱あかい鳥とり居いだった。入り口を跨またぐようにして打ち付けられている。朱しゆ色いろはペンキで塗ぬられたもので、完全には乾かわき切っていないせいか溶よう剤ざいの臭においがした。掲かかげられた額がくには『戦いくさノの巫み女こ神社』とある。


「鳥居は神しん域いきと俗ぞつ界かいを区画するものじゃから、これはこれで正しい扱あつかいといえるが……生徒たちがやったのかね？」


「おそらく」


　慶一郎が深夜に見回った時にはすでにあったので、放課後に取り付けたのだろう。


　鳥居をくぐって部屋に入ってみると、中の様子も少し変わっていた。レイハの座ざ席せき兼けんベッドとなっているドーム型コンピューター──〈玉座スローン〉の真上に天てん井じようから天てん蓋がいレースが吊つり下げられていて、眠ねむっているレイハは二重の意味で神しん秘ぴのヴェールに包まれていた。


　他にもレイハの前には供く物もつ台や賽さい銭せん箱ばこ、お神み籤くじ箱等が置かれ、壁かべの掲けい示じ板には絵え馬まが下がっている。書かれている願い事は『あと五センチ背せを伸のばしたい』だの『ニキビを減へらしたい』『今度の大会で優ゆう勝しようしたい』などといった個こ人じん的な願いばかりだった。この壁一面が絵馬で埋うめ尽つくされるのも時間の問題だろう。


「御ご神しん体たい扱いか」


「あながち的外れでもあるまい。確たしかに『願いを叶かなえる』という効能については証しよう明めい済ずみじゃからな。しかし彼らは分かっとるのか？　原理からいえば魔ま法ほうは個人的な願望を充じゆう足そくさせるものではないんじゃがな……むう!?」


「何か？」


「レイハを祀まつるのはいいが彼女はあくまで巫女だ。巫女は神に仕えるのがその役目じゃが、この場合、レイハが仕えているのは〈魔ま王おう〉じゃからな……願いが叶ってしまったら代だい償しようを求められるかもしれんぞ？　魂たましいをよこせ、とかな」


「ここの連中の願いなんて知れてますよ。この面おも白しろい事じ態たいがせいぜい長続きすること──そんなところでしょう」


「考えてみれば不思議なものじゃな。魔法少女といっても人間どころか有機生命体ですらない存そん在ざいじゃが、誰も彼女を恐おそれることなく受け入れている。馴なれるのが早いというか能のう天てん気きというか……もっとも下へ手たに危き機き感かんを持たれても困こまるし、有あり難がたくもある。そういえば君自身は彼女の魔法を利用しようと考えたことはないのかね？」


「魔法なんて訳わけの分からない代しろ物ものを頼たよりにするほど落ちぶれていません」


「そうは言っても使えるものは何でも使うんじゃろ？」


　村雨は慶一郎の腰こしにぶらさがっているメガホンと釣つり竿ざおに目を向けた。


「同じ魔法でもアイテム化されていて動作が確かく実じつなものなら信しん頼らいに足るということかな」


「どうせ校内限げん定ていですから」


　レイハの魔法による効こう果かは一部の例外を除のぞき、大門高校の敷しき地ちを出ると消失する。潜せん水すい艦かんアトラゴンがマリアナ近海に戻もどされると同時にバラキレワも元の姿すがたに戻ったことが確かく認にんされていた。バラキレワ自身の記き憶おくはかなり混こん乱らんしているがクイニーアマンの味だけははっきりと覚えているという。ちなみにソルバニアに関する正式な報ほう告こく書しよとは別に、艦のクルーだけにデータで送信した『タマちゃん写真集』はなかなかの好こう評ひようを博したらしい。


　ピッ！


　村雨の持つレシーバーから電子音が鳴った。四桁けたのデジタルカウンターが『0001』と表ひよう示じされている。正門に設せつ置ちしたセンサーが反はん応のうしたのだ。


「ずいぶんと早い登校じゃな。朝練かな」


　村雨は新たな小型ビデオカメラをレイハに向けて設置した。


「これで何人の生徒が登校した段だん階かいで彼女が起動するかが分かる。統とう計けいデータを揃そろえるには一週間はかかるじゃろうが」


　レイハが目覚めるまで他の場所を測そく定ていしに行くという村雨と別れ、慶一郎は用よう務む員いん室に向かった。旧きゆう校こう舎しや一階の端はしに位置する用務員室の前まで来ると、かすかに甘あまい花の匂においがした。足音を消し、気配を殺して近付きノブを握にぎり、ゆっくりとドアを引き開ける。ドア自体は古くて建て付けも悪かったが、入にゆう居きよしたその日のうちに念入りに調整し、開かい閉へいしても一いつ切さいの音が出ないように直してある。中を覗のぞくと客がいた。


　用務員室は小さな台所を兼かねた二畳じようほどの土間と畳たたみ敷じきの六畳間で、トイレと風ふ呂ろは付いていない。一口しかないコンロに火が付いていてケトルが載のっていた。まだ沸ふつ騰とうしていないところからして来たのは十分以内だろう。


　その客は、敷いたままになっている布ふ団とんに抱だきついてゴロゴロしていた。タオルケットに顔を埋うずめ、猫ねこのようにじゃれついている。


「そういう趣しゆ味みか」


「──きゃっ!?」


　可愛かわいい悲鳴とともに布団から顔を上げたのは飛鈴フエイリンだった。こんな場所に太ももも露あらわな超ちようミニのチャイナドレス姿でやってくる女は他にいない。


　取り乱みだしたのはほんの一いつ瞬しゆんのことで、飛鈴はすぐに平静を取り戻した。畳の上に正せい座ざし、三つ指をついて深々と頭を下げる。


「おはようございます。旦だん那な様」


「その呼よび方はよせ」


「じゃあこれまで通りにダーリンで？」


「…………」


　慶一郎は答えず、ケトルの笛が鳴りはじめたのでコンロの火を止めた。


　飛鈴は布団を畳たたんで押おし入れに片かた付づけると、エプロンを着けて朝食の支し度たくに取りかかった。コーヒーを淹いれ、バスケットに詰つめて持ってきたサンドイッチを取り出す。サンドイッチはそのままではなく二枚まい組の平パ鍋ンに挟はさんで焼かれ、ホットサンドにして食しよく卓たくに出された。


「さ、どうぞ召めし上がれ」


　慶一郎は外はサックリ、中はチーズがとろける熱々のホットサンドをあっという間に平らげ、コーヒーをお代わりした。朝食の間、慶一郎はなるべく飛鈴の方を見ないように努めたが、ちゃぶ台を挟んで対面していては不ふ可か能のうである。大だい胆たんなスリットの入った胸むな元もとや、少し屈かがんだだけでお尻しりが見えそうな短い裾すそから伸のびた足がどうしても視し界かいに入ってくる。


「その格かつ好こうで授じゆ業ぎように出るのか」


「まさか。もちろん着き替がえます」


　すなわち慶一郎を誘ゆう惑わくするためだけの衣い装しようということである。慶一郎が用務員に就しゆう任にんしてから三日、朝あさ昼ひる晩ばん三度の食事と三時のおやつはすべて飛鈴の差し入れだったが、衣装の露ろ出しゆつ度が次し第だいに上がってきているのはどうやら気のせいではないらしい。


「せっかくだし、ここで着替えていこうかしら」


　止める間もなく飛鈴はすっと立ち、慶一郎の横を通って部屋の奥おくへ行った。衣きぬ擦ずれの音が背はい後ごから聞こえてくる。コーヒーカップを持ったまましばし硬こう直ちよくしていると、着替えは思ったよりも早く終わった。
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　再ふたたび視界に入ってきた飛鈴は、黒と赤のツートンカラーの革かわつなぎのライダースーツを着き込こんでいた。ヘソの下まで開いたファスナーをこれ見よがしに首元まで上げると、バスケットを手に取る。


「それじゃ、またお昼に伺うかがいますね。ダーリン」


　飛鈴は投げキッスをひとつよこして用務員室を出て行った。慶一郎はカップに残ったコーヒーを飲み干ほしてため息をつく。身体からだにぴったりフィットしたライダースーツの後ろ姿すがたはそれはそれで色気があり、やはり目の毒だと思った。





　　　　二





　魔ま法ほう少女が棲すむ高校の朝は、まずは軽いパニックから始まる。


　正門を通つう過かすることで〈言いくるメガホン〉による規き制せいが解とかれると、生徒の多くが奇き声せいを発しながら校内に突とつ入にゆうし、レイハの元に殺さつ到とうするからである。自分が学校にいない間に何かが起きたのではないかという強きよう迫はく観念に駆かられるためらしいが、生徒たちがいない間レイハは眠ねむっているため当然その考えは妄もう想そうにすぎない。学習能のう力りよくがないのか、メガホンの魔法の効こう果かが優ゆう秀しゆうすぎるのか、三日経たっても生徒たちの反はん応のうは同じだった。


　登校してきた人数がおおよそ三百人を超こえ、ＰＣ教室のあるフロアが生徒たちで一いつ杯ぱいになる頃ころ、時計の文字盤ばんが謎なぞのゲージに変化してエメラルド色に輝かがやきはじめる。すでに恒こう例れい行事となったウェイクアップコールの後、リクライニングシートが持ち上がり、天てん蓋がいレースのヴェールが左右に開いて魔法少女が姿を現あらわす。


　レイハの第一声はいつも決まっていた。


「──ぐーてんもるげん」


『ぐーてんもるげ～～～ん!!』


　なぜ朝の挨あい拶さつがドイツ語なのかは今なお不明である。


　レイハが目覚めてほどなくして予よ鈴れいが鳴ると慶一郎の出番である。生徒たちが何か無む茶ちやなお願いを言い出す前に教室に帰さねばならない。魔法のメガホンの電でん源げん（？）をオンにして生徒たちに呼びかける。


『よーしお前たち、楽しい授業の始まりだ。とっとと教室へ行け！』


『は～～～い』


　生徒たちはやや不満げながら素す直なおに従したがい、解かい散さんしてそれぞれの教室に向かった。どうせ追い払はらうなら立ち入り禁きん止しにしておけばよさそうなものだが、そうしないのはレイハが目覚めた状じよう態たいでないとメガホンの魔ま力りよくが発はつ揮きされないという事じ情じようのためである。


　生徒たちが出て行くのと入れ替かわりにドクター村雨が駆け込んできた。


「今日は三百四十七人目で目覚めたぞ！」


「いちいち俺おれに報ほう告こくしなくていいですから」


　村雨はレイハの玉座スローンに接せつ続ぞくされているパソコンに向かい、持ってきたＣＤ─ＲＯＭをドライブに入れて何かのプログラムを起動した。少し気になってモニターを覗のぞき込むと、画面には大型工作機械を思わせる設せつ計けい図が表ひよう示じされている。


「これは何の図面ですか？」


「変形合体する巨きよ大だいロボじゃよ。設計から物理シミュレートまで簡かん単たんにできるシステムは他にないからな。今のところ構こう造ぞう材に適てきした金属は地球上に存そん在ざいしないが、彼女の演えん算ざん能のう力りよくをもってすれば未知の超ちよう合金のレシピを求めることも可能じゃろ」


「それはオリオンの……？」


「いや、これはワシの趣しゆ味みでやっとるだけじゃが」


「仕事をしろ、仕事を」


「やっとるよ。今日も早朝から働いたし」


　言われてみればその通りである。どこか釈しやく然ぜんとしないものを感じながらも、慶一郎は自分の仕事をするためにレイハの部屋を後にした。





　　　　☆





「──あなたたち、いったいどういうつもり？」


　飛鈴は教きよう壇だんを片かた手てで叩たたき、鋭するどい目つきで教室を見み渡わたした。超ミニのチャイナドレスでも革のライダースーツでもなく、涼すずしげなサマースーツに着替えて教きよう師しとしての威い厳げんを身にまとっている。


　対する二年Ｂ組の生徒たちはほとんどがホンヤクデンガクの串くしを口にくわえた通つう称しよう・木こ枯がらし紋もん次じ郎ろうスタイルで英会話の授じゆ業ぎように臨のぞんでいた。


「先生！　我われ々われのことはどうか気になさらずに授業を始めてください」


「そうはいきません。魔法のアイテムで英語を理り解かいしようというのはカンニングに等しい姑こ息そくな行こう為いです」


「しかし我々もそれなりの対たい価かを払はらっているんです！」


「対価？」


「デンガクを食べないと串がもらえないルールが制せい定ていされましたからね」


　飛鈴の疑ぎ問もんに答えたのは教壇の目の前の席にいる大だい作さくだった。大作自身はもちろん串はくわえていない。


「あの不ま味ずいのを一本丸々食べないと効果が発揮されないという仕様に変へん更こうされたんですよ。しかも効果は一時間という制せい限げん付きで」


「そうです！　僕ぼくらだって苦しんだんです」


「努力の方向が間ま違ちがってます！」


　文句のつけようもない正論である。


「それに魔ま法ほうのアイテムは校内でしか役に立たないんでしょう？　世界中どこでも使えるならまだしも、私の授業でズルをする以外に使い途みちのないような物を認みとめるわけにはいきません！」


「そうや、先生の言う通りや!!」


　全員の視し線せんが窓まど側の列の一番後ろの席に集中した。呼よびもしないのに立ち上がって賛さん同どうの意を表したのは静しず馬まである。


「不味い食いもんで腹はらを膨らませるのはアカン！　マジでテンション下がるし」


　飛鈴の言葉のどこに賛同したのかまったく不明な訴うつたえだった。


「そもそも英会話くらいでオタオタする方がどうかしとるんや。外人やったら九割わり方ボディランゲージでどうにかなる！　後は知っとる英文を適てき当とうに並ならべといたらニュアンスで伝わるもんや」


「静馬さんの知ってる英文って？」


「そやな……例えば"Kiss my assオレのケツをなめろ!"」


　ざわっ。


　デンガクの串をくわえた生徒たちが一様に引いた。続いて静馬の口から飛び出したフレーズ──どれも相手を罵ば倒とうしたり挑ちよう発はつする時に使うスラングばかり──を聞いて、生徒たちは顔を真っ赤にして怒おこり出した。言葉の意味がダイレクトに理解できたからだ。


「おまっ……言っていいことと悪いことがあるぞ！」


「ひとつ残らず放送禁きん止し用語か！」


「最低～！」


「意味分かって言ってんのか!?　面と向かってそんなこと言ったら即そく、ケンカになんだろうが！」


「ケンカ？　ええやんけ。望むところや」


「いいのはお前だけだろ！」


「謝あやまれ！　飛鈴先生に謝れ！」


「"××××クソ食らえ"！」


　中指を立てて挑発する静馬に、教室中から鞄かばんが飛んできた。隣となりの席の涼りよう子こは竹刀しないの先で静馬の尻しりを突つきまくる。


「あんたは日本の恥ち部ぶなんだから国外に出るんじゃないわよ！　ったく……ん？」


　涼子は視し界かいの端はしに奇き妙みような影かげがよぎった気がして窓の外に目を向けた。窓の外といっても空ではない。校こう舎しやのすぐ外──窓の上の方に何かがいる。


「うっ……あわわわわっ!?」


　涼子は思わず椅い子すごと後ずさった。校舎の外がい壁へきにへばりついているらしい何者かと目が合ったからだ。何事かと窓を見上げた静馬も、それに気付くと反はん射しや的に窓から飛とび退のく。


「なっ、何者や!?　出てこんかい！」


　静馬の要求に応こたえて蜘く蛛ものようにするすると降おりてきたのは、作業着姿すがたの慶一郎だった。


「何やっとんねん!?」


「見ての通り窓を拭ふいているだけだが……」


　慶一郎は腰こしの作業用ベルトにスプレー式の洗せん剤ざいと雑ぞう巾きんをさげていた。ガラスに洗剤を吹ふき付け、窓拭き用のワイパーで汚よごれを掃はいて雑巾で拭き取る──一見してどうということのない作業だが、左手で外壁にぶら下がったまま苦もなくやってのけていた。


「授業中にやることちゃうやろ！」


「窓の汚れが気になったんでな。俺には構かまわず授業を続けろ」
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「アホ、集中できるか！　どっか行け！　そしてもう二度と戻もどってくんな」


　静馬がハエを追い払うように手をヒラヒラさせると、慶一郎は不服そうに鼻を鳴らして、掃そう除じ道具と一いつ緒しよに腰にさげていた釣つり竿ざお──〈サオダケ〉を手にした。サオダケを向かい側の旧きゆう校舎の方に向けて振ふると、次の瞬間には窓から離はなれて旧校舎の三階の外壁に移動している。


「早っ！」


「ああやって校舎から校舎へ飛び移うつってるのか……」


「クソッ、完全に使いこなしとるやんけ！　人には魔法の力に頼たよるな言うといて自分はええんか!?　ただの用よう務む員いんのくせに生意気な──」


　静馬は天を仰あおいで声を張はり上げた。


「おい魔ま女じよっ子！　レイハ！　ちょっと顔出せや！」


　その呼び出しからほとんど間を置かずに、教室の備び品ひんのテレビに勝手に電でん源げんが入り、画面にレイハが現あらわれた。


『──何か』


「何かやあれへん。あの魔法の釣り竿をオレにも貸かせ！　南雲のアホにはもったいない代しろ物ものや」


『…………』


　レイハは無言で左手を持ち上げた。袖そでの中から勢いきおいよく飛び出した物体が静馬の眉み間けんを直ちよく撃げきし、ポコーンと間の抜ぬけた音を立てる。静馬の頭で跳はね返って床ゆかに転がったのはサオダケだった。


「……すでに我われ々われにとってテレビから物が出てくることが不思議でも何でもなくなっているところが恐おそろしいな」


「テレビが双そう方ほう向こう通信なのもな」


　自分たちの常じよう識しきが崩ほう壊かいしつつあることに気付いて戦せん慄りつする生徒たちをよそに、静馬は喜々としてサオダケを拾い上げた。竿を一いつ杯ぱいに伸のばして窓まどを開ける。


「こういうもんの扱あつかいは絶ぜつ対たいオレの方が上う手まいはずや。見とけ！」


　静馬は大きく振りかぶって思いきり竿を振った。


「ギャ──ッ！」


　サオダケの見えない釣つり針ばりが真後ろにいた涼子のスカートの裾すそを引ひっ掛かけ、豪ごう快かいにめくり上げた。釣り上げる力が魔ま法ほうで増ぞう幅ふくされているためか、静馬が竿を軽く持ち上げただけで涼子の足が床から離れそうになる。


「どうなっとんねん？」


「どうもこうもないわよ！　さっさと放しなさいってば!!」


「…………」


「放せっつってんのよ！」


　涼子は釣り上げる力を利用して跳ちよう躍やくし、静馬の顔面に跳とび蹴げりを食くらわせた。ようやく釣り針が外れて解かい放ほうされた涼子は床に尻しり餅もちをつき、膝ひざのあたりまでずり落ちたスカートを大慌あわてでたくし上げた。


「ワザとちゃうぞ。不幸な事じ故こやんか」


「事故でも次にやったら殺す！」


　静馬のニヤケ顔に反省の色は一いつ切さいない。教室の女子生徒たちは身の危き険けんを感じてスカートの裾を押おさえ、飛鈴も教きよう壇だんの陰に退たい避ひした。男子は秘ひそかな期待のこもった熱い視し線せんを静馬に集めたが、涼子がキッとにらみつけると慌てて目を逸そらせた。


　静馬は窓まど枠わくに足をかけ、あらためてサオダケを振った。その直後、静馬の身体からだは吸すい込こまれるようにしてその場から消える。


　バキバキバキバキッ！


　木の枝えだが折れる音が中庭に響ひびく。


　静馬は中庭の植木の中を猛もう烈れつな勢いで引きずられていき、向かいの旧きゆう校こう舎しやの壁かべに激げき突とつした。窓のそばに集まった生徒たちが見守る中、全身かぎ裂ざきだらけになった静馬は意外にも元気に起き上がると、グッと親指を立てた。


「ね……狙ねらい通りや」


「んなわけあるか！」


　総ツッコミを受けながらも、静馬は懲こりもせずに今度は二年Ｂ組の方へ向かって竿を振る。静馬の身体は飛ひ燕えんの速さで宙ちゆうを飛び──生徒たちの頭上の壁に叩たたき付けられた。激突の衝しよう撃げきが予想以上だったのか、静馬は壁につかまれずにずり落ち、涼子の目の前を通つう過かして墜つい落らくしていく。


　窓の下を覗のぞき込んでみる。地面に伸びた静馬の手足がピクピクと動いているところを見ると死んではいないらしい。


「おおっ、生きてるぞ!?」


「さすがは野人……ゴキブリ並なみの生命力！」


　飛鈴は手を叩いて生徒たちの注目を集めた。


「見ての通り、魔法の釣つり竿ざおを利用しての高速移い動どうは素人しろうとには非ひ常じように危険です。どうしても使いたい場合は熟じゆく練れん者しやの指し導どうを受けるように」


「は～～い」


　一同は各おの々おのの席に戻もどり、何事もなかったように授じゆ業ぎようは再さい開かいされた。





　　　　三





　朝の掃そう除じで出たゴミを焼しよう却きやく炉ろで燃もやし、花か壇だんに水をやってから用務員室に戻ると、見み慣なれない物がドアの横に立てかけてあった。長さ一メートル、幅はば三十センチほどの木の板に、極ごく太ぶとマジックで文字が書いてある。


《秘ひ密みつ兵器格かく納のう庫こ》


　何のことかと首を傾かしげていると校内放送がかかった。


『──南雲先生、南雲先生、校長室までおいでください』


　現げん在ざいの肩かた書がきは用よう務む員いんだが、校内の人間からは今でも先生と呼よばれていた。手を洗あらい、作業服の汚よごれを軽く払はらってから校長室に向かう。


　ノックして入ると、中では罵ののしり合いがはじまっていた。


「考えてみなさいよ、そもそもあんたはリーダーって器うつわじゃないでしょ!?」


「そんなことはこの際さい問題やないやろ！　炎ほのおの遣つかい手やったらイメージカラーは当然、赤に決まっとる！」


　言い争っているのは涼子と静馬だった。二人の口くち喧げん嘩かは毎度のことだが、校長室で何を争うことがあるのか。室内を見ると校長の他ほかにも大作と伊い福ふく部べ、村雨の姿すがたもある。


「おお、来てくれたか南雲君」


「何の騒さわぎですか？」


　慶一郎の問いに、藤とう堂どうは不ふ敵てきに微笑ほほえんだ。


「実は校内に『地球防ぼう衛えい隊たい』を設せつ立りつすることにした」


　たっぷり数秒かけて、慶一郎は藤堂の言葉を頭の中で反はん芻すうしてみた。しかし意味の方はさっぱり分からない。


「……地球防衛隊というのは？」


「その名の通り、地球を防衛するためのチームだ」


「なるほど……で、何のために？」


「ソルバニアから送り込まれてくる怪かい獣じゆうを迎むかえ撃うつためだよ。わざわざ君に説明するまでもないと思うが」


「ええと──」


　校長に面と向かってアホかとは言いづらい。返答に困こまった慶一郎は周囲を見回した。移い動どう式のホワイトボードが持ち込まれていて、何か書き込まれている。慶一郎の視線に気付いた大作が訊きいてもいないのに説明した。


「大門高校内に設立される戦隊ということで名めい称しようについては〈ダイモレンジャー〉か〈ダイモンジャー〉の二つの候こう補ほに絞しぼられてるんですが……」


「そやから〈ダイモンジャー〉はアカン言うとるやろ！　なんかもんじゃ焼きを連想してまうし」


「それはあんたがもんじゃ焼きに偏へん見けんを持ってるからでしょ？　食べたこともないくせに」


「あんな見るからに気き色しよく悪いもんが食えるか！　お好み焼きの方が百億万倍美う味まいっちゅうねん」


「これだから関西人は……」


「アホ、お前らこそホンマに美味いお好み焼きを食うてへんから、あんな紛まがい物で満足できるんや」


「言ったわね～!?」


　もはや争点がずれまくっている二人の口喧嘩には終わりが見えない。早くも帰りたい気分になっている慶一郎に大作が耳打ちした。身長差が五十センチほどあるため実じつ際さいには慶一郎の脇のあたりでささやく。


「戦隊のリーダーといえばレッドが定石なんですが、どっちも譲ゆずらないんですよね～。僕ぼくは一いち応おうグリーンに決まってますけど」


　くだらなさすぎて納なつ得とくに足る理由である。


「そういうことか……で、俺は何色担たん当とうだ？　どうせ黄色とか黒だろうが」


「何を言ってるんですか！　南雲先生が戦隊のメンバーなんてとんでもない」


　伊福部が素すっ頓とん狂きような声を張り上げた。


「先生は我々の切り札──すなわち戦隊ロボに決まってるじゃないですか！」


「……だからあの看かん板ばんか」


　用務員室の前の板の謎なぞが解とけた。


「名称は今のところ〈ダイモンジン〉が有力です。〈ダイモロボ〉や〈ビッグダイモン〉も捨て難がたいところですが」


「ビッグとダイは意味がかぶっているんじゃないのか？」


「些さ細さいなことです。デザインについては漫まん研けんと特アニ研合同からラフ画が上がってきています」


　画用紙に描えがかれたロボットの絵が数すう枚まい、磁じ石しやくでホワイトボードに貼はり付けられる。デザイン決定の暁あかつきには慶一郎がハリボテを着せられることになるのだろうか。ロボのアイデアが全校生徒の投票で採さい択たくされた場合、レイハの魔ま法ほうによって強きよう制せい的に変身させられる可か能のう性せいもあった。冗じよう談だんが冗談のままで済すまないのが魔法の恐おそろしいところである。


「……悪いが、俺が好きなのはギターをかついで荒こう野やをさすらう孤こ独どくなヒーローでな。戦隊もロボもお呼びじゃない」


　慶一郎は肩をすくめて苦く笑しようすると、マホガニーのデスクに両手を置いて藤堂に詰つめ寄よった。口調は軽いが目は笑っていない。


「校長、お遊びで防衛隊なんて結成するのは止やめてください」


「我われ々われは本気だが」


「なおのこと迷めい惑わくです。正直言わせてもらえば、こいつらは足手まといにしかならない。レイハがソルバニアからの魔ま物ものの侵しん入にゆうを察知したら俺が出向いていって倒たおす──それだけのことです。余よ計けいな連中を係かかわらせないでください」


「しかし我々にとっても無関係なことでは……」


「死人が出ますよ？」


　慶一郎の冷ややかな物言いに、藤堂はムウとうなって押おし黙だまった。助け船のつもりか涼子が横から口を挟はさむ。


「でもほら、レイハは時間を巻まき戻もどす魔法が使えるから……」


「だから何だ？」
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　慶一郎が振ふり向いてにらむと、涼子は鼻白んだ様子で口をパクパクさせた。


「レイハ！」


　慶一郎の呼よびかけに応おうじて、ホワイトボードの表面にウインドウが開いてＰＣ教室にいるレイハが顔を覗のぞかせた。


「御剣の言っている『時間を戻す魔法』は今でも完全に使えるのか？」


『リソース不足です。現げん状じようでの使用可能時間は最大で十三秒』


「分かった。ありがとう」


　ウインドウが閉とじる。


「十三秒じゃとっさの失敗を修しゆう正せいするだけで精せい一いつ杯ぱいだ。そんなものを保ほ険けんにして闘たたかおうなんて考えがそもそも甘あますぎる。御剣、その魔法のことを知っているってことはお前は使ったわけだな？　何回使った？　何回時間を巻き戻した？」


「い……いっぱい……」


「つまりその回数だけ死んだわけだ。少しは学習しろ。次があると思うな」


　容よう赦しやなく畳たたみ掛かけられ、涼子は俯うつむいて唇くちびるを嚙むしかなかった。


「しかし南雲君、事じ態たいはすでに君一人の問題ではなくなっている。我々と協力態勢をしいてだな……」


「何のために？　地球の平和？　それともソルバニアの？　それが何だって言うんですか。命を賭かけるほどのことじゃない。他ひ人と事ごとだ。ほっときゃいいんです」


「なっ……君の口からそんな台詞せりふが出るとは」


「意外ですか？　だとしたらそもそも思い違ちがいをしてるってことです」


「だったら訊きこう。ソルバニアへの召しよう喚かんには特別なアイテムが必要だったようだが、君はなぜそれを捨てずに召喚に応じていた？　こちら側に魔物が送り込こまれてきた時も積極的に迎むかえ撃うった。君は人知れず危き機きから人々を護まもっていた。そうだろう？」


「それこそひどい誤ご解かいですよ。人を勝手にヒーロー扱あつかいしてもらっちゃ困こまる」


「では理由は何なのかね!?」


「理由ですか？　それはまあ、手が空いていたので──」


「手が……空いていた、だと!?」


「俺の人生にはとくに優ゆう先せんしなきゃならんような予定もないし、せっかく呼んでくれたんだから暇ひまつぶしに、と」


「暇つぶしに怪かい物ぶつ退たい治じをやっていたというのかね!?」


「その通りExactly」


　肩かたをすくめてお手上げのジェスチャーをしてみせる慶一郎に、藤堂は険けわしい顔で問い詰めた。


「君は教きよう師しだ！　今は用よう務む員いんかもしれんが……授じゆ業ぎようがあっただろう!?」


「優先順位から言えば授業なんて全然下の方ですよ。いくらでも後回しにしていいくらいです。どうせ大学受験のためだけの英語なんてやるだけ無む駄だでしょう。英語圏けんで生活するうえで役に立たないような知ち識しきならいっそ教えない方がマシです」


「言いにくいことずいぶんはっきり言ってくれるな」


「自分はすでに用務員ですから」


　慶一郎は悪い意味で居い直なおりを決め込こんだ。


「では参考までに聞かせてもらおう。どういう授業ならやる価か値ちがあるというのかね？」


「そうですね……例えば修しゆう学がく旅行と称しようして地球の裏うら側あたりまで生徒を連れて行きます」


「ふむ、それで？」


「人里から百キロ以上離はなれた場所でパスポートとサイフを取り上げて置き去りにします。そこから日本まで自力で帰ってこれた奴やつだけ進級です」


「どんだけスパルタやねん!?」


　澄すました顔で恐おそろしいことを言ってのける慶一郎に、元教え子たちは震しん撼かんした。


「それができるくらいなら英語を学ぶ必要がないんじゃ……？」


　全校生徒が震ふるえ上がること間違いなしの戦せん慄りつのプログラムである。慶一郎は静馬と大作に目を向け、


「お前たち二人ならクリアできそうな課題だな。神かみ矢やなら必要な知識もあるしトラブルに巻き込まれても上う手まく立ち回るだろう。草くさ[image: ]なぎの場合は日本に帰れなくても現げん地ちで野生化して生き延のびるんじゃないのか？」


「オレは狼おおかみ少年か!?」


「静馬さん……言いたいことは分かりますが、それじゃいろいろと間違ってます」


　慶一郎は無関係な顔でニヤニヤ笑っている涼子の鼻先に人差し指を突きつけた。


「一番ダメそうなのがお前だ。御剣」


「なっ、なんでよ!?」


「お前には生き残るためのスキルが足りないからだ。まずメシが作れない」


「それとこれとは関係が……」


「大ありだ。食い物を自分で調達できないヤツは真っ先に死ぬ。食えるものと食えないものの区別がつかないどころか、食えるものですら食えなくしてしまう。お前がジャングルや無人島に置き去りにされたら一週間後まで無事でいられるかどうか怪あやしいもんだ。俺の見積もりだと三日目くらいにめぼしい食料を食い尽つくし、空くう腹ふくから毒キノコに手を出して腹はらをこわす。それが元で食料を探さがしに行く体力すらなくなって終わりだ」


「勝手な憶おく測そくでものを言ってんじゃないわよ！」


「むしろリアリティが半はん端ぱないんですけど……静馬さんが毒見して平気だった食べ物に当たりそうだし」


「サムライのくせに虚きよ弱じやくやな～。とてもやないけどそんな奴にリーダーは任まかせられへん」


　リーダー争いのためか静馬までもが慶一郎の説を支し持じする側に回った。戦隊内の内ない紛ふんに発はつ展てんしそうな雲行きを修しゆう正せいしようとしてか、藤堂はわざとらしく咳せき払ばらいをした。


「まあその……南雲君のアイデアは来年以降の修学旅行で取り入れるとして、だ」


「やんのかい!?」


「それよりも現げん在ざいの懸けん案あん事じ項こうはソルバニアの問題だろう。防ぼう衛えい隊を設せつ立りつするのは単に戦力としてだけではない。全校を挙げて有事に備そなえる体たい制せいを作っておかねば、レイハ君も充じゆう分ぶんに魔ま法ほうが使えないおそれがある。そうだな、ドクター？」


「左様」


　成り行きを興きよう味み深げに見守っていた村雨が口を開いた。


「過か去こにソルバニアから送り込まれてきた〈封ふう魔ま柱〉──じゃったか？　それに封入された〈魔ま素そ〉によって生まれた怪物と闘たたかう際さい、レイハが特別な結界を張はり巡めぐらせて周辺への被ひ害がいを抑おさえておったそうじゃが、現在の彼女の魔力は限げん定てい的なものじゃ。全校生徒の協力なしに魔法は使えないと考えた方がいい」


「知ったことじゃないですね」


　慶一郎はにべもなく言い切った。


「レイハをここに残すという選せん択たくをしたのは生徒たちです。それに、もともとこっちはレイハの魔法に頼たよって闘うつもりはない」


「しかしだな南雲君……」


「子こ守もりをしながら闘うなんてのは論ろん外がいだ。防衛隊でも何でも結成するのは結けつ構こう──ですが俺はそんなものに参加するつもりはありません。勝手にやってください」


　ぴしゃりと言い放つと、慶一郎は踵きびすを返して校長室を出て行った。





「さすがは南雲君。予想通りの展てん開かいじゃな」


　頭から冷水をぶっかけられたような冷え切った雰ふん囲い気きの校長室に、村雨の愉ゆ快かいそうな声が響ひびく。


「彼はプロの戦せん闘とう者しやじゃからな。アマチュアと共闘するなどという愚おろかな真ま似ねはせんよ。言ったはずじゃがね」


「フン、あんなアホはそもそもこっちから願い下げや。戦力はオレ一人で充分やろ」


　鼻息を荒あらげる静馬を、村雨は値ね踏ぶみするように上から下まで観察した。


「南雲君とは同門らしいが、君のことは最初から戦力には数えておらんから安心したまえ」


「なんでやねん!?」


「君の戦闘能力は未知数じゃからな。それに南雲君は一緒に闘うのは拒きよ否ひしたが、闘わないとは言っておらん。実際に怪かい物ぶつが現あらわれた際に対たい抗こうできるのは彼だけじゃろ」


「そやったらなんで戦隊を……」


　バタン！


　いきなり扉とびらが開き、出て行ったばかりの慶一郎が顔を見せた。静馬は反はん射しや的に身み構がまえ、他の者もビクッと身体からだを震ふるわせる。


「どうせやるなら戦隊はやめてシンプルに『大門防衛隊』にしろ。〈ダイモン・ディフェンス・フォース〉──通称ＤＤＦだ。それで散歩がてらに近所を練り歩いてパトロールでもやってろ。それくらいなら許ゆるす」


　慶一郎はそれだけを告げて扉を閉とじた。





　　　　四





　用よう務む員いん・南雲慶一郎の一日の仕事の締しめくくりは、いつまでも帰ろうとしないでレイハのところへ入いり浸びたっている生徒たちを定時に家に帰すことだった。やはりここでも〈言いくるメガホン〉の出番となる。


『──校内に居残っている生徒に告げる。下校時間だ。さっさと家に帰れ！』


　この一言で生徒たちは素す直なおに下校した。メガホンには生徒たちが高校の敷しき地ちの外でレイハやソルバニアのことを話題にしたり、文書で残すことを禁きんじる効こう果かも付ふ与よされていた。生徒たちが下校してしまうとレイハは自動的にスリープモードに移い行こうし、緊きん急きゆうの場合を除のぞいて翌よく朝あさの登校時じ刻こくまで目を覚ますことはない。


　各教室を回って生徒が帰ったのを確かく認にんすると正門を閉しめ、通用門以外の施せ錠じようをチェックしてから用務員室に戻もどる。


　一服しようとケトルを火にかけたところでノックの音がした。


「開いてるぞ」


　返事をすると、大正時代のカフェの女給を思わせる和風メイド姿すがたの飛鈴が笑え顔がおとともに入ってきた。風ふ呂ろ敷しきに包んだ大きな重箱を手にさげている。これまでの差し入れはバスケットだったり岡おか持もちだったりしたが、重箱は初めて見る。今日の昼食が手て打うち蕎そ麦ばだったことを考えると、和食で攻せめるつもりだろうか。


　お茶も飛鈴が淹いれたため、慶一郎は片かた付づけてあったちゃぶ台を出す以外に何もすることがなかった。


「さ、どうぞ召めし上がれ」


　飛鈴は重箱を一段だんずつ順に出してきた。料理はすべて伝でん統とう的な日本の料理で煮に物ものと和あえ物ものが多い。見た目の色合いは地味ながら味付けはしっかりしていた。品数の多さからして相当な手間がかかっているはずである。午後は授じゆ業ぎようがなかったのでホテルに戻ってずっと料理を作っていたに違ちがいなかった。


　飛鈴が最後の五段目を開けて見せる。慶一郎は重箱の中にひとつだけお結びが入っていることに気付いた。三角お結びだが海の苔りではなく、きな粉をまぶしてある。


　手でつまんで口に運ぶ。見た目からおはぎかと思ったが、餡あんは入っておらず餅もち米ごめでもないただの白米のお結びだった。塩味ときな粉の甘あま味みが舌したの上で融とけ合い、思いも寄らぬ豊ゆたかな風味を生み出す。料理としては他の品とは手間のかけ方では明らかに下回っているが、慶一郎はそれとは比くらべものにならないショックを受けていた。


「飛鈴──」


　慶一郎は手に持った食べかけの三角お結びを見つめながら訊たずねた。


「以い知ち子こさんは……元気か？」


　飛鈴はにっこりと微笑ほほえんで答えた。


「ええ、とっても」


「……そうか」


　慶一郎は残りのお結びを味わって食べた。


　飛鈴が作ったお重の中身はどれも慶一郎にとって懐なつかしい味だった。慶一郎の乳う母ばだった原以知子の手料理と同じ味なのだ。慶一郎自身ですら忘わすれていた味を再さい現げんしたということは直伝以外にはありえない。きな粉をまぶしたお結びはもともと以知子が自分用のおやつとして作っていたものだが、慶一郎はよく「ひとつだけちょうだい」とねだり、分けてもらっていた記き憶おくがある。飛鈴の衣い装しようが和風メイドなのも当然ヒントのつもりなのだろう。


　そうと分かると残りの料理の味も少し違って感じられた。ノスタルジーというスパイスは味わい深くほろ苦い。


　不意にノックの音がした。食べることに夢む中ちゆうになっていた慶一郎は、近付いてくる人の気配に気付かなかった自分に驚おどろいた。


「開いてるぞ」


　ドアが開いて大作が顔を見せた。飛鈴がいるのに驚いて固まった大作を、続いて入ってきた静馬が押おし倒たおす。その後ろには涼子の姿もあった。


「どうした？　トリオ・ザ・ＤＤＦ」


「隊長でもないくせに勝手に命名すな！」


「どうして学校に戻ってこれた？　メガホンで追い払はらったはずだが」


「簡かん単たんですよ。メガホンの命令を聞く前にいったん学校の敷地の外へ出て、他の生徒が下校した後で戻ってくれば入れるという寸すん法ぽうですよ」


「……その手の悪わる知ぢ恵えだけは天才的に働くな」


　魔ま法ほうのメガホンの効こう果かの裏うらをかいた見事な作戦である。しかし大作と静馬はそんな小さな勝利など消し飛ぶほどの衝しよう撃げきを受けていた。


「そんなことより、これはどういうことですか!?　飛鈴先生と二人きり……しかもメイドさんの格かつ好こうで！」


「お前……これは完全に何かのプレイやないか！　高校の敷しき地ち内に十八歳さい未満お断ことわりのエリアを作ってええと思とんのか!?」


「差し入れを食ってるだけだが」


「それ食うた後で別のもんもいただくんとちゃうんか!?　どや？　どうなんや!?」


「言い方が下品すぎんのよ！」


　涼子が竹刀しないと木刀の入った袋ふくろで二人の尻しりを小こ突づいた。


「なんかあたしたちお邪じや魔まみたいだし、さっさと用よう件けんを済すませましょ」


　大作と涼子が土間から畳たたみに上がり、ちゃぶ台を挟はさんで慶一郎と向き合って座すわった。正せい座ざして畏かしこまっているところを見ると真ま面じ目めな相談らしい。


「ものは相談なんですが先生……一度、鬼おに塚づか家に戻ってもらえませんか？」


「それは前にも言ったはずだが」


「そこを何とか」


「どうにもならんな。鬼塚家の敷しき居いを跨またぐことはできない」


「美み雪ゆきちゃんに会ってもらいたいんです」


　湯呑のみを口に運ぼうとした慶一郎の手が止まる。


「……あの子がどうかしたのか」


「ここ半月ばかり臥ふせってます。ご飯もあまり食べてない様子で」


　半月というのは〈Ｖ─１エクストリーム〉以来ということである。


「医者に診みせろ」


「原因は身体からだじゃなくて精せい神しん的なものです」


「だったらカウンセラーを頼たのめ」


「そんなのより南雲先生が来てくれた方がよっぽどいい薬になりますよ。先生の作ったご飯なら美雪ちゃんも喜んで食べてくれるんじゃないかと──」


「俺おれはもうキッチンには立たない」


「えっ……」


　大作は我わが耳を疑うたがった。涼子も同様である。


「それはどういう……？」


「他人のために料理を作ることは二度とない。そういうことだ」


「そんな……何でよ!?」


「俺にはその資し格かくがないからだ」


「調ちよう理り師し免めん許きよが期き限げん切れになったとか？」


「そんなことじゃない。とにかく料理は作れない……何度も言わせるな」


　そう言って湯呑みのお茶を飲む。涼子と大作は予想外のことに途と惑まどい、互たがいに顔を見合わせた。


「じゃあ料理はいいですから会いに来てもらえませんか？　顔を見せるだけでも……」


「それは美雪ちゃんが頼んだのか」


「いえ、僕ぼくの判はん断だんです」


「じゃあ無理だな」


「どうしてですか？」


「俺が鬼塚家を出たのは、あの子に『出て行ってくれ』と頼まれたからだ」


「美雪ちゃんがそう言ったんですか？」


「ああ」


「その理由は何だったんですか？」


「さあな。何にせよ……俺じゃあの子の役には立てない」


「立つか立たんかはこの際さいどうでもええやろ！」


　ドアに背せを預あずけて立っている静馬が、苛いら立だった声を張はり上げた。


「美雪ちゃんが何考えてるかも関係ない。南雲！　お前はどうしたいんや!?　会いたいんか、会いたないんか、どっちや？　言え！」


　静馬の問いは涼子と大作にとっても知りたいことだった。三人から注ちゆう視しを受けながら、慶一郎は自じ嘲ちようするように薄うすく笑って、静かな口調で答えた。


「草[image: ]……俺にはな、どうしたいってことはないんだ。ただ目の前にあるものを受け入れる──それだけだ」


「お前……それ、答えになってへんぞ！　誤ご魔ま化かすな!!」


「俺がここにこうしているのだって俺の意い志しじゃない。たまたま成り行きでこうなってるだけだ。不本意ではあるが、ここでやることがあるから留とどまっている。いいとか悪いとか、望む望まないといった趣しゆ味みの問題とは別のことだ」


「な……何よそれ？　そんなのおかしいわよ！」


　涼子は興こう奮ふんして腰こしを浮うかせた。


「どうしてそうなるのよ！　南雲先生は……その、強い人間でしょ!?」


「強い人間？　御剣……前から思っていたが、お前は『強さ』の意味を履はき違ちがえている。『強い』ということと『正しい』ということはまったく別のことだ」


「────!!」


「強いから正しいことができるわけでも、正しいから強いわけでもない。自分が正しいことをしていると信じている人間は自分が強くなったように感じるものだが、他人から見てもそうだとは限かぎらない。強いから正しい、正しいから強いとうそぶく連中はどこの世界にもいるが……そういった手合いはたいてい俺にとっては敵てきだ。強さと正しさが本当にイコールなのかを確たしかめたくなるんでな。そしてそれを証しよう明めいできた奴やつは今のところいない──」


　涼子の顔には複ふく雑ざつな感情が浮かんでは消えた。慶一郎の言葉を咀そ嚼しやくしようとしてしきれずに軽いパニックに陥おちいっている顔だ。手て振ぶりをまじえて何かを訴うつたえようとするが、適てき当とうな言葉が出てこない。


「……ああ、もう！　何を言ってるのか全然分かんないのよ！」


「いえ、よく分かりました。お邪じや魔ましました。さあ、二人とも帰りましょう」


「ええっ!?　ちょっ……大作君？」


　大作はもの言いたげな涼子の腕うでを取り、静馬を追い立てるようにして用よう務む員いん室を出た。





　　　　☆





「どういうことよ!?」


「どういうことや!?」


　話半分のところで中ちゆう座ざさせられた涼子と静馬は、廊ろう下かに出てすぐにステレオで大作に詰つめ寄よった。しかし大作は動じる様子もなく自信ありげに二人をなだめる。


「僕に考えがあります。南雲先生がああいった考えなら正面から説得したって無む駄だです。僕らで美雪ちゃんに会いに行きましょう」


「ホンマか～？　信用してええんやろな」


　半信半はん疑ぎながらも大作の後について通用門の方へ歩き出す。


「──御剣さん」


　涼子を呼び止めたのは飛鈴だった。涼子は二人に先に行ってるように言うと、用務員室の慶一郎に声を聞かれないように中庭の渡わたり廊下まで移い動どうして飛鈴と向き合った。飛鈴は去さり際ぎわに涼子が視し線せんを合わせたことで、自分に用があると察して追ってきたのだ。


　二人きりになったとたんに涼子は飛鈴に食ってかかった。


「あれはいったい何なのよ!?」


「あれって？」


「あんたの旦だん那なのことよ！　なに？　あのやさぐれっぷり」


　慶一郎の態たい度どは拗すねて投げやりになっているようにしか見えなかった。


「言うに事欠いて『どうしたいってことはない』？　意味分かんないっつーの」


「人にはルーツがある。良くも悪くも、人はそれに従したがって生きるものよ」


　飛鈴はなだめ諭さとすように言った。


「彼は他人に対して何かを期待したり頼たよったりしない。自分の味方がこの世に一人もいないとしても、自分一人だけでやっていく──そういう生き方をしてきた人なのよ」


「でも今はあんたに……飛鈴先生に頼ってるでしょ？」


「そうでもないわ。たとえば私が『これ以上あなたと一緒にはいられません。実家に帰らせていただきます』と言ったとする。きっと彼は『そうか』って答えるだけ。引き留とめたりはしないでしょうね。今、私に付き合ってくれているのは看かん病びようのお礼みたいなもので、彼自身が望んでそうしているわけじゃない」


　飛鈴はさらりと言ってのけたが、涼子には信じがたい話に思えた。飛鈴は少し遠い目をして話しはじめた。


「あの人の生おい立たちについて詳くわしく調べたわ。彼は誰だれからも祝福されずに生まれてきた人間で……それが自分の宿命だと思っている。誰からも必要とされない代わりに、誰も必要としない人間になろうとしてきた──不幸なのはそうして今まで生きてこれてしまったことね。人並なみ外れて頑がん丈じようにできてるから」


「人にご飯を作っている時は楽しそうに見えたけど」


「それは本当でしょうね。人から求められれば喜んで手を貸かすけど、自分から求めることはしない……」


「ったく難なん儀ぎな男ね。本当はどうしたいと思ってるわけ？」


「本当のところは彼自身にも分からないのかもね。でも……彼にとって何が最さい優ゆう先せんなのかははっきりしているわ」


　飛鈴の言いたいことは涼子にも分かった。昼間の校長室での出来事が思い出される。


　慶一郎はレイハの召しよう喚かんに応おうじていた理由を『手が空すいていたから』と答えた。優先順位でいえば授じゆ業ぎようよりも怪かい物ぶつ退たい治じが高いと。だが怪物退治よりもさらに優先度の高い事柄のために、慶一郎は涼子にソルバニアの秘ひ石せきを預あずけている。あの時、慶一郎は手が空いていなかったのだ。


「出て行けと言われたからそうした……あの人はそう言うけど、考えてみて。鬼塚美雪自身の口から出て行けと言われて、彼が傷きずつかなかったと思う？」


「────!!」


「それに用務員としてここに留とどまっているのもレイハが動けないから仕方なくだけど、不本意なのは別の理由。近くにいれば彼女を巻まき込こむかもしれないから──」


　涼子にとって飛鈴の話はあまりに意外だった。南雲慶一郎という人間は魂たましいまで鋼こう鉄てつでできていると思い込んでいたからだ。


　難むずかしい顔で考え込んでいる涼子に、飛鈴は明るく言った。


「でも、今の状じよう況きようは私にとってはチャンスでもあるわ。彼の心に風かざ穴あなが開いているのなら、私がそれを埋うめることができるかもしれない」


「そんなの……嫁よめなんだから当たり前じゃない」


「分かってないわね。こっちはこれでも必死なのよ？」


　飛鈴は唇くちびるに指を当て、艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。同どう性せいの涼子でさえドキリとさせられるほどの可か憐れんさだった。


「だって私……まだ彼の女にしてもらってないもの」


　また明日ねと言って戻もどっていく飛鈴を、涼子は頰ほおの火ほ照てりを感じながら見送った。





「結局、何の話だったんです？」


「……あんたには関係のない話よ」


　涼子は通用門で待っていた二人と合流し、飛ひ天てん神社へと向かった。とっくに日は落ちていて夜になっている。それぞれに思うところがあってか珍めずらしく黙もく々もくと足を運んでいたが、我が慢まんしきれなくなったらしく静馬が口を開いた。


「あのアホが……もうメシは作らへんやと!?　メシ炊たき以外に何の役にも立たんボンクラのくせしやがって……」


　何に対しての怒いかりかよく分からないが、涼子も同じ意見だった。


「料理を作る資し格かくがないとか言ってたわね」


「本当に作ってないみたいですよ。ほら、タマちゃんのために作ったお菓か子しも、南雲先生はレシピを教えただけで実じつ際さい作ったのは飛鈴先生だったし」


「でも……どうして？」


「理由は分からなくもないですよ。何となくですが」


「何なの？　教えなさいよ」


　涼子は前を歩く大作に追いついて肩かたをつかんだ。大作は少し不景気な顔で、


「分かりませんか？　涼子さんも僕と同じものを見たはずですが……」


　大作と一いつ緒しよに見たもの、と聞いても涼子はピンとこなかった。


「それが分からないなんて、ちょっとニブいと言わざるを得ませんね」


「ヒントくらい出しなさいよ」


「……〈Ｖ─１エクストリーム〉ですよ」


　涼子は思わず足を止めた。大作と二人で見たもの──それは美雪を救出するために向かったビルの中で出くわした地じ獄ごく絵図に他ほかならなかった。死神が通り過すぎた後のような死体の山。その光景を作り出したのはあの夜、修しゆ羅らと化した一人の男だった。


　涼子はまたも自分の未み熟じゆくさを恥はじた。南雲慶一郎は鋼鉄製せいの戦せん闘とう機械だと思い込んでいたのだ。たとえ鋼鉄であっても金きん属ぞく疲ひ労ろうもあれば錆さびもすることを忘わすれていた。


「ところで大作、どうやってあの石頭のアホを美雪ちゃんに会わせるつもりや？」


「簡かん単たんですよ。美雪ちゃんに『出て行け』って言われたから南雲先生は鬼塚家を出た──ということは、美雪ちゃんに『帰ってきて』って言われれば帰ると思うんです」


「お前……やっぱり天才少年やな！」


　静馬は大作にヘッドロックを仕し掛かけて頭をゴリゴリと撫なでた。涼子はさすがにそれは単たん純じゆんすぎないかと思ったが、試ためしてみれば案外喜んで帰ってくるような気もする。


「……ああっ!?　ちょっと待ってくださいよ！」


　ヘッドロックから逃のがれた大作が涼子に訊たずねた。


「涼子さん！　公園で南雲先生を拾ったのって、いつでしたっけ？」


「あれは確たしか〈Ｖ─１エクストリーム〉の……前日だっけ？」


「南雲先生は公園で一晩ばん明かしてますから、鬼塚家を追い出されたのはさらにその前の日の夜だったわけだ……」


「それが今さら何だっていうの？」


　大作は新たな謎なぞに直面した探たん偵ていのような難しい顔つきで言った。


「そもそもどうして美雪ちゃんは南雲先生を追い出したりしたんでしょうか？　そして美雪ちゃんが誘ゆう拐かいされたのは二日後……いや、丸二日は経たってない。三十数時間後ってところですよね。これは単に僕の思い過すごしかもしれませんが、もしかすると美雪ちゃんは自分が誘拐されることを知っていたのかも……」


「もしそうなら逆ぎやくでしょ？　知ってたら南雲先生と一緒にいる方を選ぶんじゃ」


「だから逆なんですよ。わざと誘拐されるように南雲先生を遠ざけたとしたら？」


「そんなことをする理由がないでしょ!?」


「それはそうなんですけどね……とにかく南雲先生を追い出した理由については訊きいてみる価か値ちはあるでしょうね」


「縁えん起ぎでもないこと口に出すんじゃないわよ」


　不ふ可か解かいなことを言い出した大作に腹はらを立てながら、涼子は歩を速めた。





　鬼塚家に着くと、大作に美雪の説得を任まかせ、涼子と静馬はひとまず居い間まで待機することになった。勝手知ったる他人の家とばかりに、静馬は縁えん側がわにゴロンと横になって庭を眺ながめている。鉄てつ斎さいがとがめだてしないので涼子も放っておいた。


　すでに夕食時だが熱いお茶で空くう腹ふくを誤ご魔ま化かしながら待つこと三十分──廊ろう下かに人の気配があった。障しよう子じ戸を開けて入ってきたのは冴さえない顔色の大作一人だった。


「僕ぼくにもお茶をもらえますか。熱いのを」


　涼子はポットの湯でお茶を淹いれなおした。大作は両手を温めるようにして湯ゆ呑のみを持ち、お茶を一口飲むと小さくため息をもらす。涼子は待ちきれずに身を乗り出して訊ねた。


「で、首しゆ尾びはどうなのよ？」


「芳かんばしくないですね」


　大作の返答は深しん刻こくな顔つき通りのものだった。


「相変わらず鬱ふさぎ込こんでいる様子で……南雲先生に出て行けと言った理由は話してくれませんでした。南雲先生に戻もどってくるように頼たのんではどうかと説得してみたんですが──」


「やっぱりだんまりなわけ？」


「美雪ちゃんは首を横に振ふって拒きよ否ひしました。その理由ははっきりとは分かりませんが……なんだか妙みようなことを言ってたんですよね」


「何て？」


「それが……『私にはその資し格かくがないから』みたいなことを──」


「南雲とおんなじコト言うとるやないか」


　起き上がってきた静馬が頭をボリボリ搔かきながら面めん倒どうくさそうに言う。


「どもならん連中やな……よっしゃ、こうなったらオレはここに住む！」


　涼子は湯呑みを取り落としそうになった。


「何でそうなるのよ!?　言ってることの前と後ろがぜんぜんつながらないんだけど」


「南雲のアホが戻って来えへんいうことは部屋が空いとるっちゅうことや。そこへオレが入ったところで何の問題あれへんやろ」


「問題大ありよ。あんた飛ひ天てん流の弟で子しでも何でもないでしょ!?」


「それを言うたら南雲かて飛天流とは関係ないやろが。むしろ東ひがし方かた流りゆう玄げんの弟子っちゅう点では同じや」


「南雲先生はご飯を作る係として役に立ってたわよ。あんたはタダ飯食らうだけの穀ごく潰つぶしじゃない」


「穀潰しっちゅうことではお前も似にたようなもんやろが」


「あたしは飛天流の弟子だからいいのよ！」


「師し匠しように飯まで作らせる弟子がどこにおる？　そういうもんは弟子の仕事とちゃうんか」


「またその話を蒸むし返かえすつもり!?」


「聞けば聞くほど説得力がないですよねえ」


　三人の視し線せんはさっきから一言も発せず泰たい然ぜんと座ざしている人物──この家の主あるじである鬼塚鉄斎に向けられた。静馬が何を言おうと決定権けんは鉄斎が握にぎっている。


　鉄斎は閉とじていた両のまぶたのうち右目だけを開いて静馬を見た。


「部屋を借りるつもりなら、自分の食くい扶ぶ持ちくらいは納おさめてもらわんとな」


「そんなことやったら朝飯前や」


「いやいやいやいやいやいや……」


　想定外の方向に話がまとまりそうなのを察して涼子は慌あわてて異いを唱えた。


「お師匠さま、言っときますけどこいつはお金なんて一銭せんも持ってませんよ!?　逆さかさに振っても小こ銭ぜにしか出てきませんから！」


「人をカツアゲされた後みたいに言うな」


「それにこんな破は廉れん恥ちの塊かたまりが一つ屋根の下なんて美雪ちゃんの教育上よくないです！　お風ふ呂ろを覗のぞいたりするかも……」


「それは楽しみだな」


　鉄斎は薄うすく微笑ほほえんだ。


「出で歯ば亀がめなら遠えん慮りよなく斬きれる」


　静馬の下宿の件は本人の申し出によりひとまず保ほ留りゆうということになった。





　　　　五





　二日後──十月五日。土曜日。


　昼の十二時半という時じ刻こくに、涼子は高たか島しま平だいら駅前から池袋へ向かうバスに乗り込んだ。


　大門防ぼう衛えい隊の会議と剣けん道どう部の部活の両方の予定をすっぽかしての池袋行きは、涼子自身の意い志しではなかった。授じゆ業ぎようが終わるなり教室にやってきた結ゆう城きひとみにどうしてもと拝おがみ倒たおされ、仕方なく同行することにしたのだ。友ゆう情じようを優ゆう先せんしたからであって、昼ご飯をおごるという条じよう件けんに心を動かされたためでは断だんじてない。


　バスが動き出す。涼子は前の席に座すわったひとみの肩かたを指でつっついて耳打ちした。


「そろそろ何の用事か教えてくれてもいいんじゃない？」


「それは池袋むこうへ着いたらちゃんと話すから……」


　強きよう硬こうに誘さそっておきながら、ひとみはその理由を明かさず『後で話す』の一点張ばりだった。しきりに腕うで時計を気にしているところからして誰かと待ち合わせをしている風でもある。午後には学校でまたぞろ魔ま法ほうがらみの事じ件けんが起きるかもしれない──可か能のう性せいからいえば間ま違ちがいなく起きる──というのに、それ以上に優先すべきことがあるというのだろうか。


　涼子は質しつ問もんは諦あきらめて窓まどの外を眺ながめた。バスは国道十七号線に入り、やがて板橋本町を通つう過かする。涼子が〈覚醒者アートマン〉拝おがみ暁人あきととともに宇う宙ちゆうサナダムシ軍ぐん団だんと死し闘とうを繰くり広げた現げん場ばはすぐ近くだった。ほんの二週間前の出来事だが、その後も閉へい鎖さ空間に閉じこめられて怪かい獣じゆうと延えん々えんと闘たたかい続けたり、異い世せ界かいから魔女っ子がやってきたりと異い常じよう事じ態たい続きなため、もう何か月も前のことに思える。


　レイハが地球にやってきてからちょうど一週間が経けい過かしていた。彼女の存そん在ざいに生徒たちは早くも適てき応おうし、当初のようなパニックは起こりにくくなっている。有ゆう志しによりレイハの取とり扱あつかい説明書ともいうべき手引き書が編へん集しゆうされ、全校生徒に配られたことも効こう果かを上げているようだった。一方でレイハの魔法を個こ人じん的な目的のために利用しようとする生徒も跡を絶たたないが、今までのところは大事件には発はつ展てんしていない。大門防衛隊は隊員募ぼ集しゆう中であり、正式な発ほつ足そくは来週以い降こうになる見み込こみである。もっとも南雲慶一郎が参加しない以上、戦力としては少々心こころ許もとないと言わざるを得ない。


　考えごとをしているうちにバスは池袋に到とう着ちやくした。バスを降おり、ひとみに連れられて池袋西口公園に向かう。そこで待っていたのは、遠目からでも優ゆう等とう生せいと分かるメガネに制せい服ふく姿すがたの高校生だった。


「大事な用ってこいつのこと？」


　涼子に露ろ骨こつにがっかりした口調で『こいつ』呼よばわりされた氷ひ室むろ那な智ちは、肩をすくめて苦く笑しようした。


「何か期待に添そえなかったみたいで申し訳わけないけど、結城さんに頼たのんで君を連れてきてもらったのは、直ちよく接せつ渡わたしたいものがあったからなんだ」


「あたしに？」


　涼子は眉まゆをひそめ、咎とがめる目つきになった。


「渡したいものって……それが何かは知らないけど、だったらそっちから渡しに来るのが筋すじってもんじゃないの？　こっちが頼んだわけでもないのに呼びつけるなんて、どうかと思うけど」


「それは僕も思ったよ。でもこの場所で渡すように言われてるんでね。ついでに渡す時間まで指定されている」


「どういうこと!?」


　涼子の問いに那智はすぐには答えず、腕時計と公園の時計に目をやった。指定の時刻とやらにはまだ余よ裕ゆうがあるらしく、立ち話を続けた。


「ところで草[image: ]は元気か？」


「嫌いやになるほどね。気になるなら一緒に呼べばよかったのに」


「そうはいかないな。草[image: ]と次に会うのは決着をつける時と決めているんだ」


「決着ならもうついたでしょ？　〈Ｖ─１エクストリーム〉で」


「あの対戦の結果には正直、納なつ得とくしていない」


「未練たらしいわね。それとも次にやれば静馬に勝てる見込みでもあるわけ？」


「絶ぜつ対たいに勝てるとは言えないけど、互ご角かくの勝負はできるんじゃないかな。少なくとも僕自身が納得できるような闘いがね」


　言葉こそ控ひかえ目だが、那智の口調には確たしかな自信が窺うかがえた。涼子の挑ちよう発はつにも動じる様子がない。〈Ｖ─１エクストリーム〉での対戦では静馬をあと一歩のところまで追い込んでいるが、その実じつ績せきからくる自信とはまた違うように思える。ギラギラと闘とう志しを燃もやしている印象はなく、あくまで落ち着いている。冷静に自分と静馬の実力を比ひ較かくしたうえで充分に闘えると確かく信しんしている態たい度どだ。


「いずれ分かることだし、君から草[image: ]に伝えてもらいたいんだが……実は今、僕はある人物に師し事じして特別な技わざの手て解ほどきを受けている。これから渡す物も、その人から君に直接渡すように頼まれた──」


　那智は再び腕うで時計を確かく認にんした。涼子は公園の時計を見る──午後一時三十分。


「…………時間だ」


　那智は制服のポケットから掌てのひらに載る大きさの革かわ袋ぶくろを取り出し、涼子に差し出した。受け取ると、硬い感かん触しよくとそこそこの重さがあった。中身は金きん属ぞく製せいの円い物体らしい。


「中はなに？」


「僕も知らない。開けてみてくれ」


　涼子は袋の口くち紐ひもを解といて中身を取り出した。


　それは真しん鍮ちゆう製せいの懐かい中ちゆう時ど計けいと思おぼしき代しろ物ものだった。かなりの年代物らしいが、よく手入れされているらしく表面に錆さびや凹へこみはほとんどなく、赤味の強い金色の光こう沢たくがあった。


　竜りゆう頭ずの隣となりにあるボタンを押おすとバネ仕じ掛かけで蓋ふたが開き、文字盤ばんが現あらわれた。短たん針しんと長針があるが、文字盤は明らかに時計のそれとは様子が異ことなっていた。蓋の裏うらには見知らぬ文字が細かく彫ちよう刻こくされていた。箇か条じよう書きされているところからして注意書きだろうか。


「これは……誰だれが!?」


「草[image: ]の師し匠しようでもある。東ひがし方かた流りゆう玄げんという──」


　涼子は雷かみなりに撃うたれたように身を震ふるわせた。目を見開いたまま文字盤を凝ぎよう視しする。ひとみが心配そうに涼子の顔を覗のぞき込んだ。


「とりあえずこれで用事は済すんだのよね？　立ち話もなんだし、お昼を食べに行きましょう。約束通りおごるから、涼子ちゃんは何が食べたい？」


「……あ、あたしはいいわ！」


　涼子は後ずさりして二人から離はなれた。


「氷室那智……あんたがなんで静馬の師匠に弟で子し入りしたのかとか、正直訊ききたいことは山ほどあるけど、今はちょっとそれどころじゃないのよ」


「どうしたの？　何を慌あわてて……」











[image: ]








「ひとみ、あんたはそいつと二人でデートでも何でもやってりゃいいわ。あ……あたしはその、急用ができたから──」


　涼子は懐中時計を見ながらあさっての方角を指さした。


「あたしはあっちの方へ行くから……絶対についてくんじゃないわよ。いいわね!?」


　ポカンとしている二人を置いて、涼子は土曜の午後の雑ざつ踏とうの中を駆かけ出した。


　懐中時計の蓋を開けた直後から、涼子は脳のうが痙けい攣れんするような偏へん頭ず痛つうに襲おそわれていた。〈月の眼グラムサイト〉の能のう力りよくの覚かく醒せいに伴ともなう生理現げん象しようである。涼子の左目は蓋の裏に刻きざまれた文字を読むことができた。それは懐中時計の取とり扱あつかい説明書であり、操そう作さ法と文字盤の読み方が書かれていた。


　東方流玄のもたらした懐中時計は時間を計るためのものではない。


　正式な呼び名は〈侵蝕率計測器イロージヨン・メーター〉──魔ま法ほうによる影えい響きようの度合いを計けい測そくするために作られた特別な機械だった。そして今まさに盤上の針はりが指し示しめしているその数すう値ちは、〈魔ま素そ〉に憑ひよう依いされた何者かがすぐ近くにいることを告げている。


「だからこの時、この場所ってわけ!?　冗じよう談だんじゃないわよ！」


　イロメーターの文字盤と自分の周囲を交こう互ごに見み比くらべながら涼子は毒づいた。丸井の前を通り過すぎ、要かなめ町ちよう通りを西へと向かう。地下鉄の駅の手前で涼子は目標を捕捉した。


　魔素の宿主は地味で瘦やせぎすのサラリーマンだった。普ふ段だんなら視し界かいに入っても気にも留とめないようなしょぼくれた人物だが、〈月の眼〉には明らかに常じよう人じんとは違ちがって見えていた。輪りん郭かくが微び妙みように揺ゆらいでいて、動くと黒い残ざん像ぞうが残る。


　サラリーマンは書類入れを脇わきに抱かかえ、仏ぶつ像ぞうのような微び笑しようを浮うかべながら池袋方面へ向かって歩いている。涼子はいったんすれ違い、ある程てい度どの距きよ離りを置いて尾び行こうをはじめた。


　涼子は背せ負おっていたデイパックの中を探さぐり、むやみに無ぶ骨こつでヘビーデューティーな感じのブレスレットを取り出した。村雨から支し給きゆうされた無線通信機である。真ん中にある楕だ円えん形のボタンを押すと本部と連れん絡らくが取れるというシンプルな作りで、機械オンチの涼子には実にありがたい。もらったもののいつ使うのかと疑ぎ問もんに思っていたが、こう早くも出番が来るとは思いもよらなかった。


　腕にはめるのも面めん倒どうなので手に持ったままで通信ボタンを押す。カバーが開いてカラー液えき晶しよう画面が現れた。しかしそこに表ひよう示じされたのは『SOUND ONLY』の文字で、聞こえてきた内ない容ようも期待したものではなかった。


『──こちら天才ドクター村雨じゃ。ただいま席を外しておる。伝言があれば聞いてやってもいいぞ』


「留る守す電って!!」


　これでは何のための緊きん急きゆう通信回線なのか分からない。大作の携けい帯たいに電話した方が早いと思った涼子は付近を見回して公こう衆しゆう電話を探さがした。タバコ屋の軒のき先さきに電話を見つけて駆け寄よるが、受話器を取ろうとしたところで問題のサラリーマンの姿すがたを見失っていることに気付いた。慌ててイロメーターを頼たよりに追つい跡せきする。路地に入ってすぐにガシャン、という音が聞こえてきた。同時にイロメーターの針が強い反はん応のうを示しめす。


　角を曲がると横よこ倒だおしになっている自転車が目に入った。若わかい女じよ性せいが地面に倒れ伏ふしていて、サラリーマンが近寄ろうとしている。辺りに他の人ひと影かげはない。


「ちょっと……そこのあんた！」


　涼子は思わず声をかけていた。サラリーマンが首を巡めぐらせてこちらに振ふり向く。涼子に向けられた目の色が違っていた。黒い眼がん球きゆうに金色の瞳ひとみが輝かがやいている。


　サラリーマンの輪郭がぼやけはじめていた。変身の前まえ触ぶれだった。単たん独どくで怪かい物ぶつと対たい峙じすることの危き険けん性せいは身に染しみて理り解かいしている。ひとまず逃にげて救きゆう援えんを呼よぶのが先だと判はん断だんした涼子だったが、走ろうとしたとたんに足がもつれて尻しり餅もちをついた。


「え!?　ど、どうなって──」


　右足が麻ま痺ひして感覚がなくなっている。どうにか立ち上がろうとするが、すぐに左足も麻痺して身動きが取れなくなった。気付かぬうちに何らかの攻こう撃げきを受けたに違いない。


　サラリーマンが近付いてきた。上半身が軟なん体たい動物のように変化し、口の部分は筒つつ状じように突つき出している。なまじ中ちゆう途と半はん端ぱな変身のため異い様ようなおぞましさがあった。


　恐きよう怖ふの悲鳴を上げそうになったその時、頭上の空に黒い穴あなが開くのが見えた。上に向かって身体からだを引っ張ぱられる感覚とともに視界が暗転する。身体が宙ちゆうに浮いたのはほんの一いつ瞬しゆんで、すぐに重力が戻もどってきた。跳とび箱くらいの高さからマットに落ちる感覚──


「いでっ！」


　身体の下から声が聞こえた。目を開けた涼子は、静馬が自分の下した敷じきになっていることに気付いた。両足が麻痺したままなので腕うでを突っ張って上体を起こす。周囲には見慣なれた光景があった。大門高校のグラウンドである。


「ちょいとどいてくれへんか？　もう一いつ匹ぴき釣つり上げなあかんよって」


　静馬の右手にサオダケがあるのを見て、涼子は状じよう況きようを理解した。横向きに転がって静馬の上から身体をどかせる。自由になった静馬は立ち上がり、正面の空間にポッカリと開いた窓まどのような穴に向けてサオダケを振った。


「よっしゃ、かかった！」


　リールを巻まきながら竿さおを引くと、穴から変身途中のサラリーマンが釣り上げられてきた。完全にこちら側に敵てきを引き上げると、空間の穴は自動的にふさがる。サラリーマンの身体は波打つように膨ぼう張ちようしながら変形していく。


「こっからがオレのショウタ～イムや！」


　静馬は畳たたんだサオダケを後ろに放り投げて身み構がまえた。


　サラリーマンは全高四メートル余あまりの巨きよ体たいの怪物に変身を遂とげていた。ナメクジの上にロールケーキを載のせたような形けい態たいである。


「ヒュオオオオォォォ────」


　静馬が息吹いぶきの声を上げた。身体から立ち上った真しん紅くの炎ほのおが手足の先に集まる。静馬は真正面から突とつ進しんすると、高々と跳ちよう躍やくしてロールケーキ部分に跳とび蹴げりを食くらわせた。


　ガキッ！


　ロールケーキの表面に炎の波は紋もんが広がる。しかし表面は意外にも硬こう質しつかつ分ぶ厚あつい装そう甲こうで、静馬の蹴りの威い力りよくは完全に遮しや断だんされていた。


「んん？　よう見たらこいつ……貝、か!?」


　ロールケーキに見えた部分はよく観察してみると螺ら旋せん状じように巻いた殻からだった。ナメクジとロールケーキの合成ではなく単たん純じゆんにトータルで巻き貝そのものである。殻の模も様ようは複ふく雑ざつで、このサイズでなければコレクションしたくなるような美しさである。


「ただのでっかい巻き貝やんけ。イマイチ面おも白しろ味みないなあ」


「余よ裕ゆうこいて油ゆ断だんすんじゃないわよ。早いとこやっつけて！」


　涼子の足の麻痺はまだ治っていない。痺しびれを取ろうと太ももをマッサージしているうちに指先に何かが引っかかった。指でつまむと、爪つま楊よう枝じサイズの針はりのようだった。太ももに刺ささっていたそれを抜ぬいて目の前まで持ってくる。


　それは陽ひの光にかざして初めて確かく認にんできるほど透とう明めい度の高い針だった。先せん端たんには返しが付いていて、さしずめ小さな銛もりである。


　殻の中に退たい避ひしていた貝の身の部分が外に出てきた。触しよつ角かくだか目だかよく分からない角状じようの器官を伸のばす。


「ほな壺つぼ焼やきといこか！」


　轟！


　静馬の全身から火柱が燃もえ上がった。霊れい的な視し力りよくがなくても見えるのか、校こう舎しやから観戦している生徒たちが歓かん声せいを上げる。


「往おう生じようォォ……せいやあぁぁぁっ!!」


　炎を集めた右腕を水平に振ふり抜き、爆ばく発はつ的な炎の塊かたまりをぶちまける──静馬の必殺技デツドリー・ブロウ〈炎の虎とら〉の直ちよく撃げきを受けた巨きよ大だい貝は丸ごと炎に包まれた。


　神気の炎に焼かれた貝の皮ひ膚ふは焼けただれたが、焦こげた皮膚の下から白い泡あわが噴ふき出してみるみる消火していく。ダメージは与あたえているようだが質しつ量りよう比ひで少々火力が足りていないようだった。


　校内放送を通じて村雨が呼びかけてきた。


『──草[image: ]君！　その巨大な貝のモンスターじゃが、強固な殻による防ぼう御ぎよ一いつ辺ぺん倒とうと見くびらない方がいい。外見の特とく徴ちようがイモガイの仲間に酷こく似じしておる。イモガイ類は銛状に変化した歯し舌ぜつを持ち、それを吹ふき矢のように撃うち出して狩かりをする。しかもその銛は神しん経けい毒のオマケ付きじゃ。ものによっては非常に強力じゃから注意するに越こしたことはないぞ』


「毒入りの吹き矢、やと……？」


　静馬は険けわしい顔でつぶやいた。


「そういうことは……もっと早よに言わんかい」


「…………!?」


　涼子は、静馬が〈炎の虎〉を放った姿し勢せいのまま固まっていることに気付いた。肩かたの辺りに陽光を反はん射しやしてキラキラ光っている箇か所しよがある。よく目を凝らしてみると、それは鉛えん筆ぴつ大の毒銛だった。〈炎の虎〉を放つ寸すん前ぜんに食らったらしい。


「言わんこっちゃない！」


　涼子の両足を痺れさせた爪楊枝大の毒銛はすでに取り去り、感覚は戻もどりつつあったが、静馬を助けに行けるほどには回かい復ふくしていない。


　巨大イモガイが近付き、管状の吻ふんを伸ばした。体長にも匹ひつ敵てきする長さの吻が動けない静馬を頭から丸呑のみにしていく。生徒たちの間から悲鳴が上がった。


「ちょっ……こら、静馬！　ちょっとは抵てい抗こうしたらどうなのよ!?」


　静馬を呑み込こんだ巨大イモガイは今度は涼子に向かってくる。普ふ通つうの生物なら獲え物ものとしては静馬一人で充分なはずだが、魔ま物ものだけに恐おそろしい貪どん欲よくさだった。涼子は痺れている両足を引きずりながら腹はらばいで逃げる。貝の移い動どう速度は歩くより遅おそいが、それでもすぐに追いつかれた。イモガイが吻を伸ばし、毒銛の発はつ射しや体たい勢せいに入った。その先端は静馬が食らった銛よりも明らかにふた回り以上大きい。


（あんなの食くらったら痺れるどころじゃ……）


　涼子の〈月の眼グラムサイト〉が発射される毒銛を捉とらえた瞬しゆん間かん──目映まばゆい光が視し界かいを覆おおい尽つくした。


　その閃せん光こうが消えると、涼子の目の前には仁に王おう立ちする男の背せ中なかがあった。身長二メートルを超こえる大男で、グレーの作業着を身に着けている。


　男の右手には毒銛が握にぎられていた。矢のように発射されたそれをつかんで止めたのだ。


「せん──」


　先生、と呼ぼうとして涼子は様子が違うことに気付いた。その大男は夜よ店みせでよく売られているセルロイド製のお面めんを被かぶっていたからである。シンプルに記号化されたデザインの銀色のお面は、遠い星からやってきた巨大変身ヒーローのそれだった。


　巨大イモガイが毒どく銛もりを連れん射しやした。お面男はそのことごとくをつかんで止めると、銛もりについている綱あみをまとめて引いた。二トンはあろうかという怪物の巨体が地面を滑って引き寄せられる。


「──ヘヤッ！」


　黄金色に輝く正せい拳けん突づきを殻からに打ち込む。


　ガガガガガガォン！


　削さく岩がん機きのような音が鳴り響き、殻に触れた拳から光の波は紋もんが幾いく重えにも広がった。単純な打だ撃げきではない。〈神しん飛ぴ拳けん〉十数発分に匹敵する神しん気きのパワーを一いつ点てんに集しゆう中ちゆうさせたのだ。


　静馬の蹴けりではビクともしなかった装そう甲こうに亀き裂れつが走った。さらにもう一いち撃げきを加えると亀裂は殻全体にまで広がっていく。たとえその身が鋼こう鉄てつ製せいでないとしても、きっと拳は謎なぞの宇宙金属か超合金でできているに違いない──涼子はそう確かく信しんした。


「フゥン！」


　突き回し蹴げりを受けた巨大イモガイは破は片へんを撒まき散ちらしながら横おう転てんした。


　お面男は後方に跳とんで間合いをとると、息吹の声とともに両手を水すい平へいに広げた。身体を包むように舞い散る光の粒りゆう子しが渦うず巻まき状の星せい雲うんを形成し、やがて光こう輪りんと化す。


「──ダーッ!!」


　お面男が右腕を垂直に振り下ろした。腕の振りに従い縦回転を加えられた光輪が飛ひ翔しようし、巨大イモガイの殻を真っ二つに切り裂さいた。ロールケーキ状の殻全体が崩ほう壊かいして輪りん郭かくを失い、内部から炎を噴ふき出して爆ばく裂れつ四し散さんする。


　砕け散った怪物の残ざん骸がいの中から起き上がる人影があった。


「手加減なしでやりやがって……殺す気か!?」


　イモガイの体たい液えきで全身ベトベトの静馬は、精せい一いつ杯ぱいの抗こう議ぎをするとヘナヘナとへたり込んだ。静馬の近くには魔ま素その宿やど主ぬしとなったサラリーマンも倒れている。


　静馬の無事を確認して胸を撫なで下ろした涼子はヒーローの姿を探したが、すでにお面男の姿はその場から消え失うせていた──





「──俺おれに何か用ですか？」


　放送で呼び出されてＰＣ教室にやってきた慶一郎は、要よう領りようを得ない顔で村雨に言った。


「二、三訊ききたいことがあってな。当初の計画通りにソルバニアの魔物を撃げき退たいできたのはめでたいんじゃが……あのお面にはどういう意味があるのかね？」


「何のことですか？」


「セルロイド製のお面じゃよ。夜店で売っている──」


「言っている意味が分かりかねますが」


「いや……被っとったじゃろ？」


「誰だれがですか？」


「君がじゃよ」


「覚えがありませんね」


　あくまでシラを切り通す慶一郎に、村雨は困こん惑わくして首をひねった。


「他に用がないのなら帰らせてもらいます。まだ仕事が残っているので」


　取り付く島もなく教室を出て行く慶一郎を見送ってから、村雨は深しん刻こくな顔つきで大作に質しつ問もんした。


「ワシは何か間ま違ちがったことを言ったかね？」


「そうは思いませんけど……」


　答える大作は苦笑いを浮うかべている。


「さては神かみ矢や君、君はあのお面男が何なのか知っているな？」


「ええまあ……過か去こに何度か遭そう遇ぐうしましたし。ただ、お面男の正体を探さぐるのはタブーなんですよ。なぜだか分かりませんがそういうことになってます」


「本当に別人じん格かくというわけではないのじゃな？」


「それを疑うたがわせるような行動は多々ありますけど……一いち応おうは同一人物かと」


「ふむ……なるほど、分かったぞ」


　村雨はようやく合点がいったらしく、拳こぶしで掌てのひらを打った。


「つまりヒーローのお面を被って匿とく名めい性せいを帯びている間はヒーロー的な行動が可か能のうになるというわけじゃな。文字通りの仮面ペルソナというわけか……しかしあのチョイスからして、やはり彼はあくまで戦隊物は拒こばむつもりらしいな」


「南雲君が何のお面を被ろうと、そんなことは些さ細さいな事こと柄がらにすぎんだろう」


　呆あきれ気味に藤堂が言う。


「ソルバニアから送り込まれた怪物を校内で退たい治じできたという事実に変わりはない。これは戦果だよ」


「うむ、それなんじゃがな……」


「問題でもあるのかね？」


「確たしかに戦せん術じゆつ的には勝利といえるが、果たして戦せん略りやく的見地からはどうかな？」


「分かるように言ってもらおうか」


「〈封ふう魔ま柱〉によってソルバニアから送り込まれてくる〈魔素〉はいわば廃はい棄き物ぶつであって侵しん略りやく兵器ではない。侵略兵器を迎げい撃げきしたのであれば敵てきの思おも惑わくを挫くじくことにもなろうが、〈魔素〉から生じたモンスターを退治したところで現げん状じようが我われ々われの有利に好転するわけではない。戦略的にはとくに意味はないな」


「意味が……ない？」


　藤堂と大作は顔を見合わせ、同時にレイハの方を見た。


「本当なのかね？」


「正せい解かいです」


　ピンポーン、とベルの音が鳴る。


　魔ま法ほう少女の最大の弱点は空気が読めないところだと藤堂は痛つう感かんした。





　闘たたかいを終えた涼子と静馬は保ほ健けん室にいた。


　巨大イモガイの神しん経けい毒は幸いにも軽いもので、生命に危き険けんが及およぶほどの殺さつ傷しよう力はなかった。解げ毒どく剤ざいが効きいて身体からだの痺しびれが取れるまでの間、ベッドを借りて休むことにしたのだ。


　涼子は隣となりのベッドに横になっている静馬に、カーテン越ごしに話しかけた。


「あんたさあ……出し惜しみしたでしょ」


「何のことや？」


「あの貝の化け物と闘う時よ。この間見せたみたいな新しい技わざじゃなくて、適てき当とうなのでお茶を濁にごそうとしたわね？」


「適当て言うな。あれくらいの威い力りよくで倒たおせるかな～って思ただけや。結果は見込み違いやったけどな」


「それは違うわね」


　涼子は断だん定ていした。


「どう違うっちゅうねん」


「あんたは南雲先生が見てるのを意い識しきしたのよ。師し匠しように特訓を受けて編あみ出した技を使って南雲先生に見られるのを避さけたかった……だから手を抜ぬいた」


「当たり前や。オバケ貝ごときに初披ひ露ろうしてええ技やあれへん」


　静馬のこだわりは格かく闘とう者として当然といえた。どんな技であろうと一度披露してしまえば強さも弱さも見抜かれてしまいかねない。倒したい相手が慶一郎となればなおさら見せるわけにはいかない。だがそのために命を落としかけるのは本末転てん倒とうといえた。


「そんなことにこだわってたら、次はやられるかもね」


「何怒おこっとんねん？」


「別に怒ってなんかないわよ。ったく……」


　涼子は腹はら立ちまぎれに言った。


「あたしと南雲先生と──いったいどっちが大事なのよ!?」


　口に出してしまってから、涼子はそれが思っている以上の意味のある台詞せりふになっていることに気付いてシーツを被かぶった。もちろんカーテン越しに見られるはずはないが、赤い顔を隠かくしたかったからだ。


「……毒が脳のうに回ったんか？　言うてる意味がゼンゼン分かれへんわ」


　静馬の鈍どん感かんさが、この時ばかりはありがたく感じられた。





　　　　☆





　暗闇の中で、鬼おに塚づか美み雪ゆきは目を覚さました。


　頭から被かぶっていた布ふ団とんから顔を出すと、冷れい気きが肌はだを刺す。


　まるで冷れい房ぼうをかけすぎたように室内の空気は冷えきっていた。しかし季節はまだ夏の終わりであり、この部屋にはクーラーはない。


　だが美雪はこの寒さを奇き妙みようとは思わなかった。自分の身体の中に凍いてついた氷があって、その冷気が部屋の空気まで冷やしている──そう思えたからだ。


『──美雪ちゃんが望のぞめば、南な雲ぐも先生も戻ってきてくれると思うんだけど』


　大作の言葉が脳のう裏りに甦よみがえる。美雪は耳をふさぎ、胎たい児じのように身体を丸めた。


（それは……できない……）


『どうして？』


　大作の口く調ちようはとても優しい。美雪を気き遣づかう気持ちが伝わってくる。だからこそ、その気持ちに応えられないのが苦しかった。


（私には……その資し格かくがないから──）


　それが精せい一いつ杯ぱいの答えだった。


　大作は不思議そうな困こまったような顔になり、その言葉の意味を問う。


　しかし美雪にはそれを説明することは出来なかった。説明したところで意味などない。過ぎ去った時間は戻せないのだから──


『じゃあ訊くけど……美雪ちゃんはどうしたいんだい？』


　それは優しいだけに残ざん酷こくな問いかけだった。いっそ厳きびしく責められた方がよほど心が安まるだろう。


　現状、慶一郎が無事でいること──それはいい。それこそが美雪の望みでもあった。


　だがいまだに慶一郎が美雪の近くに留とどまっているのは何な故ぜなのか。その理由は大作から聞かされてはいないが、慶一郎がまだ鬼塚家に戻ることを望んでいるのかと思うと、嬉うれしい気持ちと同じだけの罪悪感が胸を締しめ付けた。


　何を望むのかと問われても美雪自身にはもはや望むことはない。


　どうしたいか──ではなく、どうすべきか──それが問題だった。


　慶一郎を遠ざけたのは結果はどうあれ正しい動どう機きによるものだったと確かく信しんしている。しかし次に自分がどうすべきかがまるで見えなかった。


（あの人が私を憎にくんでくれたなら──）


　それこそが美雪にとってのせめてもの望みといえた。そしてそれが叶かなえられそうにないことも理解している。


「────？」


　明かりの点いていない部屋の中に、どこからか冴さえた蒼あお白じろい光が差し込んでいた。


　美雪はのろのろと身体を起こし、光源を探さがした。勉強机の一番下の大きな抽斗ひきだし。光はその隙すき間まから漏もれていた。


　布団から這はい出して抽斗に手をかけた。ひどく重い。抽斗が重いのか、筋きん力りよくが落ちているためなのかは分からない。膝ひざ立だちになり、力を込めて引く。ズズ……と重い石を引きずるような感触とともに抽斗が開いた。


　舞い飛ぶ無数の蛍ほたるのような燐りん光こうがあふれ出した。


　美雪は抽斗に両手を差し入れ、光の塊かたまりをつかんで取り出した。


　それは羊よう皮ひ紙しで装そう丁ていされた分厚い本だった。銀の鎖くさりが十字に巻かれ、表紙には古いコインがはめ込まれている。誕生日に大作からプレゼントされた本である。


　光は本の中から漏もれていた。美雪の細い指が表紙を撫なでると、澄んだ音がしてコインと鎖が自然に外れた。


　表紙を開くと、風に煽あおられたようにページが次々と捲めくられていく。美雪はその光るページの中に、黒い本が幻のように浮かんでくるのを見た。


　本の中にもう一冊の本がある──美雪が手を差し入れると、指先は流れるように捲られているページを透とう過かし、黒い本に触れた。


　美雪は日記帳サイズのその黒い本を取り出した。艶なまめかしい手触りの表紙を撫でると、蒼白い光の粒子が弾けて文字を浮かび上がらせる。見たこともない文字だったが、なぜか美雪はそれを読むことができた。





〈冥王の書──アザナトゥース〉





　その黒い本の表紙には、確かにそう書かれていた。














　あとがき







　さあ十五巻ですよ。とうとう十五巻まできちゃいました。


　今回は予告通り『魔ま女じよっ子こもの』です。「どの辺が？」と訊きかれても「全編にわたって」としか答えようがないくらいに魔女っ子パワー全開です。


　慶けい一いち郎ろうが全校生徒の目の前で召しよう喚かんされーの、説明を求められた涼子がヤケクソになって秘密をぶっちゃけーの、ソルバニアから慶一郎が戻ってきたと思ったら何な故ぜかボロボロになったレイハを連れてーの──という手順で召喚教師の秘密が明らかになる展開は、リアルバウトを書き始めた当初から考えていました。


　十年前から決まってた流れです。準じゆん備び万ばん端たん整ととのってたはずです。ところが実際書いてみるまではどう転ぶか予測しきれないのが良くも悪くもリアルバウトの醍だい醐ご味み。


　よもや全編のおよそ八割方がレイハがらみのパニック＆悪わる乗のり＆悪ふざけで埋うまってしまうとは……出てくる台詞の大たい半はんが名もない生徒たちの無む責せき任にん発はつ言げんとは……デタラメさのレベルがヘルマスカーＤの比ひじゃねえとは……しかもこれでもまだほんの序じよの口くちとは……魔女っ子恐るべし。


　これでジャンルがファンタジーじゃなかったらどうなってたことやら。


　そして主人公が今さらレイハが何をやらかそうが「ハイハイ、魔法ね」とスルーできる慶一郎でなかったとしたら──考えるだに恐おそろしい話です。





　さて、この作品はいわゆる『学園もの』であり、何かにつけて出しゃばってくる校長の存在感がやけに大きいわけですが、不ふ思し議ぎに思ったことはないですか？


　大門高校にはどうして教きよう頭とうがいないのか──と。


　学園もので一番オイシいキャラのはずの教頭が何故に空くう席せきなのか!?


　その謎なぞの答えが今回のゲストであるバラキレワです。


　謎の（たぶん正義の）秘ひ密みつ結けつ社しやオリオンの擁ようする特とく務む潜せん水すい艦かんアトラゴン艦かん長ちよう──に加えてもうひとつ用意されていたバラキレワの肩書きは『傭よう兵へい教きよう頭とう』でした。


　そう！　『召喚教師』の向こうを張る『傭兵教頭』としての登場予定があったのです。


　まーどう転ころんでもギャグにしかならないネタなので外がい伝でんのＥＸシリーズで出そうかと構想を練ねっていたわけですが、魔女っ子のおかげで晴れて本編に登場と相あい成なりました。しかしよもやあんなことに（以下略）。


　なおバラキレワのネーミングに関しては富とみ永なが浩ひろ史し氏にアドバイスをいただきました。


　お恥はずかしい話、ロシア人の姓せいが本人の性別によって男性形と女性形に変化すると知らずにずっと『バラキレフ』と書いていて、途と中ちゆうでどうやらこのままじゃマズいらしいと分かったものの女性形だとどう変わるのか分からず、富永氏にメールで相談したところ深夜にもかかわらずすぐに返事をいただき助かった──という次し第だいです。ロシアの専門家が知り合いにいてくれて本当によかった。


　初しよ期きからお付き合いいただいている読者の方ですらもう忘れているかもしれない事実ですが、リアルバウト本編の舞台は一九九六年です。今さらなんで再確認するのかというと現代劇なのに部分的に時代考証が必要になってきたから。


『インターネット』が流りゆう行こう語ごになったのが九五年、携けい帯たい電でん話わが爆発的に普ふ及きゆうしはじめるのが九七年以降です。ネット環かん境きようはブロードバンドどころかダイヤルアップ回線で、料金も都内でワンルームが借りられるほど高額なうえに常時接続サービスもないという状況。ほんの十年後にはデジカメとメール機能を標ひよう準じゆん搭とう載さいした携帯電話を高校生が当たり前のように所しよ持じするなんて想像もできない時代でした。


　そして時はまさに世紀末目前──まだノストラダムスの大予言がギャグになっていない頃です。それほど厳げん密みつな考証が必要な作品でもないのですが、二〇〇七年現在と比ひ較かくすると違い和わ感かんを感じさせる描びよう写しやが出てきたので、一九九六年という時代背景を頭の隅すみにでも置いておいてもらえると助かります。





　今回で慶一郎がめでたく戦線復帰、レイハもまんまとレギュラー入りしていよいよ盛り上がって参りました。風ふ呂ろ敷しきを畳たたむつもりが魔女っ子のおかげでカオスっぷりに拍はく車しやがかかるばかりですが、今後もますます無む節せつ操そうになっていく一方（笑）なので覚悟しておいてください。


　というわけで次巻もお楽しみに。


　それでは、また。





　　平成十九年五月十日




雑賀　礼史












召喚教師


リアルバウトハイスクール15





雑さい賀が礼れい史じ
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